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序文

十三湊遺跡の継続した学術調査は平成3,..__, 5年度の国立歴史民俗博物館の調査から始まっておりま

すので，ちょうど12年の歳月が経とうとしております。その間，市浦村では平成6年度から十三湊遺

跡の調査を引き継いでおります。また，平成7年度からは青森県教育委員会とともに合同調査が開始

され，国史跡指定を目指した取り組みを文化庁記念物課の指導を受けながら事業を推し進めておりま

す。これまで関係各位の諸先生方の御指導・御協力をいただき，中世後期の北日本における大規模港

湾の実態がより一層明らかとなってまいりました。特に平成11・12年度には青森県教育委員会の手に

よって，港湾施設（船着場）の実態解明が行われ，浜地形を呈した斜面に角礫を敷き詰めて固めた荷

揚げ場が発見されています。礫層中からは青磁や白磁，瀬戸・珠洲といった陶磁器がたくさん出土し

ており，礫とともに人工的に敷き詰めたことが明らかになりました。さらに，水辺に面したところか

らは丸太材の土留め施設のほか，かつて水中だったところからは，杭列とともに杭にくくり付けた縄

が発見され，船蔚場の様子が明らかとなっています。

さて，今回報告致します第145次調査では，火事場整理の跡と思われる角礫を廃棄した土坑が多数

発見されています。その中からは，被熱した陶磁器など多数の遺物が発見されております。これらは，

十三湊を支配した安藤氏が糠部南部氏との抗争によって火災を受けた後に，火事場整理を行った跡と

考えられています。また，一方で推定される安藤氏館の実態については，範囲確認や内部の構造等，

その解明には今後も大きな課題が残されています。

ところで，国立歴史民俗博物館の調査以来，十三湊遺跡の調査研究に御指導を頂戴しておりました

石井進先生（前国立歴史民俗博物館館長，平成5年度に館長就任）が，平成13年10月にご逝去されま

した。あまりに突然のできごとで今だに信じられません。石井先生には，機会あるごとに十三湊遺跡

を取り上げて紹介してくださり，また，今後の十三湊遺跡のあり方や調査研究の方向など，ご相談い

ただくなどご配慮くださいました。特に平成12年10月に実施した十三湊遺跡発掘10周年記念フォーラ

ムでは特別講演を快く引き受けてくださり，さらにパネルディスカッションではコーディネーターを

務めていただいております。そのなかで，これまでの十三湊遺跡調査の歩みと意義についてご報告い

ただき，今後の十三湊遺跡の進むべきあり方を示してくださいました。今思い起こせば，体調が思わ

しくないにも関わらず，十三湊フォーラム等で心労を重ねご迷惑をお掛けすることとなってしまいま

した。幾重にもお詫び申し上げると共にこれまでのご厚l胄に深く感謝申し上げて，ご冥福をお祈り申

し上げます。

最後に，調査全般にわたって文化庁記念物課，市浦村遺跡整備検討委員会，青森県教育庁文化財保

護課を始めとする関係各機関の先生方には多大な御指導・御助言を頂戴し事業を進めることができま

した。衷心より御礼申し上げる次第です。

今後とも本事業を円滑に進め，国史跡指定を目指した取り組みを行っていく所存でございます。

関係各位の諸先生には今後とも宜しく御指導・御助言を賜りますようお願い申し上げます。

平成15年3月

青森県市浦村教育委員会

教育長木村義光



例 言

1 . 本書は平成13年度に実施した青森県北津軽郡市浦村大字十三に所在する十三湊遺跡の第145次発掘調杏

成果を収めた報告書である。

2. 調牡は文化庁記念物課，青森県教育庁文化財保護課，市浦村遺跡整備検討委員会の指導・協力を得て，

市浦村教育委員会が実施した。

3. 本文の執筆・写真撮影は榊原滋高（市浦村教育委員会学芸員）が行った。遺物の復原・実測，図面の整

理・製図は長利豪美（調査補助員）を中心に佐藤美矢子・山田瑞穂・伊藤美枝子・今由里子・葛西節子・

成田ヨシェ（作業員）で行った。

4. 資料の分析・鑑定について，下記の方々に御教示いただいた。（敬称略）

記して厚く御礼申し上げます。なお，分析・鑑定等の記述についても誤りがあれば， すべて編者の責任

である。

瀬戸製品の器種分類・年代鑑定藤澤良祐•河合君近（財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター）

近世陶磁器の鑑定 (SE04井戸出士の資料） 関根達人（弘前大学人文学部助教授）

5. 士層の色調観察には，「新版・標準士色帳」（農林水産技術会議事務局1995年）を使用した。

6. 発掘調査の指導や本書の作成に際して，市浦村遺跡整備検討委員会の諸先生方及び資料の分析・鑑定し

ていただいた方々の他にも次の関係者各位の御指導・ ご協力を賜った。

坂井秀弥（文化庁記念物課），小野正敏（国立歴史民俗博物館），工藤清泰（浪岡町教育委員会），

佐々木浩一（八戸市博物館），鈴木和子・工藤忍（青森県教育庁文化財保護課）

7. 出土遺物・調査記録類は市浦村教育委員会で管理・保管している。
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凡 例

1. 本書は本文・挿図・表・写真図版からなる。なお，挿図・写真図版のうち，出土銭貨については実物大で掲

載したため，本書の末尾にまとめて掲載している。

2. 出土遺物について，遺構出土遺物・遺構外出土遺物・出土銭貨の順で記述した。遺構出土遺物は，できるだ

け出土状況が明らかになるように図示した。鉄・銅製品については保存処理或いは未整理のために掲載できな

いものが多数ある。また，士器・陶磁器については，できるだけ掲載に努めたが，細片等については未報告の

ものが多い。そのため，掲載できなかったものも含めて，全体の概要については，末尾の第4表中世土器・陶

磁器の種類・器種別組成表を参照いただきたい。出土銭貨は，上述したように遺構内及び遺構外出土資料を一

括して実物大で末尾に掲載した。遺構外出土遺物は中世遺物を中心に掲載した。なお，近世遺物は細片が多く，

出土量も少ないのでSE04井戸の資料以外はすべて割愛した。

3. 土器・ 陶磁器の名称については，次のとおりに取り決めた。十三湊遺跡では，珠洲製品は一部に珠洲系とす

べきものも含まれるが，中世後期 (14~15世紀）を主体とする時期のものがほとんどである。また，中世後期

では現在までに珠洲以外の産地が知られていないので，便宜上「珠洲」として記述する。国産の施釉陶器であ

る瀬戸美濃製品については，大窯製品は出土せず，筈窯製品の古瀬戸製品しか出土していないので，「瀬戸」

と記述する。なお，瀬戸は楢崎彰ー氏の中世陶器の分類では，査器系第 I類に分類されているが（楢崎 1977), 

ここでは後述する「査器系（陶器）」と分けて記述する。「査器系（陶器）」としたものは越前・信楽のほか，一

部に常滑・備前・在地系が含まれる。大多数の遺物は破片で出土するため，特に「査器系（陶器）」の細分は困

難である。さらに，生産地側の編年研究及び流通の問題もあるので，ここではまとめて「禿器系（陶器）」とし

た。なお，伯楽については長石の吹き出しが多く見られるなど，胎土による肉眼観察もある程度識別可能であ

ると考えている。また，主要な日本海ルートによる交易を考えると， 「査器系（陶器）」の大半は越前製品と思

われるが，茶壺として俯楽焼が一定量搬入している。そこで， 「究器系（陶器）」の産地が特定できる個体につ

いては，遺物観察表の備考欄に記入している。「高麗青磁」としたものは朝鮮産の象嵌青磁である。「土師器皿」

としたものは，中世の±師質の皿であり，（かわらけ）とも呼称する。

4. 遺物観察表等に記載した土器・陶磁器の分類及び名称は，下記の文献を参考に行った。

国立歴史民俗博物館 1994『日本出土の貿易陶磁 東日本編 l』国立歴史民俗博物館資料調査報告書5

藤澤良祐 1982「古瀬戸中期様式の成立過程」『東洋陶磁』第8号

藤澤良祐 1991「瀬戸古窯址群II一古瀬戸後期様式の編年ー」『研究紀要X』瀬戸市歴史民俗資料館

藤澤良祐 1995「瀬戸古窯址群m一古瀬戸前期様式の編年ー」『研究紀要 第3輯』（財）瀬戸市埋蔵文化

財センター

横田賢次郎・森田勉 1978「大宰府出土の輸人陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集4』九州資料館

吉岡康暢 1994『中但須恵器の研究』吉川弘文館

上田秀夫 1982「14~16世紀の青磁碗の分類について」貿易陶磁研究第2号

森田 勉 1982「14~16世紀の白磁の型式分類と編年」貿易陶磁研究第2号

・1・1・1



本文目次

I 遺跡の位置と地理・歴史的環境

II 第145次調査 (AT2001 II) 

1. 調査の目的

2. 調査の経過

3. 基本層序

4. 調査の成果

5, 考察

川 まとめと課題

巻首図版

巻首図版 1 1. 第145次調査調査区西半写真

（南東から）

2. S K22・SK 152土坑検出写真

（南から）

巻首図版2 1. 瀬戸 天目碗・中国鉄釉壺

2. 中国茶入・天目碗

3. 瀬戸瓶子・四耳壺• 仏供

4. 青磁碗・白磁皿・手づくね

かわらけ

巻首図版3 1. 青磁碗

2. 青磁碗皿

3. 青磁碗

4. 青磁花瓶・青白磁梅瓶・高麗青

磁碗．鉢

巻首図版4 1. 中国鉄（褐）釉壺

2. 白磁碗皿

3. かわらけ（手づくね・ロクロ）

4. 瀬戸天目碗ほか

巻首図版5 1. 瀬戸平碗・柄付片口鉢

2. 瀬戸壺瓶類

3. 瀬戸平碗

4. 瀬戸壺瓶類

巻首図版6 1. 瀬戸平碗

2. 瀬戸縁釉小皿・折縁小Ilil

3. 瀬戸香炉・花瓶・盤類ほか

4. 瀬戸 四耳壺・花瓶・卸Ilil

iv 

挿図目次

第1図 市浦村・十三湖周辺の古代～中世遺跡位置図

第2図 十三湊遺跡の調牡位置図

第3図 旧十三小学校周辺の調査位置図

第4図第145次調査中世遺構平面図

第5図 S E03井戸角礫出土状況

第6図 S E03井戸遺物出士状況・断面図

第7図 S E03井戸 ・SK26上坑出土遺物

第8図 S E03井戸出土遺物

第9図 S E 07・S E 09・S E 10井戸ほか

平面図・断面図

第10図 S E07井戸角礫出土状況

第11図 S E07井戸遺物出土状況 l

第12図 S E07井戸遺物出士状況2

第13図 S E07井戸出土遺物

第14図 S E07・02井戸出土遺物

第15図 S E09井戸角礫出士状況ほか

第16図 S E09井戸遺物出土状況

第17図 S E09井戸角礫及び出土遺物垂直分布図

第18図 S E09井戸出土遺物

第19図 SE09・10井戸出土遺物

第20図 SEOS・SEll井戸， S K64・S K81土坑

平面図・断面図

第21図 S K64・S K81士坑， SDll溝， S EOS井戸

出土遺物

第22図 S I 02竪穴遺構平面図・断面層位図

第23図 S I 02竪穴遺構 角礫・粘土ブロック出士状況

第24図 S I 02竪穴遺構遺物出土状況

第25図 S I 02竪穴遺構上層遺物出土状況

第26図 S I 02竪穴遺構上層遺物出土状況

第27図 S I 02竪穴遺構遺物出土状況

第28図 S I 02竪穴遺構遺物出士状況

第29図 S I 02竪穴遺構鉄製品出土状況

第30図 S I 02竪穴遺構遺物垂直分布図

第31図 S I 02竪穴遺構（上層） 出土遺物

第32図 S I 02竪穴遺構出士遺物

第33図 S I 02竪穴遺構出上遺物

第34図 S E06井戸 ・SKl09土坑遺物出土状況

第35図 S X02粘士・焼士廃棄ブロック (SI03上層）

の遺物出土状況

第36図 S X03粘土・焼土廃棄ブロックの範囲と上層



断面図

第37図 S X03粘土・焼土廃棄ブロック周辺の遺物出

土状況

第38図 S I 03竪穴遺構遺物出土状況

第39図 S I 03竪穴遺構 土層断面図・遺物垂直分布

図

第40図 SK 23・S K 54・S K 105・S K 146上坑平

面図・断面図

第41図 S X02粘士・焼士廃棄ブロック 遺物出士状

況

第42図 S I 03竪穴遺構出土遺物

第43図 S I 03竪穴遺構 ・SK23・54・101・105・106・ 

146土坑出土遺物

第44図 S K07土坑角礫出土状況

第45図 S K07土坑遺物出土状況

第46図 S K07士坑出士遺物

第47図 S KOS上坑角礫出上状況

第48図 S KOS土坑遺物出土状況 1

第49図 S KOS士坑遺物出士状況2

第50図 S KOS土坑 出土遺物垂直分布図

第51図 S Kl25・126土坑 (SI 04・S KOSの下層よ

り検出）

第52図 S KOS土坑出土遺物

第53図 S KOS土坑出土遺物

第54図 S KOS, S Kl26土坑 ・SI 04竪穴遺構

出士遺物

第55図 SK 14~ S K 16・S K 30・S K 32・S K 38土

坑， S EOI井戸（近現代） 平面図・断面図

第56図 SK (14~16・30・32)士坑 ・SEOI井戸・

S DIS溝出土遺物

第57図 S Kl3土坑角礫出土状況

第58図 S Kl3士坑遺物出土状況

第59図 S Kl3土坑出土遺物

第60図 S K22・S K 152・S K45士坑角礫出士状況

第61図 S K22・S Kl52土坑遺物出土状況 l

第62図 S K22・S Kl52土坑遺物出土状況2

第63図 S K22士坑出土遺物

第64図 S K22・S K 152・S K45土坑出土遺物

第65図 S K47・48上坑角礫出上状況

第66図 S K47・48土坑土層断面図及び角礫垂直分

布図

第67図 S K47上坑遺物出上状況 (1)

第68図 S K47土坑遺物出土状況 (2)

V 

第69図 S K47上坑遺物出土状況 (3)

第70図 S K47土坑遺物垂直分布図

第71図 S K48土坑遺物出土状況

第72図 S Kl03土坑遺物出土状況

第73図 S Dl4溝遺物出土状況

第74図 S K47士坑出士遺物

第75図 S K47上坑出上遺物

第76図 S K48土坑出土遺物

第77図 S Kl03士坑出士遺物

第78図 S Dl4溝出土遺物

第79図 S K36・S K49上坑角礫出土状況

第80図 S K36土坑遺物出土状況 (1)

第81図 S K36土坑遺物出土状況 (2)

第82図 S K36土坑 出土遺物垂直分布図

第83図 S K36土坑出土遺物

第84図 S K36士坑出士遺物

第85図 S K36上坑出土遺物

第86図 S K36・S K49土坑出土遺物

第87図 S K 69~ S K 73・S K 100士坑平面図・断面

図

第88図 S K69~71・73・100土坑出土遺物

第89図 SK60・S K61・S K96・S K97・S K99・ 

S Kl07土坑， SD07溝平面図・断面図

第90図 S K 96・97・99・107土坑出土遺物

第91図 S K60・61・76土坑， SD07溝出土遺物

第92図 S K 65~ S K 68・S K 95士坑平面図・断面

図・角礫出上状況

第93図 S K65~S K67土坑遺物出土状況

第94図 S K68士坑遺物出士状況・断面図

第95図 S K65~S K68土坑出土遺物

第96図 S K82~S K90土坑平面図・断面図・角礫

出土状況

第97図 S K82~S K90土坑遺物出土状況

第98図 S K82~S K90士坑出士遺物

第99図 S K55~58, S K79土坑平面図・角礫出土

状況

第100図 S K55・S K56土坑遺物出土状況

第101図 S K58・S K79土坑遺物出土状況

第102図 S K55・S K58・S K79上坑出上遺物

第103図 S K79・S K58土坑出土遺物

第104図 S E04井戸（近世）， S K 59, S K 62, S K 

74, S K75上坑平面図・断面図
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写真図版目次

図版l 検出遺構写真 (1)

I 調牡風景 中世遺構面の検出（北から）

2 調査風景 中世遺構の検出及び実測作業（北東

から）

3 調杏風景 中世遺構面の検出（北東から）

4 調査風景 西側拡張区の中世遺構検出（北東か

ら）

5 西側拡張区 上面遺構の検出（北東から）

6 S I 01竪穴遺構（近現代の遺構） （南から）

7 S E04近世井戸北から

8 S EDI近世以降の井戸 （北から）

図版2 検出遺構写真 (2)

1 S X02粘土・焼上廃棄ブロック 検出（西から）

2 S X02粘土・焼土廃棄ブロック 青磁碗3点出

士（北西から）

3 S X02粘土・焼土廃棄ブロック 刀子2点出土

（北西から）

4 S X03粘土・焼土廃棄ブロック 検出（西から）

5 S X03粘土・焼土廃棄ブロック 断面層位（北

西から）

6 S I 03竪穴遺構完掘（而から）

7 S I 02竪穴遺構検出（南から）

8 S I 02竪穴遺構完掘（南から）

図版3 検出遺構写真 (3)

1 S E03井戸検出（南から）

2 S E03井戸断面層位（西から）

3 S E03井戸完掘（南から）

4 S E03井戸 曲物内出土の瓦質土器・高麗青磁

碗（西から）

5 S E06井戸断面層位（南東から）

6 S E07井戸断面層位（東から）

7 SE 11井戸完掘（南から）

8 S E08井戸断面層位（北西から）

図版4 検出遺構写真 (4)

1 S E09井戸遺物一括出士状況・ 2回目検出（南

から）

2 S E09井戸遺物一括出土状況・ 1回目検出・

．． 
Vll 

接写（北から）

3 S E09井戸遺物一括出土状況.3回目検出・

接写（西から）

4 S E09井戸完掘（南から）

5 SE 10井戸断面層位（北から）

図版5 検出遺構写兵 (5)

1 S K22・SK 152土坑 2回目検出（南から）

2 S K22士坑断面層位（南東から）

3 S K22土坑完掘（南から）

4 S K23土坑遺物出土状況（南から）

5 S K54土坑検出（南西から）

図版6 検出遺構写真 (6)

1 S K59土坑断面層位（東から）

2 S K81士坑断面層位（北西から）

3 S K64上坑断面層位（東から）

4 S K60・S K61上坑断面層位（北から）

5 S K62士坑断面層位（西から）

6 S K96土坑断面層位（南西から）

7 S K68土坑鉄製品出土状況（北から）

8 S Kl46土坑断面層位（南から）

図版7 検出遺構写真 (7)

1 S K36土坑検出（東から）

2 S K36士坑断面層位（南東から）

3 S K36上坑完掘（東から）

4 S Kl07上坑検出（南西から）

5 S Kl07士坑鉄製鉤・高麗青磁出士（西から）

図版8 検出遺構写真 (8)

1 S K37炉跡集石検出状況（東から）

2 S K37炉跡断面層位（南東から）

3 S K58士坑遺物出士状況（南東から）

4 S Kl3土坑検出（南から）

5 S KOS土坑検出（北から）

6 S KOS土坑完掘（北から）

7 S Kl28土坑検出（南から）

8 S Kl41上坑検出（東から）

図版9 検出遺構写真 (9)

1 S 014溝と周辺の遺構検出（南から）

2 S K48土坑検出（北から）



3 S 014溝完掘（南から） 図版14 出土遺物写真 (4)

4 S K47土坑検出（東から） I 鉄製品 (JJ子・小札）

5 S K47土坑断面層位（北から） 2 鉄製品（刀子・小札・皿）

6 S 014溝珠洲出土（西から） 3 鉄製品（刀子・締金具ほか）

7 S K66土坑検出（北から） 4 鉄製品（刀子・鎚ほか）

5 鉄製品（火箸・ 刀子・鎚ほか）

図版10 検出遺構写真 (IO) 6 骨製品（中柄？．碁石）・玉

1 S K84土坑完掘（南から） 7 石製品（砥石）

2 S Kl03士坑鉄製刀子出士（東から） 8 S E04井戸出士の肥前陶磁

3 S K62上坑完掘（北から）

4 S K67土坑検出（南から） 図版15 出土遺物写真 (5)

5 S 007溝完掘（南から）
1 石製品（茶臼）

6 S ADI柵塀断面層位（南から）
2 瓦質土器（風炉・摺鉢）・珠洲甕

3 鉄製品（鉤.J]子）

図版11 出士遺物写真 (1)
4 鉄製品（皿・紡錘車・鉤？・火箸）

1 珠洲壺甕

2 珠洲壺甕
図版16 出土遺物写真 (6) 出土銭貨 (1)~ (3) 

3 珠洲壺甕
表面

4 珠洲壺甕
図版17 出土遺物写真 (7) 出土銭貨 (1)~ (3) 

5 珠洲掴鉢
裏面

6 珠洲摺鉢
図版18 出上遺物写具 (8) 出上銭貨 (4)~ (6) 
表面

7 珠洲掴鉢
図版19 出土遺物写真 (9) 出土銭貨 (4)~ (6) 

8 珠洲掴鉢
裏面

図版20 出士遺物写真 (10) 出士銭貨 (7)~ (9) 
図版12 出士遺物写真 (2)

表面
1 珠洲掴鉢

図版21 出士遺物写真 (11) 出士銭貨 (7)~ (9) 
2 珠洲捕鉢

裏面
3 珠洲桐鉢

図版22 出土遺物写真 (12) 出土銭貨 (IO)~ (12) 
4 珠洲掴鉢

表面
5 珠洲壺．擢鉢

図版23 出土遺物写真 (13) 出土銭貨 (IO)~ (12) 
6 資器系陶器（伯楽・越前）壷 裏面

7 充器系陶器（信楽）壺 図版24 出土遺物写真 (14) 出土銭貨 (13)~ (15) 
8 裔器系陶器（越前）壺甕 表面

図版25 出土遺物写真 (15) 出土銭貨 (13)~ (15) 
図版13 出土遺物写真 (3) 裏面

I 資器系陶器（伯楽）壺 図版26 出土遺物写真 (16) 出上銭貨 (16)~ (18) 
2 充器系陶器（越前）壺 表面

3 瓦質土器 火鉢・風炉・播鉢 図版27 出土遺物写真 (17) 出土銭貨 (16)~ (18) 
4 瓦質上器火鉢・風炉 裏面

5 土製品（羽ロ・土錘）•石製品（石棒・石錘） 図版28 出上遺物写真 (18) 出上銭貨 (19)~ (21) 
6 銅製品（耳掻きほか） 表面

7 銅製品（磐ほか） 図版29 出土遺物写真 (19) 出土銭貨 (19)~ (21) 
8 銅製品（六器碗Ilil. 飾金具） 裏面

... 
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I 遺跡の位置と地理・歴史的環境（第 1図）

本州の最北端，青森県の日本海側に位置する津軽半島は中山・梵珠山地を脊梁にして，南北に連な

っている。一方，日本海に面した西側一帯は，七里長浜に沿った屏風山系が発達した砂丘地帯をつく

り出している。そして，これらに挟まれた一帯は，岩木川とその流れによって造りだされた扇状地と

河口付近のデルタ地帯によって津軽平野が構成されている。その岩木川の流れが北上し，日本海へと

流れ出す河口に十三湖，十三湊遺跡がある。

十三湊遺跡は青森県北津軽郡市浦村大字十三に所在する。市浦村は津軽平野の北端に位置し，西は

日本海に面して，北は中山山脈を境に小泊村と東津軽郡今別町・三厩村に接する。東は中山山脈から

派生した段丘と十三湖で中里町に接し，南は十三湖と砂丘を境に西津軽郡車力村に接する。村域は東

西約11km,南北約15km,総面積111.74血である。国有林が村の約半分程を占めており，さらに約6分

の1を十三湖（現在，約17.7km)が占めている。十三湖は，かつてはもっと内陸部に入り込んでいた

が，岩木川の土砂による堆梢と江戸時代から近現代に至る干拓事業によって狭められ，現在は周囲約

31. 4kmの汽水湖が展開している。市浦村の興りは明治22(1889)年，磯松村を併合した脇本村と太田

村を併合した相内村の2ケ村となって北津軽郡に属し，十三村は西津軽郡に属するそれぞれ異なる地

域であった。そして，昭和30年に十三村，脇本村，相内村が合併して北津軽郡市浦村が誕生した。そ
しうら

の際には十三湊が江戸時代に弘前藩における 4つの貿易港（四浦）の 1つであったことから，「四浦

村」とすべきところを四は死に通じることから， これを改めて「市舗行」と命名された。

十三湊遺跡は十三湖の西側にあって，半島状に突き出た南北に長い砂州上に立地している。日本海
まえかた みょうじんぬま

に面する七里長浜との間には，北から前潟・セバト沼（内湖），明神沼と呼ばれる小湖沼が連続する。

この小湖沼は十三湊が繁栄した中世期にはH本海と結ぶ水路として利用され，明神沼付近で開口した
みとぐち

水戸口（日本海への出口）から，日本海の荒波をさけて船舶が入港したものと考えられる。それが湊

の衰退と地形の変化によって，徐々に水戸口が北へと移動して，水路も次第に湖沼化していった。現

在の水戸口は十三集落の北西に位置し、単なる排水口として機能している。

十三湊遺跡は「廻船式H」の中で， 「奥州津軽十三湊」として三津七湊の 1つに登場する北日本を

代表する中世港湾として知られ，鎌倉～室町時代にはエミシの系譜を引く在地の津軽安藤氏が支配し

ていた。

十三湊遺跡が位骰する日本海一帯は中世期には「西浜」と呼ばれ， 「外浜」（陸奥湾側）と同様に郡

郷制の枠組みからはずれた北海道（蝦夷地）と接する境界領域として認識された地域であり，北方の

産物が集積する日本海交易の要衝として発展する。

このように河川交通の要衝と境界領域という結節点に津軽安藤氏が拠点を構えて，商業都市・十三

湊が発展したのである。

-1-
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第1図 市浦村・十三湖周辺の古代～中世遺跡位置図

1000 
1 :50,000 (lkm-2an) 

1000 2000 3000m 

第 1表 市浦村・十三湖周辺の古代～中世遺跡一覧表

番号 遺跡名 時 代 種 別 番号 遺跡名 時 代 種 別

I 古館遺跡 平安・中世 館跡（防御性集落）或いは中世城館 ， ナガレ山遺跡 平安 集落或いは館跡（防御性集落）

2 磯松砂山遺跡 平安・中世・近世 散布地 10 オセドウ貝塚 縄文前～中期・古代・中世 集落或いは館跡（防御性集落）

3 唐川(3)遺跡 平安 集落 II 福島城跡 平安・中世 館跡（防御性集落）或いは中世城館

4 唐/11(1)遺跡 平安 散布地 12 実取(I)遺跡 平安 散布地

5 唐/11(2)遺跡 平安 散布地 13 実取(2)遺跡 平安 集落

6 暦）II城跡 平安・中世 館跡（防御性集落）或いは中世城館 14 中島遺跡 奈良 散布地

7 山王坊遺跡 中世 宗教遺跡 15 十三湊遺跡 中世・近世 中世・近世の港湾

8 赤坂遺跡 平安 集落

-2-



II 第145次調森 (AT2001 II) 

1 . 調査の目的

く調査対象地＞

調査対象地は市浦村大字十三字琴湖岳497-1番地に所在する。十三湊遺跡は十三湖の西側に形成

された南北方向に伸びる半島状の砂洲の上に立地している。現在は半島の西側，前潟に面した一帯に

近世以来続く 「十三街道」（現在は県道「鰺ヶ沢一蟹田線」）と呼ばれる街道に沿って南北に集落（街

区）が形成されている。調査地点は，集落から離れた半島の東側で，半島のほぼ中央部に位置する旧

十三小学校校舎の北側に隣接する畑地である。現在，十三小学校は統廃合によって，平成13年3月31

日に廃校となっている。

調査区は東西45.5mX南北7.0m,面積318.5rrlの畑地一筆分である。そして，調査期間の後半には，

さらに西側に東西6.0mx南北6.5m,面梢39rriを拡張した（以下， 「西側拡張区」とする）。合計面梢

357.5rrlである。地目は畑地であるが，調査前は休耕地となっており，雑草が生える流地であった。調

査区周辺の標高は2.5mほどで，周辺は平坦地である。調査区から東へ50mほどで十三湖の湖岸に行

き箱く。まさに湖水に面した場所と言える。

く調査の経緯と経過＞

十三湊遺跡の継続した学術調査に先鞭をつけたのは，平成3年,.....,5年に行われた国立歴史民俗博物

館（以下， 「歴博」と称す。）の調査がきっかけであった。そこでは江戸時代の絵図・明治時代の地籍

図・航空写真・電気探査等の分析結果を基に発掘調査を行い，十三湊最盛期の想定復原図 (15世紀前

半）を提示する画期的なものであった。それは十三湊を港湾都市遺跡として捉えることができた重要

な成果となっている。

現在では，歴博の調査成果を基にして，地元市浦村と青森県教育委員会が協力しながら，実態解明

に向けた学術調査を継続している。

市浦村教育委員会では，平成6年度から十三湊遺跡の学術調査を開始した。これは前述した歴博の

調査を引き次ぎ，十三湊遺跡の中心施設の存在が推定された領主館の解明及び範囲確認を目的とした

ものであった。場所は十三湊遺跡のほぼ中央に位置する旧市浦村立十三小学校（以下， 「小学校」と

称す。）の敷地とその周辺である。周辺には遺跡を大きく南北に分断する中世期の大士塁が現存して

いる。以下，各年度にわたって小学校周辺で行われた発掘調査の概要を振り返っておきたい。

まず，平成6年度には小学校グランド内において2箇所の試掘調査を実施した。調査の結果，第 1

地区（第7次調査）で東西方向に伸びる堀跡を確認した。この堀跡は北側に想定される館・屋敷を区

画する南堀と推定することができた。そして，第II地区（第8次調査）では東西方向に伸びる 2対の

柵囲い道路跡を確認することができた。このことから，堀と大土星の間には屋敷割りされた居住空間

が存在するものと推測することができた。

平成7年度には前年度の成果を受けて，校舎北側地点の発掘調査を実施した（第9次調査）。主な
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目的は館跡の主体部及び範囲確認を行うものであった。調査の結果，最盛期には館の主体部となる可

能性が高いことが推定できた。内部は柵塀や溝による区画遺構によって屋敷割りがなされ，掘立柱建

物や竪穴遺構，井戸を配置する景観が復原できた。さらに，遺物等でも青磁酒会壷や瀬戸仏花瓶など

奢｛多品が多く出土しており，身分や階層性の高い人々の居住域であることを裏付けるものであった。

また，平成8・9年度（第18・76次調究）の調査地点は前年度の調杏区に隣接した北側に設定し， 2 

カ年にわたって調査を実施した。調査の結果，東西方向に伸びる大溝（堀）を検出した。これは館或

いは屋敷の北側境界の区画遺構と推定することができた。さらに，遺跡の終末時期には火事場整理の

跡と考えられる集石土坑がまとまって検出された。

平成10年度には市浦村・青森県教育委員会は富山大学人文学部考古学研究室の協力を得て，小学校

グランド内の全面的な発掘調査を実施した。調査の目的は推定領主館跡と大士塁に挟まれた屋敷地の

様相を明らかにすることであった。調査の結果，平成6年度の試掘調査の成果を裏付けることができ

ただけでなく，より複雑な様相を星していることが明らかとなった。遺構の重複が激しく複雑な様相

を呈しているが，大きく III段階の遺構変遷を捉えることができる。まず 1期では13世紀後半--.....14世紀

前半代に相当する一辺が40m四方の方形区画（居館跡か？）が登場する。これは「推定領主館」の前

身に当たる鎌倉時代の方形区画（居館）と考えられる。さらにII期は大土塁と平行するように，東西

に伸びる堀跡2条や柵囲い道路3条が検出されている。また，柵囲い道路に挟まれた空間は連続した

屋敷割りが行われ，掘立柱建物に井戸を伴う居住空間として活発に利用されている。＋三湊における

都市計画的な遺構配置が見られる時期と言える。年代的には14世紀後半--.....15世紀前半に相当する。

III期には，これらの都市計画的な遺構が消滅した後に新たな遺構配置が認められる。具体的な様相

は今だ判然としないが，堀が廃棄された後に形成される火事場整理のための集石土坑や竪穴遺構があ

る。また，調査区の南西部では一定の墓域が形成されるようになる。年代は15世紀中葉に相当し，そ

の後短期間で衰退していったものと考えられる。

平成11度（第90次調査）及び平成12年度（第120次調査）の発掘調査は再び小学校の校舎北側で実

施することとなった。第90次及び120次調査では， これまでと同様に最盛期には柵塀や溝による区画

遺構によって屋敷割りが行われ，その内部は掘立柱建物や井戸を配置する景観を復原することができ

た。しかし，それぞれの地区では衰退期に火事場整理のための集石や遺物を含んだ廃棄土坑が形成さ

れていることも明らかになった。また，第90次調杏では，調査区の西端に鉄滓を伴った鍛冶炉2基の

ほか，鍛造剥片のかたまり，或いは銅滓や鋳つぶされた銭，柑渦や羽口といった鍛冶関連遺物が廃棄

された土坑が見つかっている。このことから，この一帯で鉄製品の鍛造及び銅製品の鋳造が行われて

いたことも明らかとなってきた。ただし，こうした鍛冶関連の遺構は，現在では最盛期というよりも

むしろ衰退期の時期と捉えられている。

く調査の目的＞

今回，平成13年度に実施した第145次調査では，西側に隣接した地点が設定された。調査目的は，

これまでと引き続き同様であるが，館跡と推定された範囲の確認や内部構造の把握を目的に調査が実

施された。
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第2図 十三湊遺跡の調査位置図
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第2表十三湊遺跡発掘調査次数

調査年 調査次数 調査月日 調査面積 調査主体 調査原因（既往の名称） 概要

1973 村越潔 十三小学校改修工事に伴う調査 領主館地区の調査

1976 櫻井清彦 隠居地点の調査

1987 
8/5~8/12 新谷雄蔵 十三小学校線道路改良工事に伴う調査 町屋地区の調査
11/20~ 11/26 

1988 
3/22~3/31 新谷雄蔵
4/1~4/6 

1991 第 1次 I 0/11 ~ 10/17 
国立歴史民俗博物館 特定研究「北部日本における文化交流」 遺跡全体の詳細分布調査

(91年度調査）

1992 第2次 10/8~10/18 75rrl 
国立歴史民俗博物館 特定研究「北部日本における文化交流」 中軸街路の確認調査

(92年度第1地区）

第3次 I0/8~10/18 54rrl 
特定研究「北部日本における文化交流」 大土塁と堀の調査
(92年度第2地区）

第4次 10/8~10/18 58rri 
特定研究「北部H本における文化交流」 町屋地区の調査
(92年度第3地区）

1993 第5次 7/23~8/12 325rri 
国立歴史民俗博物館 特定研究「北部日本における文化交流」 領主館の範囲確認調査

(93年度第1地区）

第6次 7/23~8/12 400rri 
特定研究「北部日本における文化交流」 町屋地区の調査
(93年度第2地区）

1994 第7次 8/22~9/9 70ni 市浦村教育委員会 学術調査（市浦村第1次調査第 1地区） 領主館の範囲確認調査

第8次 8/22~9/9 11sm 学術調査（市浦村第1次調査第2地区） 領主館の範囲確認調査

1995 第9次 8/21~10/28 568. 5rrl 市浦村教育委員会 学術調査（市浦村第2次調査） 領主館地区の調査

第10次 8/21~10/13 74rri 青森県教育委員会 学術調査（青森県第1次調査第 1地区） 中軸街路の確認調査

第11次 8/21~10/13 900rri 学術調査（青森県第1次調査第2地区） 家臣団館の範囲確認調査

第12次 10/23~ 11/10 232rrl 県道蟹田・鰺ヶ沢線改良事業に係る調査 植林寺跡周辺の調査

第13次 10/30~11/20 120rrl 市浦村教育委員会 建物改築に伴う調査 浜の明神の調査

1996 第14次 5/20~6/5 312rri 青森県教育委員会 十三漁港局部改良事業に係る調査 港湾施設の確認調査

第15次 6/24~9/26 500rri 
学術調査（青森県第2次調査土塁北側 中軸街路の確認調査
西地区）

第16次 6/24~9/26 360rri 
学術調査（青森県第2次調査土塁北側 家臣団館地区の調査
東地区）

第17次 7/22~9/26 I, 200rrl 学術調査（青森県第2次調査町屋地区） 町屋地区の調査

第18次 8/21~11/3 s6orn 市浦村教育委員会 学術調査 領主餌地区の調査

第19次 6/24~6/26 5lrrl 漁業排水事業（下水道）に伴う調査 町屋地区の調査

第20次 7/8~7/9 58rri 

第21次 1/10~7/15 48ni 

第22次 7/16 46rrl 

第23次 7/21~7/22 49rrl 

第24次 7/23~7/24 3lni 

第25次 7/24~7/26 40面

第26次 7/31~8/l 35rrl 

第27次 8/1~8/2 5lnl 

第28次 8/24~8/27 47ni 

第29次 8/2~8/3 12rri 

第30次 8/23~8/24 22rrl 

第31次 8/2 3lni 

第32次 7/6~7/8 24面

第33次 7/16~7/17 18rrl 

第34次 7/24 30ni 

第35次 7/25 18ni 

第36次 7/3 27rrl 

第37次 7/10~7/ll 22面

第38次 7/15 22rrl 

第39次 7/18~7/20 2lni 大土塁と堀の調査

第40次 7/22~7/23 llni 

第41次 8/28~8/29 17rri 

第42次 8/22~9/2 48rri 土塁北側地区の調査

第43次 7/27~8/6 56ni 

第44次 8/5~8/10 35rrl 

第45次 8/7~8/10 32rrl 

第46次 8/20~8/28 43ni 

第47次 8/24~9/2 54ni 

1997 第48次 4/1~4/2 23rrl 市浦村教育委員会 漁業排水事業（下水道）に伴う調査 土塁北側• 前潟に面した地区の調査

第49次 4/3 6rri 

第50次 4/1~4/15 18ni 
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調査年 調脊次数 調査月日 調雀面積 調査主体 調有原因（既往の名称） 概要

1997 第51次 4/2~4/14 30ni 市浦村教育委員会 漁業排水事業（下水道）に伴う調査 土塁北側・ 前潟に面した地区の調査

第52次 4/22~5/12 14ni 

第53次 4/23 5ni 
土塁南側•前潟に面した地区の調査（近
世面）

第54次 4/23~5/27 7rri 
土塁南側•前潟に面した地区の調査 (13
世紀前半の遺構・遺物）

第55次 4/19~4/25 15ni 土塁南側•前潟に面した地区の調査（近

第56次 4/19 13rrl 
世面）

第57次 4/24 8rrl 

第58次 4/20~5/14 22ni 

第59次 IO面

第60次 4/17~5/29 !Orrl 土塁南側•前潟に面した地区の調嚢

第61次 8/5 8rri 

第62次 9/4 7rri 

第63次 8/29~8/31 78rri 

第64次
9/24~9/29 

89rrl 
十三湊遺跡南限・範囲確認調査

10/10 

第65次 9/3~9/5 22rrl 

第66次 10/27 ~ 10/28 28ni 

第67次 10/24 17ni 

第68次 I 0/22~ 10/23 28rri 

第69次 10/21 19rri 

第70次 11/20 30ni 

第71次 4/14~4/30 250rri 宅地造成に伴う調査 町屋地区の調査

第72次 5/19~6/15 200rrl 土塁北側• 前潟に面した地区の調査

第73次 6/19~8/4 200rri 土砂採取・宅地造成に伴う調査 土塁南側・砂山地区の調査

第74次 6/30~10/17 750面 青森県教育委員会 学術調査 家臣団館地区の調査

第75次 6/30~10/17 450rrl 青森県教育委員会 町屋の南限・中軸街路の確認調査

第76次 8/6~12/17 860rrl 
市浦村教育委員会 領主館地区の調査（第18次調査の継続調

査）

第77次 8/11~9/5 200rrl 
市浦村教育委員会 漁業排水事業（下水道）に伴う調査 中軸街路の確認調査
富山大学考古学研究室

第78次 10/21 ~ 11/12 40rri 市浦村教育委員会 防火水槽設置に伴う調査 土塁北側地区の調査

1998 第79次 5/18~5/20 40rri 市浦村教育委員会 漁業排水事業（下水道）に伴う調在 植林寺跡周辺の調査

第80次 5/18~5/20 42ni 檀林寺跡周辺の調査

第81次 7/27~7/28 90rrl 大土塁と堀の調査

第82次 8/7~8/13 80rrl 町屋地区の調査

第83次 7/25~8/6 40ni 町屋地区の調査（近世墓の調査）

第84次 9/6~9/10 15ni 町屋地区の調査（バイパス下の調査）

第84次 9/9~9/15 15rrl 

第85次 9/22~9/23 6rri 

第86次 6/13~10/31 I, 360rri 
市浦村教育委員会 学術調査 領主館地区の調査
富山大学考古学研究室

第87次 6/13~10/31 I, 720rrl 青森県教育委員会

第88次 7/8~7/15 12ni 市浦村教育委員会 蜆光案内板設置に伴う調査

1999 第89次 3/1~3/12 90rrl 市浦村教育委員会 漁業排水事業（下水道）に伴う調査

第90次 400rri 学術調査

第91次 520rri 青森県教育委員会 学術調査 家臣団館地区の調査

第92次 6/28~9/30 IIOni 港湾施設確認の調査

第93次 22rrl 

第94次 ZOrri 

第95次 8/30~9/4 40rri 市浦村教育委員会 宅地造成に伴う調査 湊迎寺周辺の調査

2000 第96次 4/4~6/30 450rri 
市浦村教育委員会 漁業集落環境整備事業（公園造成）に伴う 土塁北側・ 前潟に面した地区の調査

調査

第97次 4/24~5/22 185rri 青森県教育委員会 県道蟹田・鰺ヶ沢線改良事業に調査に伴 檀林寺跡周辺の調査

第98次 4/24~5/2 5lni 
う調査

第99次 4/17~5/22 325rri 

第100次 4/24~5/2 5lrri 

第IOI次 5/15~5/26 89ni 

第102次 4/24~5/26 28rrl 

第103次 5/22~6/2 63, 5rrl 

第104次 6/5~6/7 29. 5rri 

第105次 6/5~6/7 9ni 

第106次 6/1~6/9 63rrl 
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調査年 調脊次数 調査月日 調雀面積 調査主体 調有原因（既往の名称） 概要

2000 第107次 6/1~6/9 20ni 青森県教育委員会 県道蟹田・鰺ヶ沢線改良事業に調査に伴 檀林寺跡周辺の調査

第108次 6/5~6/14 30ni 
う調査

第109次 12. 5rri 

第110次
6/12~6/14 

4rri 

第lll次 6/15~6/16 12ni 

第112次 ZOrri 

第113次
6/5~6/12 

58rrl 

第114次 6/14~6/23 114rri 

第115次 6/26~6/27 7ni 

第116次 6/19~6/27 30rrl 

第117次 48. 5rri 

第118次 6/28~6/29 7rri 

第119次 2rri 

第120次 9/6~12/4 300rri 市浦村教育委員会 学術調査 領主館地区の調査

第121次 9/6~11/30 300rri 青森県教育委員会 学術調査 港湾施設確認の調査

第122次 10/27~ 11/30 400m 町屋地区の調査

第123次 4.5rrl 市浦村教育委員会 漁業集落環境整備事業（公園造成）に伴う 土塁北側• 前潟に面した地区の調嚢

第124次 2. 25rri 
調査

第125次 2. 25rri 

第126次 2. 25rri 

第127次 2, 25rri 

第128次 12/18~ 12/28 2. 25rri 

第129次 2. 25rri 

第130次 2, 25rrl 

第131次 2. 25rri 

第132次 8. 25ni 

第133次 2. 25rri 

2001 第134次 75rri 市浦村教育委員会 十三地区漁業集落現境整備事業（道路造 十三湊北端部の調査

第135次
5/14~8/10 

150rri 
成）に伴う調査

第136次 500rrl 青森県教育委員会 学術調査 町屋地区・中軸街路南端の調査

第137次 104rrl 町屋地区・湊迎寺周辺の調査

第138次 60ni 

第139次
6/4~7/31 

6nl 

第140次 6rrl 

第141次 20nl 

第142次 7/11~7/12 22ni 

第143次 7/13~7/16 16rri 

第144次 7/18~7/23 34rrl 

第145次 9/10~12/7 357. 5ni 市浦村教育委員会 学術調査 領主館周辺の調査

第146次 6rri 青森県教育委員会 学術調査 町屋地区・湊迎寺周辺の調査

第147次 8rrl 

第148次 11/27~ 12/5 8rri 

第149次 8ni 

第150次 4rri 

2002 第151次 6/3~7/31 SOOrrl 
青森県教育委員会 学術調査 植林寺跡の範囲確認調査
市浦村教育委員会

第152次 6/3~7/6 56rrl 青森県教育委員会 学術調究 町屋地区・湊迎寺周辺の調壺

第153次 18ni 

第154次
7/5~7/15 

30ni 
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2. 調査の方法と経過

調査区に設定については，これまでと同様に十三湊遺跡の第 1次調査（歴博91年度調査）で使用し

た国土座標X=ll0.5,Y=-43.0を原点として，遺跡全体に50mごとの方眼メッシュを組んで，北東

コーナーの座標が地区名となるように大区画を設定している（歴博 1995)。そして，調査時のグリ

ット設定には大区画の50m方眼をさらに10等分した 5mごとの座標を設定している。しかし，今回の

ような畑地一筆分の調査では，東西に細長い調査区であったことから，国土座標に沿ってグリットご

とに杭打ちする作業ができなかった。

そこで，今回は調査区の東端と西端の中央部にそれぞれ任意の基準杭2点を設定した。次に基準杭

の間を 5m間隔で杭を設定し，さらにその間を Imごとにグリットピンを設定した。そして，これら

に直交するように Imごとにグリットピンを設定し，最終的には Imごとの方眼を組むことができた。

なお，最初の基準杭2点は，小学校に設置してある 2点の国土座標をトータルスティションによって

座標移動を行い，国土座標を求めている。後日，作成した図而は整理作業の段階で国土座標に合わせ

た図面に修正変更している。

調査に当たっては，近世～近現代の上面遺構と中世遺構の2つの生活面が確認されたので，分層発

掘を行っている。しかし，上面遺構は，畑地による耕作の影響と小学校の校舎解体と思われる撹乱が

多く，近現代の遺構及び撹乱が多い。そのなかで，近世の遺構はSE04とした井戸 (17世紀後半）が

1基確認されただけである。近世には畑の耕作以外は生活跡としての土地利用がほとんど行われてい

ないことが明らかとなった。なお，包含層出土遺物は平板によって， 40分の 1の縮尺図に地点を記入

し，レベルを記録して取り上げている。

中世遺構面では多数の遺構が重複して検出された。また，遺構に伴って遺物も多量に出土している。

また，角礫を廃棄した集石土坑も多く検出されている。そこで，遺構の実測作業は， 10分の 1の縮尺

図を利用して，できるかぎり詳細な角礫の記録や遺構内の遺物出士状況を記録している。なお，今回

の調査区では，基本層位である第W層の黒色腐植土層が残っている箇所が少なく，その多くは地山砂

（第V層）が露出してしまっていた。そのため遺構面は粘質性の全くない砂層が基盤となっているた

め，遺構の風化を避けるため，柱穴や一部の土坑などは検出で留めたものが多かった。

なお，写真による記録は， 35mmリバーサルフィルムで撮影している。また，調査終了後の全景写真

はフォトバルーンによる空中撮影を行っている。
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゜
100m 

冒 雷醤言閾悶調査 (1992~1993年）

第7次.8次調査
市浦村教育委員会 (1994年）

1111言::.育委員会 (1995年）
第18次 ・76次調査
市浦村教育委員会 (1996・1997年）

（縮尺1/2000)

第86次 ・87次調査
市浦村教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室
青森県教育委員会 (1998年）

終開靡悶委員会 (1998年）

ベニベ~ 第89次調査
：：：：：：：：：：：：：：：市浦村教育委員会 (1999年）

冒冒冒 開靡悶委員会 (1999年）

翠碍召l雪古学研究室 (1997年）麗譴戸霜？委員会 (2000年）
~ 第145次調査
~ 令".:"'.市浦村教育委員会 (2001年）

第3図 旧十三小学校周辺の調査位置図
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調査日誌
10月16日（火） S X02の検出・実測・遺物の取

り上げ作業。 S K08~ S Kl6の

9月108(月） 調査区と周辺の草刈り作業を行 実測作業。

う。 10月17日（木） S K36・37の集石土坑の検出・

9月14日（金） 発掘器材の搬入。人力による調 実測作業。

査区の表土剥ぎを開始する。平 10月18日（金） S K22集石土坑 ・SE09遺物一

板による遺物取り上げを併行し 括遺物の検出・実測作業。

て行う。（縮尺40分の 1で遺物 10月22日（月） S I 02の検出・実測作業。

ドット図を作成。） 10月23日（火） S E03の検出・実測作業。

9月28日（金） 表士剥ぎの終了後，調査区の競 10月26日（金） S K54の検出・実測作業。

立て作業を行う。基本杭からの 11月5日（月） 本調査区西側の個別図作成を行

レベル移動及び調査区の杭打ち う。西側拡張区の中世遺構面の

作業を行う。 検出作業。

10月1日（月） 表土剥ぎ後，上面遺構の検出を 11月9日（金） SK47・48・SE07の検出・段

行う。 下げ開始。

10月3日（水） 調査区東半分の上面遺構の検出 11月15日（木） 調査区西側の土坑の半裁及びセ

が終了。小学校解体に伴う撹乱 クション図作成。

や畑地による耕作痕が多数検出 11月21日（水） S K 13・84・110・111の検出・

される。 実測作業。

10月4日（木） S I 01竪穴遺構の完掘。調査区 11月29日（木） S AOIの完掘・実測作業。

西半分の上面遺構の検出作業を 12月3日（月） 調査区の東・西・北壁のセクシ

開始。 ョン図作成。

10月9日（火） 上面遺構の実測・レベリング・ 12月4日（火） 調査区の全景写其撮影。発掘器

遺物取り上げ作業を行う。調査 材の跡片付け。

区東端から，中世遺構面の検出 12月5日（水） 気球（バルーン）による調査区

作業を開始する。 の全景写真撮影。平面図の修正

10月11日（木） 中世遺構の検出（東端から約30 作業。

mまで）及び遺構の段下げを行 12月6日（木） 山砂による遺構の埋め戻し作

う。 業。

10月12日（金） S K07"-'16までの写真撮影・実 12月7日（金） 重機による埋め戻し作業。発掘

測作業の開始。 調査の終了。
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十三湊遺跡発掘調査の組織（平成15年3月現在）

【市浦村遺跡整備検討委員会】

委員長村越潔青森大学教授（考古学）

委員佐藤仁浪岡町史編纂委員長・市浦村文化財審議委員長（歴史学）

高島成侑八戸工業大学教授（建築史学）

前川要中央大学教授（考古学）

三浦圭介青森県教育庁文化財保護課（考古学）

千E8嘉博 国立歴史民俗博物館助教授（考古学）

事務局 【市浦村教育委員会】

木村義光教育長

古川徹教育次長（安藤の里振興室長を兼務）

近藤昌浩安藤の里振興室主任主査

白川隆治安藤の里振興室嘱託

調査員榊原滋高安藤の里振興室学芸員

長利豪美安藤の里振興室調育補助員

調査作業員 佐藤美矢子・伊藤美枝子・山田瑞穂・葛西節子・成田ヨシエ・今由里子ほか
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3. 基本層序（第4図）

十三湊遺跡は西側の日本海と接し，さらに東側には広大な十三湖が展開している。そのため，風雪

を遮るものがなく，年中，季節風の影轡を受けやすい土地柄となっている。また，遺跡は岩木川の河

口にできた砂洲上に位置しているため，遺跡の基盤は細粒砂から砂礫まで含む地質となっている。

また，一部に微高地も認められるが，おおむね平坦な地形である。今回の調査区は現況が畑地とな

っている。標高2.5mほどの平坦地にある。畑地では一筆ごとに畦や柵塀を設けて，畑地の砂（耕作

上）が飛ばないような対策が講じられている。しかし，一筆ごとの畑地は，風雪の影轡によって，そ

れぞれ中央部が凹んだ地形を呈している。また，耕作等の影轡によって，削平が繰り返され，安定し

た堆積層が確認できない状況にある。

今回の調査では，本調査区の北壁・東壁・西壁の3ヶ所において土層の堆積状況を確認している。

ここでは，十三湊遺跡の基本層序に対応させながら，各層序の概要を示しておきたい。

第I層：現代の生活面を含む畑地の耕作土である。ここでは I層を大きく 3層 (a"'-'C層）に細分し

た。 I a層は灰黄褐色， I b・I c層は褐灰色で，それぞれ保水性・締まりもなく，細～中

粒砂である。ちなみに上面遺構としたSI 01竪穴遺構は I層上面から掘り込まれており，近

現代に掘り込まれた新しい竪穴遺構であることが分かる。

第II層：黒色の腐植土層であり，近世の生活面と考えられる。植物が一定期間繁茂していたことが窺

える。本調査区の東端部にわずかに認められるに過ぎない。土層断面図では北壁の東端部と

東壁に確認されているだけで，しかも約15cmほどの堆積しか認められない。本調査区の中央

から西側にかけては，堆積土の削平によって，全く第II層の堆積層が認められなかった。

第rn層：中世の生活面を含む黒褐色の砂質土層である。第III層の上面において，中世遺構が掘り込ま
れていることが，これまでの調査によって明らかとなっている。しかし，第III層上面での遺

構検出が難しく，続く第w層及び第V層の地山面で遺構確認を行っているのが現状である。

なお，中世の遺構埋土には第III層の黒褐色の砂質土が混入している。また，第rn層は削平に
よって，面的な広がりは薄い。

第IV層：黒色の腐植士層である。第IV層は調査区の東端部によく認められ，約40cmの堆積が認められ

た。しかし，第IV層は，調査区の中央から西側にかけて，削平による影聾で面的な広がりは

薄かった。

第V層：にぶい黄褐色の砂層である。細～中粒砂である。無遺物層の地山層である。
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第4図 第145次調査 中世遺構平面図
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4. 調査の成果

a 検出遺構と遺物

本調査区は東西45.5mX南北7.0m,面積318.5rrlの畑地一筆分である。そして，調査期間の後半に

は，さらに西側に東西6.0mx南北6.5m,面積39rrlを拡張した（以下，「西側拡張区」とする）。合計

面積357.5rrlである。調査の結果，近世～近現代に相当する上面遺構と，その下層から検出された中

世遺構に大別することができる。ここでは，中世遺構，上面遺構の順に述べる。なお，出土銭貨につ

いては，実物大で掲載したため，図版の関係上，末尾にまとめて掲載することとした。

≪中世遺構≫

中世遺構には柵塀跡，溝跡，土坑，炉跡，竪穴遺構，井戸跡など多数の遺構が重複して検出され，

活発な生活跡の様子が窺える。その他，掘立柱建物を構成する多数の柱穴を検出しているが，調査面

積が狭<.今回の調査では掘立柱建物の構造等の把握はできなかった。

ここでは本調査区から検出された井戸，竪穴遺構，土坑，炉跡及び西側拡張区の遺構と遺物，その

他の遺構出土遺物の順に記述を進めていく。なお，図版の掲載上，止む得ず遺構の記述が前後する場

合があるので，事前にお断りしておきたい。また，多数の鉄製品が出土しているが，保存処理も間に

合わず，実測図が掲載できたものは少ない。

井戸

中世の井戸跡は全部で7基確認されている。なお，これまで十三湊遺跡で検出された井戸跡は，す

べて木組み井戸である。砂洲という立地環境によって，井戸の形態が規制されている。これまでの調

査では，素掘り井戸や石組み井戸は全くなく，近世に至っても木組み井戸しか確認していない。

S E03井戸（第5,...._,g図）

〔位置〕本調査区東側の南壁寄り， X76.30,......,76. 36, Y 18. 34,......, 18. 40グリットに位置する。

〔形態・規模〕掘り方は直径195cmの円形で，深さ約150cmを測る。底面は平坦で，一辺95cmの方形を

呈する。底面から木枠痕は見られなかったが，直径40cmほどの曲物痕が確認された。その曲

物内からは拳大の円礫l点と人頭大の角礫l点のほかに瓦質土器の風炉3点，高麗青磁碗I

点が共伴しており，廃絶時の年代決定に重要な資料となろう（第6図）。また，底面から湧

水は見られなかった。

〔堆積土〕土層観察によって，上層では井戸廃棄時に井桁部分を大きく抜き取ったと思われる痕跡

（あ～お層）を確認した。そのほか，下層には抜き取られることなく，残存した井戸枠内の

埋土 (1,......,3層）や井戸構築時の井戸枠に裏込めされた掘り方埋土 (a,...._,g層）を確認する

ことができた。上層には拳大～人頭大の角礫が多数の遺物とともに出土している（第5図）。

井戸の廃棄に際して，最終的に礫で蓋をするといった祭祀的な行為を行ったものと思われる。

〔新1日関係〕 S K26・SP 192より古く， S P 205・S P 206よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは青磁碗3点，白磁の碗l点・皿l点，高麗青磁碗l点，瀬戸の天H碗2点・
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卸皿2点・皿類 l点・棚鉢型小鉢 l点，筒形香炉 l点，珠洲の壷甕3点・棚鉢3点，査器系

壷l点，瓦質土器の風炉3点，石製品の砥石3点・凹み石 l点，鉄釘40点，鉄滓 l点，土錘

l点，銅銭12点，メノウ石3点，骨片（一部，獣骨と思われる。）が出土している。なお，図

中には主な遺物の出土状況のみ記した。

S K26土坑（第6・7図）

〔位置〕本調査区の東側，南懐に接する。 X76.30,....,76. 34, Y 18. 32,...., 18. 38グリットに位趾する。

〔形態・規模〕平面形は楕円形を呈するものと推されるが，遺構の半分が南壁にかかっているので，

明らかではない。東西の長さ110cmを測る。なお，遺構内は未調査である。

〔堆積士〕小指大～拳大の角礫が多数出士している。

〔新1日関係〕 S E03よりも新しい。

〔出土遺物〕角礫中からは珠洲の壷甕 l点，鉄釘 l点が出土している。
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S印3層位
出土 土土 • 考
あ !OYRY凜褐色 砂質土井戸枠抜き取り穴炭化物（小～中）少量，上

面に拳大の角礫多量に混入
い !OYR5/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
’う !OYR7Dにぶい賞橙色 砂 炭化物（小～大）少量涅入
え !OYRS/31こぶい黄褐色 砂 炭化物（小～中）少量混入
お !OYR刃暗褐色 砂質土 炭化物（小～中） 5%, 粘

口ヽ、 小～

, 1 !OYR~l褐灰色 砂質土井戸枠埋土 炭化物（小）少量混入
2 !OYR的にぶい黄橙色 砂
3 !OYR&l褐灰色 砂質土
'!OYR如暗褐色 砂質土井戸掘り方埋土
b !OYR7DIごぶい黄橙色 砂
c !OYR~ 邁色 砂
d !OYR況にぶい黄褐色砂質土
e !OYR如暗褐色 砂質土
f !OYR的にぶい賞橙色 砂
g !OYRS/2灰 褐

炭化物（小）少量混入

第6図 SE03井戸 遺物出土状況・断面図
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SE03 瓦質土器 風炉 内面ーナデ，外面ースタンプ文，風門あり，漆接ぎ痕あり， 3点接合， （口径43cm) 2535ほか
口 瀬戸 筒型香炉 中ill・N期， （口径11cm) 386 

~ 
瀬戸 揺鉢型小鉢 後1I期，内面ー露胎，鉄釉，一次被熱あり， （口径16cm) 368 
瀬戸 天目碗 後11期，鉄釉 2354 
瀬戸 卸皿 後期，二次被熱あり 1261 
珠洲 播鉢 5 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁—内傾面取りで櫛目波状文，（口径33cm) 374 
珠洲 播鉢 4類，内面ー卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文， （口径30cm) 2512 
珠洲 播鉢 内面―卸目，内外面—ロクロナデ 838 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面ー平行叩き 831 

; 珠洲 壷甕 内面―自然釉，外面―平行叩き 2353 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面ー平行叩き，器壁うすい 2166 
白磁 碗 白磁C群， （口径17cm) 375 
青磁 碗 龍泉窯系D類 369 
青磁 碗 龍泉窯系，内面—印花文？ 2533 
白磁 皿 内面ー印花文？ 1653 
画麗青磁 碗 内面―円隧文？• 黒と白の象嵌，外面―花文？・白象嵌， 4点接合，二次被熱あり 2537ほか

17 SK26 珠洲 壷甕 内面ー当て具痕，外面ー平行叩き 835ほか

第7図 SE03井戸 ・SK26土坑 出土遺物
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遺構 I 種類 器種 備 考 整理No.
SE03 I査器系陶器 壷 信楽，内外面ーナデ， （口径17cm) 387ほか

石製品 くぼみ石 用途不明 2261 
土製品 土錘 縦3.7cm,横3.3cm,径1.3cm 2275 
石製品 砥石 仕上げ砥 2319 
石製品 砥石 仕上げ砥 2277 
石製品 砥石 中砥 2534 

第8図 SE03井戸 出土遺物
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S E07・12井戸（第9"-'14図）

〔位搬〕本調査区中央の南壁に接する。 X76.34"-'76. 42, Y 18. 18グリットに位骰する。

〔形態・規模〕 S E07は南壁に接し，なおかつSE02に壊されているので，平面形は判然としない。

南北の検出長240cm,東西300cmで，恐らく円形を星するものだろう。深さ200cmを測る。底

面には北面に位置する隅柱2ヶと一辺100cmの方形をした井戸枠の痕跡を確認することがで

きた。隅柱の直径は15cmほどである。また，井戸枠の横桟や縦板といった部材は腐朽のため

であろうか残存していない。さらに，南面に位置する隅柱は調査区南壁に遮られて，検出で

きなかった。井戸枠内には直径50cmの曲物が確認されたが，取り上げることができなかった。

また，底面からわずかに湧水が見られた。

さらに，北東側の底面から， S E07と異なる井戸の曲物 (SE 12)の痕跡を確認した。 S

E 12の曲物は直径75cmを測り，底面から人頭大の礫が 1点混入していた。これは SE12が廃

絶した後，新たに SE07が構築されたもので，井戸場として再利用されたものである。

〔堆積土〕 S E07は井戸廃棄時に井桁部分を大きく抜き取った痕跡はなく，井戸枠内の埋土 (l"-'12 

層）が土層断面にまっすぐ立ち上がる様子を確認することができた。さらに，北側には井戸

構築の際に井戸枠に裏込めされた掘り方埋土を確認することができた。なお，掘り方埋土は

調査途中に崩落してしまった。 SE07では小指大～人頭大の角礫が埋土上層に集中して出土

している。特に井戸の廃棄に際しては，井戸枠内を土砂で埋め戻す最終段階に角礫を廃棄し

ていることが，角礫が集中する範囲から推測することができる。遺物は角礫と共に多数出土

しているが，埋土の上位～中位にかけて全体に出土している。

なお， SE 12の土層観察はできなかった。

〔新1日関係〕 S E07はS004・S E02より古く， SE 12より新しい。

〔出土遺物〕井戸跡からの出土遺物は，理論上，井戸枠内と掘り方内で時期差があるわけだが，実際

には明確に分けて取り上げることは難しい。そこで，遺物の地点を記録して取り上げ，後日

図面と比較して検討するのであるが，ここでは取り敢えずまとめて報告しておきたい。 SE

07の埋土中からは，青磁碗2点，瀬戸の平碗6点・四耳壺l点・壷瓶2点・瓶子 l点・盤類

1点，瓦質土器の播鉢3点・火鉢風炉3点，漆膜片2点，珠洲の甕 l点・壷甕3点・播鉢12

点，査器系の壷l点・甕5点・壷甕2点，土錘l点，砥石 l点，鉄製品の釘29点・鍋?1点・

皿 l点・鎚l点，鉄滓3点，銅製品の銭27点・留金具 l点・用途不明3点，メノウ石3点が

出上している。
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第9図 SEO?, SE09, SE10井戸ほか

liJ. 土色 土質 埋土分類 備考

1 10YR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
2 10YR3/l黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
3 10YR5/4にぶい黄褐色 砂質土 炭化物（小）微呈混入
4 10YR4/2灰黄褐色 砂質土 井戸枠埋土 炭化物（小）微量混入
5 10YR5/2灰黄褐色 砂質土
6 10YR4/1褐灰色 砂質土 炭化物（小～大）少量混入
7 10YR6/3にぶい黄橙色 砂
8 10YR7/lにぶい黄橙色 砂
a 10YR7/4にぶい黄橙色 砂
b !OYRJ/31ごぶい黄橙色 砂
C 10YR4(l灰黄褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
d 10YR8/2灰白色 砂 井戸掘り方埋土
e 10YR2/l黒褐色 砂質土 炭化物（小）微呈混入
f 10冨黒褐色 砂質土

g h 1010YRYR46/3/1褐に灰ぶ色い黄橙色
砂質土
砂

SE09層位
No. 士色 士質 埋士分類 備考
あ lOYl迎2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
い 10YR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
う lOYRJfJIごぶい黄橙色 砂質土 炭化物（小）微量混入
え 10YR5/3にぶい黄褐色 砂質土 井戸枠抜き取り穴 炭化物（小～中）微量混入
お 10YR6/4にぶい黄橙色 砂質士 炭化物（小）微量涅入
か 10YR213黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
き lOYRl/3にぶい黄褐色 砂質土 黒褐色シルトまだらに混入
< IOYRJ月にぶい黄橙色 砂 黒褐色シルトまだらに混入
a 10YR5/6黄褐色 砂質土
b 10YR6/4にぶい黄橙色 砂質士
c 10YR8/3浅黄橙色 砂質土 井戸掘り方埋土
d lOYRl/4にぶい黄褐色 砂質土
e IOYR8/3浅黄橙色 砂質土

SXOI層位三 1£馴：〗：大の粘土ブロノク
平面図・ 断面図
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

l 
SE07 青磁 碗 龍泉窯系Bl類，外面ー鏑連弁文 2610 

青磁 碗 龍泉窯系 2265 
瀬戸 盤類 後］・ 11期 843 
瀬戸 平碗 後II・III期，二次被熱あり 2677 
瀬戸 壷瓶 中期，内面—回転指ナチ，一次被熱あり 2687 
瀬戸 平碗 後1I期， 3点接合，一次被熱あり，（口径16cm) 1274ほか

□ 瀬戸 平碗 後II.皿期，一次被熱あり，（口径16cm) 1275 

! 
珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面ー平行叩き 1264 
珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面ー平行叩き 2486 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 840 
珠洲 播鉢 4類，内面哨l目，内外面ロクロナデ，日緑内傾面取りで無文， 2点接合，二次被熱あり，（日径28cm) 2638ほか
珠洲 揺鉢 4類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー内傾面取りで無文 845 
珠洲 播鉢 4 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ，口縁沐］傾面取りで無文 2589 
珠洲 揺鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 2488 

I 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1263 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外而—ロクロナデ 2487 
瓦質土器 播鉢 内面—卸目，外面—ナデ， 2点接合 2491ほか
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外而—ロクロナデ 878 
珠洲 播鉢 内面卸目，胎土酸化軟質で黄橙色 2692 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 2262 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 839 
珠洲 襦鉢 内面卸目が摩滅，外底ー静止糸切り．（底径14.6cm) 2680 

第13図 SEO? 井戸 出土遺物
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SE07 森器系陶器 甕 越前，内面—ナデ，肩部， 2点接合 842ほか

I 
梵器系陶器 甕 越前， 内面ーナデ，外面ー自然釉 844 
盗器系陶器 甕 越前，内面—ナデ，外而—ヘフ記号？ 841 
査器系陶器 壷 信楽，内面—ナデ 1266 
瓦質土器 火鉢 2329 
査器系陶器 壷甕 越前 2681 
荒器系陶器 壷甕 越前，内面—内容物付着 2264 

ロ
査器系陶器 甕 越前，内面—ナデ，外面—自然釉，肩部 2588 
珠洲 甕 越前，外面—ナデ，（底径15cm) 2263 
瓦質土器 風炉 内面—ナデ＋ミガキ，外面クタンプ文 2328 
瓦質土器 風炉 内面ーナデ，外面ースタンプ文，風門あり 2611 
瓦質土器 火鉢 2点接合 2688ほか
石製品 砥石 中砥 2691 
土製品 土錘 縦45cm,横48cm, 径18cm 2612 
銅製品 留金具 長さ9.0cm,幅0.9~1.lcm,厚さ0.1cm,重量0.7g 2679 

pt 18 
鉄製品 鍋？ 片口？，長さ38cm, 幅28cm, 厚さ03cm,重量05g 2591 
鉄製品 皿 保存処理中 2266 
鉄製品 鎚 長さ80cm,幅0.8~1lcm, 厚さ0.4cm,重量1.5g 852 

l TI " 

SE02 肥前磁器 碗皿 近世 302 
珠洲 播鉢 内面—卸目が摩滅，外面—ロクロナデ，（底径13cm) 3579 
瀬戸 浅碗 後m期， （口径10cm) 3576 
瓦質土器 火鉢・風炉 3581 
珠洲 襦鉢 4類，内外面ーナデ， 口縁ー内傾の面取りがあまく無文 3578 

第14図 SE07・02井戸 出土遺物

-29 -



S E09井戸（第9・15,...,_,19図）

〔位搬〕本調査区中央の南壁寄り， X76.38,...,_,76. 44, Y 18. 04,...,_, 18. 10グリットに位罹する。

〔概要〕調査は遺構の平面プランを確認しながら序々に掘り下げていくと，大量の炭化物と共に小指

大～拳大の角礫群や一括廃棄したと思われる遺物群が折り重なって出土した。しかし，遺構

の輪郭がはっきりと捉えられず，角礫や遺物の記録を取りながら，序々に掘り下げていくと，

最終的には地山面でSE09井戸の輪郭を検出することができた。そのため，一括遣物の出土

位骰が井戸の検出面（地山面）から浮いた状態になり，一括遺物と SE09との関係が不分明

になってしまった。しかし，整理作業の検討を通じて，出土遺物の大半がSE09内におさま

ることや， S E09内の遺物と接合関係を持つものがあったので， ここでは出土した一括資料

をSE09出士遺物として扱うこととした。これは遺構内一括資料に比べると資料的な価値は

劣るが，いずれにしても数少ない一括資料として位罹づけることができよう。

〔形態・規模〕底面から一辺60,...,_,70cmの方形を呈する井戸枠（縦板）の痕跡が確認されたので，井戸

跡と判明した。両壁は急に立ち上がり，底面は平坦となる。平面形は南北160cm,東西150cm

の隅丸方形で，地山面からの深さ115cmを測る。多量の角礫や遺物の出土状況から，井戸の

廃棄時に際して，最終的に多量の遺物を含んだ角礫群で蓋をするといった祭祀的な行為を行

ったものと思われる。

〔堆積土〕 12層に分層される。土層観察では井戸枠埋土が垂直に立ち上がることはなく，水平堆積を

見せる。あ～く層は井桁或いは井戸枠を大きく抜き取った跡に埋められた二次堆梢土と考え

られる。 a,...,_,e層はやや斜めに土砂が流れ込んでいる。 a,...,_,e層は，井戸構築の際に井戸枠

の周りを裏込めした埋土と考えられる。あ層は黒褐色の砂質土であるが，他の層位は黄褐色

の砂質土が主体となっている。あ～く層までに炭化物が微量に混入する。

〔新1日関係〕 S XOlよりも古い。

〔出士遺物〕出土遺物の中には，瀬戸瓶子など破片資料が接合して一個体に近い復元資料が得られた。

その他にも同一個体の接合資料が多いことも，一括資料としての価値を高めている。また，

瀬戸製品の中には被熱資料が認められるものがある。 SE09の一括資料には瀬戸の平碗4点・

卸1II11点・瓶子22点・壷瓶11点，珠洲の壷11点・壷甕22点・揺鉢12点，瓦質土器の播鉢6点・

火鉢風炉3点，査器系の壷5点・甕5点・壷甕2点，鉄製品の釘16点・紡錘車l点・楔?1 

点・用途不明2点，鉄滓3点，銅銭3点，鉱滓l点が出土している。

SElO井戸（第9・19図）

〔位搬〕本調査区の中央で南陪に接する。 X76.36"-'76. 40, Y 18. 06,..,_, 18. 12グリットに位屈する。

〔形態・規模〕遺構は南壁に接し， S E02やSK41に壊されている。そのため，平面形は判然としな

いが，東西方向は約140cmで，隅丸の方形を呈すると思われる。深さは100"-'120cmを測る。

遺構検出の段階で，すでに黒褐色埋土を含んだ井戸枠の方形プランが検出された。底面から

北面に位骰する隅柱2ヶを確認した。隅柱の直径は10cmほどである。また，井戸枠の横桟や

縦板といった部材は腐朽のためであろうか残存していない。さらに，南面に位搬する隅柱は，

調査区南壁に遮られて，検出できなかった。
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〔堆積士〕士層観察では井戸枠埋士のラインが垂直に立ち上がり，大きく井戸枠埋士と掘り方埋士に

分類することができる。井戸の廃棄に際して，そのまま井戸枠内に土砂を埋め戻した状況が

確認できる。

〔新1日関係〕 S E02・S K41よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは砥石 l点，用途不明の鉄製品2点，鉄滓6点，銅銭 l点が出土している。

なお，図中には遺物の出土状況を示していない。

S XOl粘土廃棄ブロック（第9図）

〔位置〕本調査区中央の南壁寄り， X76.40-76. 42, Y 18. 04,...__, 18. 06グリットに位置する。

〔形態・規模〕拳大の粘士ブロックがまとまって出士した。粘士ブロックの範囲は南北90cm,東西60cm

の楕円形である。粘土ブロックは約15cmの堆積がある。遺構の性格は不明であるが，炭化物

を多く含む点や鉄滓が粘土ブロックに混入していることから，鍛冶関連の廃棄土坑とも考え

られる。

〔新1日関係〕 S E09よりも新しい。

〔出土遺物〕粘土ブロック中からは瀬戸平碗 l点，銅銭 l点，鉄滓 l点が出土している。

S K41土坑（第9・15図）

〔位置〕本調究区中央で南壁に接する。 X76.35,,.,_,75_ 40, Y 18. 02,,.,_, 18. 08グリットに位置する。

〔形態・規模〕遺構は調壺区南競に接し，なおかつ現代の撹乱によって大きく壊されている。そのた

め，平面形は判明していないが，東西の検出長は180cmである。撹乱によって破壊されてい

るが，遺構の東側では小指大～拳大の赤変した角礫がまとまって検出されている。遺構内の

調査はしていないが，火事場整理のための廃棄土坑であった可能性が高い。

〔新1日関係〕 SE 10よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸の天目碗I点・碗型鉢1点，鉱滓 l点が出土している。なお，図中に

は角礫の出土状況のみ示した。
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

>
SE09 珠洲 壷 IV~V期，内面当て具痕，外面平行叩き， 10点接合十 3点で復元実測，（日径16cm,底径17.4cm・器高453cm) 962ほか
姿器系陶器 甕 越前， 内面ーナデ，外面ー自然釉 994 
梵器系陶器 壷甕 信楽 1453 
梵器系陶器 甕 越前， 3点接合，（口径19cm) 964ほか

口
兌器系陶器 壷 越前， 6点接合 959ほか
珠洲 揺鉢 内面—卸目が摩滅，胎土ー還冗軟質で灰白色 1276 
鉄製品 不明 長さ4.7cm,幅1.3~27cm, 厚さ0.6cm,重量10.7g 1324 
鉄製品 紡錘車 保存処理中 917 
鉄製品 楔？ 長さ79cm,幅0.8~15cm,厚さ0.6cm,重量1.9g 1323 
瓦質土器 風炉 外面—スタンプ文，風門あり. 2点接合．（口径33cm) 1455ほか
瓦質土器 火鉢・風炉 外面—スタンプ文， 2点接合 1318ほか
珠洲 壷 lと同一固体か?, 3点接合，（口径16cm) 997ほか

第18図 SE09井戸 出土遺物
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SE09 瀬戸 瓶子 中 ill·N期，粘土紐輪積み成形，内面—回転指ナデ，外面ー櫛描文•平行沈線， 15点接合，二次被熱あり 920ほか
口 瀬戸 瓶子 中 ill·N期，粘土紐輪積み成形，内面—回転指ナチ， 5点接合，一次被熱あり 963ほか

~ 
瀬戸 瓶子 中］・ 11期， 2点接合，一次被熱あり 1310ほか
瀬戸 壷瓶 中期，内面—回転指ナデ，外面—櫛描文•平行沈線，＿次被熱あり 1312 
瀬戸 壷瓶 中期，内面オ旨ナデ，外面ー櫛描文，二次被熱あり 995 
瀬戸 卸皿 後期，内底ー卸目，外底ー回転糸切り， 2点接合 996ほか
瀬戸 平碗 後 1期，二次被熱あり，（口径16cm) 1314 
瀬戸 平碗 後1I期， （口径16cm) 1278 
瀬戸 平碗 後11期， 2点接合， （口径16cm) 921ほか

□ 珠洲 播鉢 内面—全面に卸目，外面—ロクロナデ 1461 

ij 
珠洲 揺鉢 4類，内面卸目，外面ロクロナデ，口縁内傾面取りで無文， 2点接合+3点で復冗実測，（口径29cm) 1445ほか
珠洲 播鉢 3類，内外面ーロクロナデ，胎土ー還几軟質で灰色， 口縁ー水平面取りで無文， （口径32cm) 1277 
珠洲 揺鉢 内外面—ロクロナデ 3181 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 3228 
珠洲 播鉢 3類．内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 1442 
瓦質土器 播鉢 内外面—ナデ， 口縁ー水平に面取り， 8点接合， （口径326cm) 1302ほか

17 SEIO 石製品 砥石 仕上げ砥 1285 

第19図 SE09・10井戸 出土遺物
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SEll井戸（第20図）

〔位搬〕本調査区西側の中央， X76.48,.....,76. 54, Y 17. 70,....., 17. 74グリットに位附する。

〔形態・規模〕掘り方は長軸175cm,短軸140cmの不整な楕円形を星する。深さは約130cmを測る。完

掘後の底面から円形の曲物と推される痕跡や四隅に柱痕が確認されたので，井戸跡と判断す

ることができた。底面の状況から，井戸枠の規模は90cm四方の方形であり，曲物は直径55cm

を測る木組み井戸であったことが分かる。なお，湧水等は全くなかった。両壁は底辺からほ

ぼ垂直に立ち上がるが，中位ほどで緩やかに播鉢状に大きく開いている。下位の断面形は方

形を示しており，そのまま井戸枠の大きさに対応している。

〔堆梢土〕 20層に分層される。土層観察からは，何らかの理由で廃棄せざるをえなくなった井戸に対

して，地上にある井桁部分を大きく抜き取った後に（再利用するためであろうか），士砂で

覆って埋め戻した様子が窺える。 1 ,...., 15層までは地上部にあった井桁部分を大きく抜き取っ

た痕跡と推される土層である。 a,....,e層は井戸枠埋土と推される。

〔新1日関係〕 S K 64・S D 11・S P 120よりも古い。

〔出土遺物〕遺物等は全くなかった。中世の井戸跡である。

S K64土坑（第20・21図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.48,...,76. 52, Y 17. 74,.._, 17. 78グリットに位慨する。

〔形態・規模〕平面形は長軸115cmで，短軸は SDllに壊されており，残存長110cmを測る不整な隅丸

方形を呈する。深さ20,...,30cmを測る。競はなだらかに立ち上がり，断面形は皿状を呈する。

〔堆積土〕 4層に分層される。堆積土は黒褐色系で保水性のあるシルト質の土層となっている。各層

からは炭化物が多く検出されている。また，拳大の角礫がまばらに19ヶほど確認された。

〔新1日関係〕 S D 11・S P 120・S P 343よりも古く， SEllよりも新しい。

〔出士遺物〕埋士中からは瀬戸の平碗 l点，珠洲甕 l点，鉄製品の釘4点・鎚?1点，銅銭4点が出

土している。なお，図中には角礫の出土状況のみ示している。

S K81土坑（第20・21図）

〔位置〕本調育区西側の南壁寄り， X76.44"-'76. 50, Y 17. 70"-'17. 74グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸180cm,短軸75"-'90cmの不整な楕円形で，深さ約86cmを測る。長軸方向

では，平坦な底面から両壁が緩やかに立ち上がる。断面形は逆台形を見する。一方，短軸方

向の競は大きく扶り込まれており，断面形は袋状をなす。このような形態・規模の特徴から，

土城墓の可能性が考えられる。

〔堆積土〕 5層に分層される。堆積土は黒褐色系で保水性のあるシルト質の土層が主体となっている。

特に底辺の 5層は黒色の保水性・しまりのあるシルトになっている。また，拳大の角礫がま

ばらに10ヶほど確認された。

〔新1日関係〕 S Dllよりも新しい。なお， SP 118との新旧は明らかにできなかった。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸の天目碗l点・盤類 l点，珠洲の摺鉢3点・壺甕4点・壷R種 l点，

瓦質土器の火鉢及び風炉2点，査器系揺鉢l点，鉄釘4点，銅銭l点が出土している。出土

-37 -



遺物は細片が多<. しかも埋士の上層から多く出士する傾向にある。したがって副葬品とし

ての用途を持つ遺物は伴っていない。なお，図中には角礫の出土状況のみ示している。

S E08井戸（第20・21図）

〔位置〕本調有区の西側の南璧寄り， X76.40,.....,76. 44, Y 17. 80,....., 17. 86グリットに位置する。

〔形態・規模〕調査区競によって，約半分が検出されている。掘り方の一辺は205cm,深さ約150cmを

測る。完掘後の底面に方形を見する井戸枠の痕跡が確認された。従って，木組み井戸跡と判

明した。底面の状況から，井戸枠は一辺70cm四方の規模と推される。なお，湧水等は全くな

かった。

〔堆積士〕士層断面図は競の崩落によって作成することができなかったが，崩落前の士層断面写真の

観察によると，井戸枠埋土の堆積がまっすぐに立ち上がる状況や井桁が抜き取られた痕跡を

確認することができる。

〔新1日関係〕なし

〔出土遣物〕埋土中からは瀬戸の天目碗 l 点• 平碗l点・壷瓶 l点，珠洲捕鉢8点，鉄製品の釘2点・

刀子 l点・鍋の弦?I点，銅銭 I点が出土している。中世の井戸跡である。

※ S E06井戸は第22・23図の竪穴遺構の項で記載
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SEll・SDll層位

No. 土 色 土質 埋土分類 備考
1 10YR2/3黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
2 7.5YR3/l黒褐色 砂質土 炭化物（小）微呈混入，しまりソフト
3 10YR4/3にぶい黄褐色 砂
4 10YR5/3にぶい黄褐色 砂
5 lOYRl/4にぶい黄褐色 砂
6 7.5YR3/2恩褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
7 10YR5/3にぶい黄褐色 砂
8 IOYR2!3黒褐色 ややシルト 井戸枠抜き取り穴
9 10YR5/4にぶい黄褐色 砂

SEil 
10 10YR2/3黒褐色 ややシルト
11 10YR2/'2l'l褐色 砂質土
12 10YR2/3黒褐色 砂質土 炭化物（小）微li1混入
13 JOY! 辺り黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）微呈混入

114 5 710.5YRYR4叩/償黒色褐色
砂
ややシルト

a 10YR5/6黄褐色 砂
b 10YR2/3黒褐色 砂質土
c IOYR6/6明黄褐色 砂 井戸枠埋土
d lOYRJ/3陪褐色 砂質土
e 10YR6/41こぶい黄褐色 砂 黒褐色砂粒まだらに混入

SD11 A lOYRJ/3陪褐色 砂質土 炭化物（小）徴呈混入，しまりソフト

゜
2m 

d' 

＠
悶―――― XY
 

十

SK81層位

言 〗宣直
SK64層位

宣 ~~i:: 

（縮尺1/40)

第20図 SE08・11井戸，SK64・81土坑 平面図・ 断面図
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SK64 瀬戸 平碗 後11期，一次被熱あり，（口径16cm) 2068 

二 珠洲 甕 IV~V期，内面—ナ元外面平行たたき 2067 
鉄製品 鎚？ 欠損，長さ9.3cm,幅0.9~2.3cm,厚さ0.9cm,重量6,0g 2816 

>
SK81 査器系陶器 揺鉢 内外面—ナデ 2074 

珠洲 播鉢 3類，内外面ーナデ，内面ー自然釉， 口縁ー水平面取りで無文 2811 
瀬戸 天目碗 後m期，鉄釉 2075ほか
瀬戸 盤類 後］・ 11期 2745 

Ff 
瓦質土器 火鉢・風炉 胎土ー黄橙色 2073 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩きの父差， 2点接合 2071ほか
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 2810 

11 SDll 姿器系陶器 壷 越前， 内面ーナデ 2077 

~ 12 SE08 瀬戸 壷瓶 中期，二次被熱あり 3584 
瀬戸 平碗 後］・ 11期 3583 
鉄製品 鍋の弦？ 長さ17.6cm,幅09~1lcm, 厚さ05cm,重量485g 3590 
珠洲 揺鉢 内面—卸目が摩滅，外面—ロクロナデ 2898 

i 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 3589 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，全体に摩滅 2939 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，全体に摩滅 2897 
珠洲 揺鉢 3 類．内面—ロクロナデ，外面自然釉．口縁ー水平面取りで無文，片口， 2点接合， （口径30cm) 3585ほか
珠洲 播鉢 内外面摩滅胎土還冗軟質で灰色 3587 
珠洲 播鉢 内外面摩滅胎土—還冗軟質で灰色 3588 
珠洲 播鉢 内面—卸目・炭化物付着，外面—ロクロナデ，胎土ー還冗軟質で灰色 3586 
鉄製品 刀子 長さ22.0cm,幅2.3~2.5cm,厚さ0.4cm,重量93.8g 2941 

第21図 SK64・81土坑， S011溝， SE08井戸 出土遺物
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竪穴遺構

中世の竪穴遺構は全部で3基確認されている。検出された竪穴遺構の性格はエ厨跡である可能性が

高い。なお， S I 03の上面には，竪穴遺構の廃絶に伴って SX02及びSX03とした粘土・焼土廃棄ブ

ロックが検出されているので，ここで報告する。

S I 02竪穴遣構（第22,..._,34図）

〔位置〕本調査区東側の中央， X76.34,..._,75_ 44, Y 18. 22,..._, 18. 30グリットに位搬する。

〔概要〕 S I 02の平面プランを検出する途中で，被熱を受けた拳大ほどの角礫や遺物，粘土ブロック

がまとまって出土している（第23図）。これは SI 02の平面プランが明瞭に確認される前段

階であり，厳密には遺構外とすべきであろうが，整理作業による検討によって，出士遺物の

分布がSI 02内に重なっていることやSI 02埋土内の遺物と接合関係を持つものがあると判

明した。

これによって，拳大の角礫や遺物，粘土ブロックは SI 02に伴うものと推定されたが， S 

I 02の平面プランが確認される前段階の遺物を SI 02上層遺物，平面プラン確認後の遺物は

S I 02出土遺物として分けて扱うこととした。

〔形態・規模〕平面形は南北4.3cm, 東西4.o,..._,4_ 3cmのほぼ方形で，深さ約50cmを測る。西側に幅1.2 

m, 長さ1.3mの出入り口と思われる張り出し部分を持つ。

〔堆梢土〕 6層に分層される。 1層は粘土ブロックと炭化物が多量に混入した堆積土である。保水性

もな<, しまりのある硬化面を構成しており，粘土ブロックが3ヶ所に分かれて分布してい

る（第23図）。 2層は褐灰色の砂質土で，炭化物を多量に混入している。やはり，保水性もな

く，やや硬質であった。 I・2層からは中世後期の京都系かわらけ（手づくね皿）やロクロ

かわらけの他に， 12世紀後半代の白磁予縁碗（白磁W類）が共伴している。 3・4・5層は

黒褐色の砂質士で，炭化物も少量含まれる。保水性はあるが，しまりの少ない堆積士である。

6層は褐灰色の砂質土である。やはり保水性はあるが，しまりの少ない堆積土である。

また，底面から焼土面が1箇所確認された（第22図）。 I,.._, 6層は竪穴遺構を構築する際

に，遺物とともに炭化物を含んだ土砂を人為的に埋め戻した埋土と考えられる。 1層の粘土

層が，貼り床面（生活面）であった可能性が高い。なお，底面は地山砂となっており，生活

面としては適さない。そのために湿気を逃がす役目として多量の炭化物を含んだ埋土で埋め

戻し，床面を構築したものと推定される。また，底面で確認された焼土面は，竪穴遺構の構

築に際に内部で焼かれたものと推される。

〔主柱穴〕遺構内の底面からは多数の柱穴や土坑状の平面プラン（破線部分）を確認したが， p I 

,..._,p4が主柱穴（実線部分）と思われる。なお， P3の柱穴から刀子 l点が出土している。

〔新1日関係〕 S K 22・S E 06・S P 92より古<, S Kl09よりも新しい。

〔出土遺物〕先述したように，出土遺物を SI 02の上層遣物と埋土内出土の遺物として分けて取り上

げている。

S I 02上層遺物には，中国褐釉壺 l点，青磁の碗2点・盤 l点，白磁碗2点，青白磁梅瓶

l 点，瀬戸の天H碗16点• 平碗 6 点・縁釉小皿 l 点・卸皿 l 点• 四耳壺 l 点・壷瓶 l 点• 仏
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供11点・不明 l点，珠洲の壷 l点・壷甕2点・壷R種 l点・梱鉢3点，瓦質士器の火鉢風炉

が2点，荒器系の壷 l点・壷甕9点，土師器皿（かわらけ）が11点，鉄製品の小札 l点・釘

48点・用途不明2点，銅製品では飾り金具l点・冑金或いは石突が1点・銭27点，銅滓l点，

メノウ石6点，骨製品の碁石 l点，骨片が出土している。

S I 02埋土内の出土遺物には，中国褐釉壺1点，青磁の碗3点・坪 l点，白磁碗3点，青

白磁梅瓶 l 点，瀬戸の天目碗4 点• 平碗15点・卸llil1 点・小鉢 2 点・折縁深皿 l 点• 仏供 I

点，珠洲の壷甕 l点・播鉢4点，究器系の甕8点・壷甕7点，土師器皿（かわらけ）が10点，

鉄製品の楔 l点・小札 l点・釘62点.7J子3点・棒状製品 l点・用途不明3点，鉄滓5点，

銅製品では飾り金具 l点・銭17点・用途不明 1点，軽石 l点，砥石6点が出土している。

S E06井戸（第22・23・34図）

〔位置〕本調査区東側の北壁寄り， X76.42,......,76. 46, Y 18. 26,......, 18. 32グリットに位置する。

〔形態・規模〕掘り方は長軸175cm,短軸135cmの不整な楕円形で，深さ85cmを測る。底面から湧水は

見られなかった。また，底面から井戸枠材の痕跡を明確に確認することはできなかった。井

戸枠材は腐朽のために残らなかったものと推される。底面は平坦で，一辺go,....,100cmほどの

方形を呈する。

〔堆積土〕堆積土は井戸枠埋土と掘り方埋土に大きく分かれ，全体でIO層に分層される。

井戸廃棄の際に井戸枠内に角礫を含んだ土砂で埋め戻しているため，井戸枠埋土のライン

がまっすぐに立ち上がって見える。また， a,......,c層は大きく穿った穴に井戸枠を添えて，周

りを裏込めした埋土である。

〔新1日関係〕 S I 02・S K 109・S K50よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは青磁碗3点，瀬戸の平碗 l点・折縁小皿l点，珠洲の壷 l点・壷甕2点・

捕鉢l点，鉄製品の釘16点，鎚I点，銅銭3点，斑器系の壷甕 l点，甕 l点，メノウ石 l点

が出土している。なお，図中には角礫の出土状況のみ示している。

S Kl09土坑（第22・23・34図）

〔位置〕本調育区東側の北壁寄り， X76.42-76. 46, Yl8. 24-18. 28グリットに位置する。

〔形態・規模〕 S E06とSI 02に大きく壊されており，全体の平面形は判明しない。現存長は南北

120cm, 東西90cmを測る。深さ10cmほどで浅い。

〔堆積士〕埋士は浅く，遺構の段下げによって，すでに掘り上がってしまった。

〔新1日関係〕 S E06・S I 02よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは白磁皿2点，究器系の壷甕 l点，砥石3点，釘7点，鉄滓l点，銅銭5点，

鉱滓 l点が出土している。
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l'b. 遣構 種類 器種 備 考 整理No.

H-SI02 青磁 碗 内外面線描き連弁文，口縁ー輪花状のケズリ込み，漆つぎ痕あり，（口径15cm) 479 
上層 白磁 碗 628 

i 
瀬戸 天目碗 後11期，鉄釉， （口径13cm) 587 
瀬戸 天目碗 後 1期，鉄釉， （口径13cm) 813 
瀬戸 平碗 後m期，二次被熱あり， （口径16cm) 489 
瀬戸 卸皿 後期，内面—卸目， （底径8.0cm) 531 
瀬戸 仏供 後］・ 11 期，内面—露胎，外底—回転糸切り， 4点接合，二次被熱あり，（日径12cm)・器尚4.0cm・ 底径5.0cm 578ほか
瀬戸 仏供 後 I・II期， （口径12cm) 625 
瀬戸 瓶子 中期，内面—回転指ナデ，外面ー櫛描文•平行沈線 557 

［ 
珠洲 揺鉢 内面卸目，外面—ロクロナデ 630 
珠洲 揺鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 467 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 591 
珠洲 壷甕 内面ーナデ＋当て具痕，外面—平行叩き＋ロクロナデ 582 
珠洲 壷R種 内外面ロクロナデ 574 
瓦質土器 火鉢・風炉 583 
梵器系陶器 甕 内面—ナデ，底部ひずみ， 2点接合 490ほか
土師器 皿 ロクロ成形，内外面—ナデ，（口径9.0cm) 639 

! 
土師器 皿 ロクロ成形，外底回転糸切り，（底径80cm) 534 
土師器 ID! ロクロ成形，外底回転糸切り，（底径9.0cm) 511 
石製品 砥石 中砥 824 
石製品 砥石 仕上げ砥 568 
骨製品 碁石 直径16cm,厚さ03cm, 重量0Jg 659 
鉄製品 小札 欠損．長さ3.3cm,幅2.8~3.0cm,厚さ0.3cm,重量0.6g 575 
鉄製品 不明 欠損，長さ41cm,幅12~3.3cm,厚さ0.5cm,重量18g 642 
銅製品 胄金or石突金物 欠損，長さ4.2cm,幅l.O~l.2cm,厚さ0.1cm,重量0.48g 501 

第31図 S102竪穴遺構（上層） 出土遺物
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l'b. 遣構 種類 器種 備 考 整理No.

H-SI02 白磁 碗 大宰府白磁w類，口縁ー玉縁状，内面—沈線状の段をもつ，一次被熱あり， 6点接合十 1点で復冗実測 537ほか
青磁 坪 龍泉窯系BO類，畳付ー赤褐色， （底径4.0cm) 3061 

i 
青磁 碗 龍泉窯系Bl類，外面ー鏑連弁文 1099 
青磁 碗 断面四角形の尚台，内面ー線描きによる花文？， （底径5.0cm) 1139 
青白磁 梅瓶 2点接合，漆つぎ痕あり 594ほか
中国陶期 壷 内面—ナデ，外面—鉄釉 1102 
瀬戸 平碗 後 1期，付け尚台，（底径5.4cm) 1150 
瀬戸 平碗 後11期，一次被熱あり，（口径16cm) 3062 
瀬戸 平碗 後 1期，一次被熱あり，（口径16cm) 2969 

［ 
瀬戸 平碗 後11期， （口径16cm) 1166 
瀬戸 平碗 後1I期，削り出し輪渦台， 3点接合，（口径16cm)・器尚6.3cm・ 底径5.5cm 1120ほか
瀬戸 平碗 後11期，削り出し輪高台， 2点接合，（口径15.4cm)・器高6.4cm・ 底径5.4cm 608 
瀬戸 平碗 後1I期， 3点接合，二次被熱あり，（口径16cm) 1342ほか
瀬戸 平碗 後11期，二次被熱あり，（口径16cm) 3591 
瀬戸 平碗 後1I期， （口径16cm) 1158 
瀬戸 天目碗 後1I期，鉄釉， 10点接合，二次被熱あり，口径12cm・器高61cm・ 底径40cm 590ほか
瀬戸 天目碗 後11期，鉄釉，（口径12cm) 1097 

! 
瀬戸 天目碗 後］・ 11期，鉄釉， 3点接合 814ほか
瀬戸 仏供 後 I·II 期，内面—露胎，外底—回転糸切り， 11点接合，一次被熱あり，口径12cm ・器両4.3cm· 底径5.4cm 524ほか
瀬戸 小鉢 後］・ 11期， （口径12cm) 1110 
瀬戸 卸皿 後 1期， （口径12cm) 1157 
瀬戸 小鉢 中 ill•N期，（底径50cm) 1108 
瀬戸 折縁中皿 中W期 1164 
荒器系陶器 亜甕 内面—ナデ，外面ー自然釉，頸部 llll 
盗器系陶器 壷 内面ーナデ，外面ー自然釉，肩部 1137 

第32図 S102竪穴遺構 出土遺物
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

l 
S!02 梵器系陶器 甕 内面—ナデ， 4 点接合，（底径21cm) 573ほか

盗器系陶器 壷甕 内而—ナデ， 2点接合，（底径20cm) 2461ほか
査器系陶器 壷甕 内面—ナデ，外面ー自然釉，肩部 3058 
珠洲 播鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文， 2点接合， （口径30cm) 3466ほか
珠洲 揺鉢 3 類，内面—卸目，内外面4コクロナチ・自然釉， 口縁ー無文， 2点接合 3112ほか
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ lll8 

□ 珠洲 揺鉢 3類，内外面4コクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 1162 

! 
珠洲 壷甕 内面ーナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 1153 
土師器 皿 手づくね，内外面ーナデ， 4点接合， （口径15.6cm)・器高3.2cm 815ほか
土師器 皿 手づくね，内外面ーナデ， （口径15cm) 1141 
土師器 皿 ロクロ成形，外底回転糸切り，（口径12.2cm,底径9.0cm)・器高2.6cm 1165 
土師器 皿 ロクロ成形，外底回転糸切り，（底径8.0cm) 1161 
石製品 砥石 仕上げ砥 1343 
石製品 砥石 仕上げ砥 1344 

>
石製品 砥石 中砥，「人・大」「大」の刻銘あり 1167 
銅製品 飾金具 直径1.4cm,厚さO.lcm,重量0.lg 2440 
鉄製品 小札or刀？ 長さ65cm, 幅3.3~35cm, 厚さ0.4cm,重量2.6g 2456 
鉄製品 くさび 長さ9.3cm,幅1.4~3.lcm,厚さ1.1cm,重量6.8g 1334 
鉄製品 刀子 長さ15.5cm,幅11~15cm,厚さ05cm,重量3.6g 3059 
鉄製品 刀子 欠損．長さ10.4cm,幅l.3~2.3cm,厚さ0.5cm,重量2.9g 2439 
鉄製品 指突具？ 長さ13.0cm,幅0.4~12cm,厚さ08cm,重量2.6g lll6 

22 SI02-P3 鉄製品 刀子 長さ16.0cm,幅l.4~1.7cm,厚さ0.3cm,重量4.6g 3412 

第33図 S102竪穴遺構 出土遺物
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

凸 SE06 青磁 碗 龍泉窯系，二次被熱あり 2444 
青磁 碗 龍泉窯系 1169 

□ 瀬戸 平碗 後II.皿期， （口径16cm) 3161 

~ 
瀬戸 折縁小皿 後m期，外面一露胎， 4点接合，一次被熱あり，口径9.0cm・ 器両9.0cm・ 底径4.6cm 3162ほか
荒器系陶器 甕 内面—ナデ 3160 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き，器壁薄い 552 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 1170 
珠洲 擢鉢 内面摩滅 551 
鉄製品 鎚 欠損，長さ92cm,幅14cm,厚さ07cm,重量24g 3103 

舟 SK109 石製品 砥石 中砥 554 
石製品 砥石 仕上げ砥 1180ほか

戸 白磁 皿 白磁D群， （口径10cm) 564 

第34図 SE06井戸 ・SK109土坑遺物出土状況
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S X02粘士・焼士廃棄ブロック（第35・41図）

〔位搬〕本調査区中央の東寄り， X76.40,..,.,76. 44, Y 18. 12,..,_, 18. 18グリットに位骰する。

〔形態・規模〕粘土や焼土或いは炭化物を多量に含んで堅く締まった状態の硬化面が，長軸260cm,

短軸180cmの範囲にわたって検出された。表面はうっすらと黄褐色の土壌が広がっているよ

うに見えた。深さ10,..,_,20cmほどであった。また，埋土中には拳大の角礫もまばらに検出され

た。なお，下層で新たに検出されたSI 03竪穴遺構と重ねて比較してみると，竪穴遺構の4

分の 3が重なっているが，さらに南側へと粘土・焼土廃棄ブロックが伸びていることが分か

る。このように SI 03とSX02の上下の位置関係がずれていることから，別遺構と判断する

ことにした。埋土からは青磁碗の破片3点が折り重なった状態で出土している。また，この

青磁碗がSI 03竪穴遺構出士の青磁碗と接合関係が見られたことから， S X02はSI 03竪穴

遺構の廃絶に伴って，粘土・焼土を含んだ土壌で埋め戻した行為によるものと推測できる。

また，埋土からは骨製品の碁石や先端を加工した骨角器と思われる残欠（中柄か？）が出土

しており，大変珍しい出土品となった。

〔新1日関係〕 S Kl52・S K22よりも古い。

〔出土遺物〕 S X02の埋土中からは大量の遺物が出土している。青磁碗4点，青白磁の梅瓶l点，瓦

質土器の火鉢風炉l点，骨角器（中柄か?) 1点，骨製品の碁石 l点．珠洲の甕 l点・壷甕

2点・播鉢l点，瀬戸の平碗3点・折縁深皿l点・盤類l点・四耳壺l点，土師器皿（かわ

らけ） 2点．査器系の壷l点・甕 l点，砥石3点，鉄製品の釘20点・刀子4点・刺突具?1 

点．銅銭 l点，鉱滓2点が出土している。図中には主な出土遣物のみを示した。

S X03粘土・焼土廃棄ブロック（第36・37図）

〔位置〕本調査区中央の北壁寄りの広い範囲にわたって検出された。範囲はX76.44,.....,76. 52, Y 18. 10 

,..._,18. 16グリットである。

〔概要〕 S X02粘土・焼土廃棄ブロックを除去した後に，新たに粘土や焼土が混入する廃棄ブロック

が幅20,.....,70cmの帯状になって検出された。東西の長さは750cmを測る。また，その中には，

まとまった焼土の範囲が2箇所検出されている。遺構の検出段階では，当初，大型の竪穴遺

構を想定して土層観察用の畦を東西・南北方向に設置し，序々に廃棄ブロックを取り除きな

がら，地山面まで検出していった。なお，出土する遺物はその都度，記録を取りながら調査

を行った。遺物はSX03に囲まれた範囲から多数出上している。最終的には当初，想定して

いた大型の竪穴遺構はなく，東側に一辺350cmの小型の竪穴遺構が 1基 (SI 03)重なって

検出されただけであった。その他，地山面からは SK23やSKl46の土坑の他に，わずかな

柱穴が検出されただけである。また， S I 03竪穴遺構との関係は判明しなかったが， S X03 

はSX02とSI 03の間に挟まれていることを考慮すると， S I 03竪穴遺構に関連する廃棄遺

構として理解することが妥当であろう。

〔堆積土〕 S X03の西側の粘土層が，土層観察用の畦に一部かかっているので，土層観察が可能とな

った。それによると， 3層に分層され，深さが55cmもある。堆積土には小指大の粘土・炭化

物・角礫の混人も多く認められる。ここでは深さ55cmもあったが，その他の粘土層はそれほ
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ど深く堆積していなかった。

〔新1日関係〕 S Kl52・S K22よりも古い。

〔出土遺物〕 S X03は明確に遺構出土遺物として取り上げることができなかったため，粘土・焼土廃

棄ブロックの範囲内から出土した遺物の中で，主なものを図示した（第37図）。

S I 03竪穴遣構（第38・39・42・43図）

〔位置〕本調査区中央の北壁に接する。 X76.40~76. 50, Y 18. 14~ 18. 22グリットに位搬する。

〔形態・規模〕 S X03粘土・焼土廃棄ブロックを取り除いた後に検出された。調査区北壁に接するた

め，全体の平面形は判明していないが，東西350cmを測る。深さは70cmを測る。南側には出

入り口と思われる幅90cm,長さ50cmの張り出し部が検出された。また，底面（地山面）から

は四隅に主柱穴と思われる4つの柱穴が検出された。さらに， 2箇所の焼土ブロックが検出

され，竪穴遺構を構築する際に，火を焚いて何らかの祭祀的な行為を行ったものと考えられ

る。なお，同様な状況がSI 02竪穴遺構の底而でも確認されている。

〔堆稽土〕南北方向の土層断面を見ると， 8層に分層される（第39図）。 1層は黄褐色の粘土層で， S

X02層と対応する可能性もある。保水性もなく炭化物や粘土ブロックが混入して，しまりが

ある堆積土となっている。 2~8層は，黒褐色の砂質土が主体であり，炭化物の混入も多く，

遺物も多量に出土している。さらに，竪穴遺構の底面は地山の砂層となっており，竪穴遺構

の生活面として機能しないことが分かる。恐らくは 2層~3層上面にかけての層位に当時の

床面（生活面）があると思われるが，はっきり確認することができなかった。 3層以下は，

地下を大きく穿って竪穴遺構を構築する際に，貼り床を行うために多量の遺物を含んだ土砂

で埋め戻した人為堆積層と考えられる。つまり， 3層以下の出上遺物は竪穴遺構を構築する

以前に使用されていた遺物群として理解できるが，ここでは，埋土一括遺物として取り上げ

ている。

〔新1日関係〕 S Kl52・S K22よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは青磁碗3点，瀬戸の平碗4点・縁釉小皿l点・折縁小皿l点・豆皿l点，

珠洲の壷 l点・壷甕5点・播鉢5点，査器系の壷2点・甕2点・壷甕 l点，瓦質土器の揺鉢

1点・火鉢風炉 l点，骨角器の中柄の残欠?1点，石製？の玉 l点・硯l点，鉄製品の釘42

点・刀子2点・皿2点（その内 l点は蓋の可能性もあり）・鍋?I点・馬具用の金具l点・用

途不明2点，鉄滓5点，上製品の上錘l点・用途不明 l点，銅製品の銭3点・用途不明 l点，

鉱滓 l点が出士している。

S K23土坑（第36・40・43図）

〔位置〕本調査区中央の北壁に接する。 X76.48,.....,76. 50, Y 18. 12,..,_, 18. 16グリットに位置する。

〔形態・規模〕調査区北競に接するため，全体の平面形は判明しないが，東西135cm,南北45cmを測

る。深さは38cmを測る。 SK23は地山面まで達していない。

〔堆積土〕黒褐色の砂質土が主体で炭化物の混入が認められる。また，拳大の角礫がまばらに混入す

る。
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〔新1日関係〕なし

〔出土遺物〕埋土中からは青磁皿l点，瀬戸の平碗 l点，瓦質土器の火鉢風炉 l点，査器系甕 l点，

鉄滓2点，銅製品の提子2点，銅滓 l点，鉱滓 l点が出土している。

S Kl05土坑（第40・43図）

〔位置〕本調査区の中央， X76.44,......,76. 50, Y 18. 02,......, 18. 06グリットに位個する。

〔形態・規模〕長軸140cm,短軸80,......,100cmの不整な楕円形である。地山面まで掘り込まれておらず，

遺構の完掘がうまくできなかった。そのため，底面下場の線が図化されていない。

〔堆積土〕土層観察では 1,...._, 3層に分層したが， S Kl05の埋土は 1層だけである。埋土には小指大

の粘士や炭化物が多鼠に混入する。

〔新1日関係〕なし。

〔出土遺物〕埋土中からは中国褐釉壷 l点，青磁碗 l点，瀬戸平碗l点，珠洲摺鉢l点，査器系壷l

点，鉄製品の釘2点・用途不明 l点，鉄滓 l点，銅銭2点が出土している。

S Kl46土坑（第40・43図）

〔位置〕本調査区の中央， X76.42,....,76. 46, Y 18. 08,...., 18. 12グリットに位骰する。

〔形態・規模〕東西105cm,南北123cmの楕円形を呈する。深さは72cmを測る。両壁はやや急に立ち上

がる。 SX03の焼土層の下から検出されているが，焼土と SKl46との関連は不明である。

〔堆積土〕 7層に分層される。 2層には，にぶい黄褐色が混じるが，その他の層位は黒褐色の砂質土

が主体となっている。炭化物が微量に混入する。

〔新1日関係〕なし。

〔出土遺物〕埋土中からは青磁碗2点，瀬戸の平碗l点，珠洲の捕鉢l点，石製品の砥石l点・碁石？

1点，鉄釘16点，鉄滓2点，銅銭3点が出士している。

S K54土坑（第40・43図）

〔位置〕本調査区中央の北壁に接する。 X76.50,.,,..,76. 52, Y 18. 02,.,,.., 18. 06グリットに位置する。

〔形態・規模〕調育枢北壁に接するため，全体の平面形は判明しないが，東西80cm,南北50cmを測る。

深さは25cmを測る。径5cm,.,,..,拳大の角礫が多量に混入する。 SK54は地山面まで達していな

し％

〔堆積士〕単層である。黒褐色の砂質士で，多量の角礫と炭化物が混入する。

〔新1日関係〕 S D 14・S P 377・S P 378よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは中国の褐釉壷l点，瀬戸の瓶子 l点，瓦質土器の火鉢風炉 l点，銅製品の

用途不明 l点が出土している。

※ S I 04竪穴遺構は第47図の土坑の項で記載
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SI03ほか層位
NJ. 土 色 土質 備 考
3 10YR4/l褐灰色 砂質土 炭化物（小～大） 5%混入
4 10YR3/l黒褐色 ややシルト 炭化物（小～大）少量，粘土

ブロック（小）混入
5 10YR5/l褐灰色 砂質土 炭化物（小～大）少旦混入

SI03 6 10YR3/2黒褐色 砂質上 炭化物（小～大）少量混入
7 7.5YR2/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）少旦混入
9 10YR3/2黒褐色 砂質上 炭化物（小～中）少量混入
10 10YR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
11 10YR3/4暗褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入

No. 土 色 土質 備 考
12 IOYR4舛褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
13 2.5Y5/3黄褐色 粘土

SI03 14 IOYR4/3にぶい黄褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
15 IOYR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
16 IOYR6/4にぶい黄橙色 砂 炭化物（小）微量混入
ア IOYR5/l褐灰色 砂質土 炭化物（小～大）少旦混入

遺物 イ IOYR4/l褐灰色 砂質土
包含層 ウ IOYR3/l黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
工 IOYR2/l黒色 ややシルト

No. 土 色 土質 備 考
あ IOYR4/3にぶい黄褐色 砂質土 炭化物（小～大）少械，粘土ブロック（小～大） 10%, 拳

粘土層 大の角礫多量に混入
い IOYR4/4褐色 砂質土 炭化物（小～大）少枇，粘土プロック（小～大） 20%, 拳

大の角礫多呈に混入
う IOYR3/1黒褐色 ややシルト 炭化物（小～大）少枇，粘上ブロック（小～大）少量混入

Pl IOYR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微旦混入
P2 IOYR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
P3 IOYR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
P4 IOYR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小）微量，粘土プロック（小～中）少量混入
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第37図 SX03粘土・焼土廃棄プロック周辺の遺物出土状況
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a' --2.4m 

SI03ほか層位
No. 土 色 土質 備 考
I IOYRS/4浅黄橙色 粘土 炭化物（小～大） 5%, 粘土プロック（小～大）混入
2 10YR7/41こぶい黄橙色 砂質土 炭化物（小～大） 5%混入
3 10YR4/1褐灰色 砂質士 炭化物（小～大） 5%混入

SI03 
4 10YR3/l黒褐色 ややシルト 炭化物（小～大）少量，粘士ブロック（小）混入
5 10YR5/l褐灰色 砂質土 炭化物（小～大）少量混入
6 10YR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～大）少量混入
7 7.5YR2/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）少量混入
8 7.5YR2/2黒褐色 砂質土 拳大の礫Xl混入
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b' 
2.3m 

b' 
2.3m 

b' 
―-2.3m 

● 珠洲

〇瀬戸

...瓦質土器

ロ姿器系陶器

＊青磁

●銅製品

回土製品

圃石製品

Rガラス製？の下

◎骨片

＊溶解物

● 鉄製品

C 鉄滓

0 2m 
し.1 1 ........ ..1.., 川"" ,,,,,;;;~ 

（縮尺1/40)

第39図 S103竪穴遺構 土層断面図・遺物垂直分布図
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X=76.44 
--¥-Y=18.04 

a -a' 2.9m 

SK54 
SK54層位

No. 士色
1 10YR3/2黒褐色

二ニロニ~Ji2.5m
麻哀睾ド)I、19氣灼鯰疇

゜
d' 

SK146 

i;;> 

0 2m 

― （縮尺1/40)

SK105層位

~ti黒褐色色
2 10YR3/4暗褐色
3 10YR3/4暗褐色

c
-

SK23 

c' 
2.9m 
SK23層位

二言

士質
砂質土 1炭化物（小）ご量， !m~拳大の礫が

多量に混入

品シ，卜 1 炭化物（小~~) 15: 混入，粘士プ
ロック少量混人

砂質上 粘土ブロック少量混入
砂質士 炭化物（小～中）少量混入

質
土
土
士
土

質
質
質
質

上
砂
砂
砂
砂

備考
炭化物（小～大）微量混入
炭化物（小～大）微量混入
炭化物（小）微量， 3~7cm大の礫混入
炭化物（小～中）微量， 8cm大の礫混入

SK146ほか層位

d' 

ltl. 土 色 土質 備 考
1 10YR3/1黒褐色 砂質上
2 lOYRS/4にぶい黄褐色 砂質士 炭化物（小）微量混入
3 10YR5/2灰黄褐色 砂質土
4 10YR3/1黒褐色 砂質上 炭化物（小～大）少量混入
5 10YR2/2黒褐色 砂質士
6 10YR3/l黒褐色 砂質土 炭化物（小）微景混入
7 10YR2/1黒色 砂質上 炭化物（小）少量混入

ア 10YR6/4にぶい黄橙色 粘士

第40図 SK23・54・105・146土坑平面図・断面図
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（縮尺1/3)

No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

＇ ' 0 ' ' s 

SX02 青磁 碗 龍泉窯系D1類，端反無文，内底ー印花文， 7点接合，口径16cm・ 器尚6.8cm・ 底径6.0cm 901ほか
粘土・焼 青白磁 梅瓶 681 
上廃棄プ 青磁 碗 龍泉窯系Bl 類，外面—鏑連弁文 680 
ロック 1 瀬戸 折縁深皿 後 1 期，内面—I\ケ塗り，二次被熱あり，（口径28cm) 905 

瀬戸 平碗 後 1期， （口径16cm) 678 
瀬戸 平碗 後1I期， 3点接合，一次被熱あり，（口径16cm) 904ほか

m n n B M ＇ ， " 

珠洲 甕 内面—ナデ，外面—平行叩き，底部 909 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面ーロクロナデ 910 
珠洲 壷甕 外面—平行叩き 687 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 908 
瓦質土器 火鉢・風炉 内面—ナデ，胎土ー黄橙色 684 
土師器 皿 ロクロ成形 683 
鉄製品 刀子 長さ24.5cm,幅1.8~29cm,厚さ0.6cm,重量)()(lg 675 
鉄製品 刀子 欠損，長さ7.0cm,幅2.0~3.lcm,厚さ1.0cm,璽量25.Sg 912 

，， " n " " n ,'9 s 

鉄製品 刀子 欠損，長さ66cm,幅21~29cm, 厚さ02cm,重量272g 913 
鉄製品 不明 長さ4.2cm,幅l.3~2.4cm,厚さ0.3cm,重量6.6g 893 
鉄製品 刀子 欠損，長さ60cm,幅15~20cm,厚さ05cm, 重量14.0g 911 
鉄製品 指突具？ 長さ13.5cm,幅0.5~0.8cm,厚さ0.8cm,重量36.9g 676 
骨製品 碁石 直径14cm,厚さ03cm, 重量Olg 899 
石製品 砥石 仕上げ砥 685 
石製品 砥石 中砥 898 
石製品 砥石 中砥 686 

第41図 SX02粘土・ 焼土廃棄プロック 遺物出土状況
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（縮尺1/3)

No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

2 3 1 
S!03 青磁 碗 龍泉窯系D1類 1603 

青磁 碗 龍泉窯系，内底ー圏線， （底径5.2cm) 1576 
瀬戸 天目碗 後1I期，鉄釉， 2点接合，一次被熱あり，（口径13cm) 2349ほか

4 瀬戸 縁釉小皿 後 I・II期， （口径12cm) 1601 

" n 0 ？ ， 5 8 

瀬戸 豆皿 後 I・II期，一次被熱あり，（口径7.0cm) 2348 
瀬戸 折縁小皿 後m期， 4点接合， 口径6.0cm・器高1.9cm・ 底径4.3cm 1579ほか
瀬戸 平碗 後 1期， 3点接合，二次被熱あり，（口径16cm) 1602ほか
土製品 土錘 縦4.7CIII,横2.9cm,径0.9cm 2117 
珠洲 壷甕 外面平行叩き＋自然釉 1600 
珠洲 壷甕 外面—平行叩き＋自然釉 1572 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 1573 

12 梵器系陶器 甕 越前，内面—ナデ 2116 

B " ;; " n " " 

瓦質土器 揺鉢 内面—卸目，内外面ーナデ， 口縁ー水平面取りで無文， 2点接合， （口径32cm) 2107ほか
珠洲 播鉢 内面卸目が摩滅，外面一部分的に研磨，外底ー静止糸切り，（底径142cm) 1574 
珠洲 揺鉢 内面—卸目が摩滅，外面—ロクロナデ， 2点接合 2344ほか
珠洲 播鉢 内面卸目 2106 
珠洲 擢鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1575 
珠洲 揺鉢 3類内外面ロクロナデ，口緑水平面取りで無文 2104 
瓦質土器 火鉢・風炉 底部 1581 

第42図 S103竪穴遺構 出土遺物
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10cm 

（縮尺1/3)

No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SI03 鉄製品 皿o哺倍 長さ6.2cm,幅3.0~4.Scm,厚さ0.7cm,重量4.Sg 2338 

' ' 0 ？ ' 5 

鉄製品 皿 直径6.4cm,厚さ0.4cm,重量7.0g 1739 
鉄製品 鍋or皿 長さ5.9cm,幅l.9~4.2cm,厚さ1.0cm,重量3.lg 2341 
鉄製品 馬具の金具？ 長さ9.7cm,幅l.7~5.2cm, 厚さ1.0cm,重量6.lg 2342 
鉄製品 刀子 曲折，長さ5.3cm,幅I.I~!.5cm, 厚さ0.5cm,重量2.9g 2340 
銅製品 不明 3176 
石製品 硯 1598 

" n n ， 8 
SK23 銅製品 提子？ 保存処理中 1633 

青磁 皿 龍泉窯系， 2点接合，（口径16cm) 1629ほか
瀬戸 平碗 後II・ill期，二次被熱あり 1628 
瓦質土器 火鉢・風炉 胎土—黄橙色 1631 
姿器系陶器 甕 越前，内面—ナデ， 3点接合 1630ほか

13 114 5 

SK146 珠洲 揺鉢 3類内外面ロクロナデ，口緑水平面取りで無文，（口径32cm) 3105 
石製品 砥石 2点接合 2990ほか
石製品 碁石？ 2150 

117 16 8 
SK54 瓦質土器 火鉢・風炉 内面—ナデ 1694 

瀬戸 瓶子 後期，一次被熱あり，（底径9.0cm) 1693 
中国陶器 亜- 外面ー鉄釉 1695 

219 0 
SK105 青磁 碗 龍泉窯系Dl類，端反無文，（口径16cm) 2151 

珠洲 播鉢 5類内外面ロクロナデ，口緑内傾面取りで櫛目波状文 2934 

222 1 
SKI06 珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面—平行叩き，器壁薄い 1623 

鉄製品 不明 長さ41cm,幅0.9~2.lcm,厚さ0.7cm,重量14g 2161 
23 SKIOI 瀬戸 袴腰形香炉 後1I期，（底径6.0cm) 2026 

第43図 S103竪穴遺構 ・SK23・54・101・105・106・146土坑 出土遺物
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土坑

中世の土坑は全部で約120基確認されている。土坑としたものには，ゴミ捨て穴，集石土坑，土城

墓など性格の異なる遺構も一括して掲載している。ちなみに十三湊遺跡の土城墓については，刀子を

伴う事例があるくらいで副葬品もほとんどなく，人骨もほとんど残らない状況にある。そのため，土

堀墓として認定することはほとんど不可能に近い。また，すべての土坑の内部を調査したわけではな

く，一部，遣構検出で留めたものも多いので，柱穴と判別できないものも含まれている。そのため土

坑の数量が若干変動することも当然ありえる。そのため，欠番となった土坑もある。

また，今回の調査区において，被熱を受けた角礫を一括廃棄した集石上坑が多数認められるなど，

大規模な火事場整理を行ったと思われる状況が確認された。

S K07土坑（第44,--...,45図）

〔位置〕本調査区東端の北壁寄り， X76.35,....,75_ 44, Y 18. 45,..,,_, 18. 52グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は SI 01 (上面遺構）に大きく壊されており不明であるが，一辺が260cm以上，

深さ約65cmを測る。恐らく楕円形を呈するものと推される。北側が一段高くテラス状になっ

ているので，異なる遺構の切り合いかもしれない。

〔堆積土〕 10層に分層される。各層は黒（褐）色を主体とするシルトで，上層から中層にかけて拳大

の角礫や遺物の出土も多い。また，炭化物もわずかに含まれている。

〔新1日関係〕 S I 01よりも古く， S Kl8・S Kl9・S P264,....,267よりも新しい。

〔出土遣物〕埋土中からは青磁の碗6点・皿4点，白磁皿2点，瀬戸の天目碗 l点・卸皿l点・縁釉

小皿4 点• 仏花瓶l点・盤類 l点，珠洲の壷甕4点，揺鉢4点，究器系甕2点，鉄製品の釘

9点・締め金具 l点・鎚l点・用途不明2点，銅銭2点，メノウ石 l点，砥石 l点が出上し

ている。なお，図中には角礫の他に主な遺物の出土状況を示した。

S Kl9土坑（第44・45図）

〔位置〕本調査区の東端の北壁寄り， X76.40,.....,76. 42, Y 18. 50,....., 18. 52グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸80cm以上，短軸70cmの楕円形で，深さ約25cmを測る。

〔堆稽土〕 2層に分層される。黒（褐）色の砂質土及びシルトが堆稽する。炭化物も微量に含む。

〔新旧関係〕 S K07よりも古く， S Kl8よりも新しい。

〔出土遺物〕埋上中からは瀬戸の折縁深皿l点，土師器皿（手づくねかわらけ） 1点，珠洲の壷甕 l

点が出士している。
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SK07層位
No. 土 色 土質 備 考
1 10YR2/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）微量混入
2 10YR2/2黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）微量混入

3 10YR2/1黒色 ややシルト 炭化物（小～大）微呈混入

4 10YR2/2黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）微量混入
5 10YR2/2黒褐色 ややシルト 炭化物（小）微量混入
6 10YR2/1黒色 ややシルト 炭化物（小～大）微量混入
7 10YR2/l黒色 ややシルト 炭化物（小）微量混入

8 10YR2/2黒褐色 ややシルト
9 10YR3/l黒褐色 シルト 炭化物（小～大）微量混入
10 10YR3/2黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）微量混入

SK19層位

三2 lOYRツl黒色 土質 備考

砂質土 1炭化物（小）微量混入
ややシルト炭化物（小～中）微量混入

第44図 SK07土坑角礫出土状況
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

2 1 
SK07 青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文，（口径16cm) 2470 

青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文，（口径16cm) 311 

' 3 e ？ ， 3 s 

青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文，（口径16cm) 310・a 
青磁 碗 龍泉窯系D類 2603 
青磁 碗 龍泉窯系D類 2471 
青磁 皿 龍泉窯系，内底—釉剥ぎ，（底径7.0cm) 2468 
白磁 皿 白磁D群， （口径10cm) 2466 
青磁 皿 龍泉窯系D2類，端反無文，（口径13cm) 312 
青磁 皿 龍泉窯系D2類，端反無文，（口径13cm) 2469 

m H H n " '5 rn n 

瀬戸 天目碗 後m期，内反り高台，鉄釉， （口径12.4cm・器高7.1cm・ 底径4.6cm) 2539 
瀬戸 盤類 後 1 期，内面—/\ケ塗り 2749 
瀬戸 仏花瓶 中 I・II期，鉄釉，一次被熱あり 2750 
瀬戸 卸皿 後期，（底径7.0cm) 2602 
瀬戸 縁釉小皿 後m期，内面—露胎， （口径11cm) 2465 
瀬戸 縁釉小皿 後IV期（古），内面—露胎， 口径9.8cm・器曲2.6cm・(底径4.0cm) 318 
鉄製品 締金具 直径33cm, 厚さ04cm,重量06g 2608 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 316 

，， " ね" " " ''" " 

珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 2540 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 314 
珠洲 播鉢 1類，内外面ロクロナデ，口緑外傾面取り，無文，器壁薄い 317 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，胎土—還冗軟質で灰色 2600 
珠洲 播鉢 4類， 口縁ー内傾面取りで無文 2463 
珠洲 擢鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 2464 
姿器系陶器 甕 越前，内面—ナデ 2598 
石製品 砥石 荒砥 3106 

第46図 SK07土坑 出土遺物
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S KOS士坑（第47,--.,50・52,--.,54図）

〔位搬〕本調査区東側の北壁寄り， X76.38,--.,76. 44, Y 18. 38,..__, 18. 46グリットに位罹する。

〔形態・規模〕平面形は長軸245cm,短軸210,--.,220cmの不整な楕円形で，深さ約85cmを測る。北・西・

東側には20,--.,30cm輻でテラス状の平坦面を持つ。また，両壁は緩やかに立ち上がり，底面は

平坦となる。断面形は逆台形を呈する。遺構の確認面で，小指大～拳大の角礫がぎっしり詰

まった状態で検出された。また，角礫群の中には褐色や黄橙色をした拳大～人頭大の粘土ブ

ロックや遺物が多数混入していた。角礫には被熱したものが含まれている。一括投棄した廃

棄土坑と考えられる。

〔堆梢土〕上述したように，上層は角礫及び遺物包含層となっている。角礫に含まれる埋土は黒褐色

のシルトが主体となっている。上層～中位層にかけては，角礫にともなって多数の遺物が出

土しているが，下層では遺物の出土が比較的少ない。また，各層には炭化物の混入も認めら

れる。

〔新1日関係〕 S I 04・S Kl25よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは多数の遺物が出土している。青磁碗9点・花瓶2点，白磁碗l点，瀬戸の

花瓶 l 点・壷瓶 l 点・盤類 3 点・不明 2 点• 平碗3点，珠洲の壷2点・甕2点・壷甕16点・

壷R種3点・揺鉢21点，査器系の壷2点・甕 1点，瓦質土器の火鉢l点，鉄製品の釘30点・

火箸?I点・用途不明4点，銅製品の銭4点・目釘l点・六器碗l点，砥石 l点，漆膜片が

出土している。

S I 04 (第47・54図）

〔位置〕本調査区東側の北壁と接する。 X76.40,.._.,76. 46, Y 18. 35,.._., 18. 46グリットに位置する。

〔形態・規模〕遺構は北壁と接しており，また， S K08に大きく壊されて判然としなかったが，調査

区北壁の士層観察によって，竪穴遺構である可能性が高いことが判明した。東西の長さが

400cm, 深さ40,.._.,60cmを測る。また，主柱穴と思われる柱穴 (Pl・P2)を検出した。

〔堆積土〕調査区北壁の土層観察によって， 3層に分層される。ア・イ層は黒褐色の砂質土で，炭化

物を微量に含んでいる。また，イ層から炭化米が少量出土している。ウ層は黒色の炭層で，

炭化米を多鼠に含んでいる。

〔新旧関係〕 S K08より古い。底面より SK 125・S K 126等を検出したが，新旧関係は判明しなかっ

た。

〔出士遺物〕埋士中からは青磁の碗3点・花瓶l点，珠洲の甕 l点・壷甕2点・捕鉢3点，瓦質士器

の火鉢風炉l点，鉄釘3点，銅銭2点が出土している。

SK 125・126土坑（第51・54図）

〔位置〕本調査区東側の北競と接する。 X76.40,.....,76. 46, Y 18. 38,....., 18. 44グリットに位置する。

〔形態・規模〕 SK 125・126は共に SI 04の底面から検出された。さらに SKl25はSK08に大きく

壊されている。 SKl25の平面形は長軸105cm,短軸93cmの楕円形で，深さ20cmを測る。拳大

の角礫が南側で6点ほどまとまって出土した。また， S Kl26は北壁と接しているため，平
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．． ， 旦2.2m
〈※ドットは角礫の位置〉

SK08層位
ぬ ＋伍 + .. 個去
I IOYR祖褐色 砂質土 炭化物（小～中）

少量混入
2 7.5YRぬ展褐色 ややシルト 炭化物（小～大）

微粘量土，プ拳ロ大ッ礫ク混多入量，

3 !OYR4/3にぶい貸褐色 砂 炭化物（小）微量
混入

4 10YR4fl灰黄褐色 砂質土 炭化物（小）微量
混入

5 !OYR祖褐色 ややシルト 炭化物（小）微量
混入

6 10YR4/墳色 砂 炭化物（小）微鼠
混入

第47図 SK08土坑角礫出土状況
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面形は判然としないが，東西で60cmを測る。さらに， S Kl26の中心には炭化米を多量に含

む炭化物の範囲 (30"-'60cm)が検出された。なお，遺構内の調査はしていない。

〔堆積土〕 S Kl25は2層に分層される。にぶい黄褐色や賠褐色の砂質土となる。炭化物も微量に混

入している。

〔新旧関係〕 S Kl25はSK08よりも古い。また， SKl25とSI 04の新I日関係は不明である。 SKl26 

は土層観察により， S I 04よりも古いことが判明した。

〔出土遺物〕 S Kl25から遺物は出上していない。

S Kl26では青磁碗2点が出土している。
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第48図 SK08土坑遺物出土状況1
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SK08 青磁 碗 龍泉窯系D2類， 口縁ー玉縁状， 口径 (16cm) 1651 
2 青磁 碗 龍泉窯系Dl類， 口径 (15cm) 1082 

、' " ' ？ s 
青磁 碗 龍泉窯系Dl 類，内底面—沈線，外面—ヘフケズリ明瞭 712 
青磁 碗 龍泉窯系，釉薬が灰色で焼成不良， 2点接合 717ほか
青磁 碗 龍泉窯系，内面—スタンプ文？ 715 
青磁 碗 龍泉窯系，二次被熱あり 1075 
青磁 碗 龍泉窯系，胎土ー褐色 1090 
青磁 花瓶 龍泉窯系， 2点接合 713ほか

m H H n " " " ， 

白磁 碗 白磁c群， 口径 (16cm) 2363 
瀬戸 平碗 中ill・N期， 口径 (16cm) 1071 
瀬戸 平碗 後II・ill期， 2点接合 1478ほか
瀬戸 花瓶 中期，二次被熱あり 2006 
瀬戸 平碗 時期不明，削り出し高台，底径 (5.0cm) 2362 
姿器系陶器 壷 信楽 1072 
姿器系陶器 甕 越前，受け口状口縁 2361 
姿器系陶器 壷 信楽 1646 

17 瓦質土器 火鉢 外面—スタンプ文・灰黄褐色で焼成不良 1089 

,0 " " n " ''" " 

石製品 砥石 中砥 1073 
珠洲 壷R種 内外面ーロクロナデ・鉄分付着 1085 
珠洲 壷 N~V期，内外面ナデ，口径 (15cm) 2000 
珠洲 壷R種 内外面ロクロナデ，底部ー静止糸切り， 2点接合，底径 (92cm) 721ほか
鉄製品 火箸？ 欠損，長さ16.5cm,幅0.6~0.9cm,厚さ0.6cm,重量1.9g 2242 
銅製品 目釘 重量27g 2365 
銅製品 六器碗 両台の部分，底径 (2.3cm), 重量0.25g 1647 

第52図 SK08土坑 出土遺物
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

2 4 3 1 

SKOS 珠洲 甕 内面—ナデ，外面—平行叩きの父差， 4 点接合 806ほか
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き，器壁薄い 1079 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き，器壁薄い 1474 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き，胎土—還冗軟質焼成で灰色 2523 

m H H 6 ， j ？ s 

珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面—平行叩き 2001 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1077 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面ーロクロナデ，胎土ー還冗軟質焼成で灰色 1074 
珠洲 揺鉢 4類，内外面ロクロナデ，口緑内傾面取りで無文 2237 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1080 
珠洲 擢鉢 4類， 口縁内傾面取りで無文，酸化焔焼成，胎土ー軟質で灰色， 口径 (31cm) 2360 
珠洲 揺鉢 5 類，内面—全面に卸且口縁ー水平面取りで櫛目波状文， 3点接合，口径 (36cm) 1091ほか
珠洲 擢鉢 5類，口縁内傾面取りで櫛H波状文， 2点接合，口径 (38cm) 1083ほか

第53図 SK08土坑 出土遺物

-79 -



SK08 .. ご~．
→ -ヽ
女 <r-・ S104 

-・-・、., • •':;、·,

＼／ ／
／
 
／
 

¥
）
 

／
 

-し'-マ

ぐ¥ 

8
 

6
 ，

 10 
13 ／ 

・,/11 
16 

し'... , 
＼ 

、.._企

5
 

／／ '', .... 

/>
-＼ 

こ

／
 

＂ 

4
 
ー

¥

i

,

i

 

｀
 

A
ー
＼
~
．

i
~

2
¥＼
 12 

,, 

I, 
戸115 

17 

~'-1 

--―--

し 18

SK126 

／ 

ッ・/19 

—-- -―--, ―---ー一 つ
• !> 
'. 

J'!  20 

゜
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（縮尺1/3)

No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

2 4 3 1 

SK08 珠洲 揺鉢 5類内外面ロクロナデ，片口あり，口緑内傾面取り・櫛目波状文， 4点接合 2239 
珠洲 揺鉢 5類内外面ロクロナデ，片口あり，口緑内傾面取り・櫛目波状文 1475 
珠洲 揺鉢 5 類，内外面—ロクロナデ，口縁ー内傾面取り・櫛目波状文 2002 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面ーロクロナデ・指突痕あり 2236 

6 7 5 
珠洲 揺鉢 内面全面に卸目・炭化物付着，外面4コクロナデ．底部—静止糸切り， 2点接合，底径 (15cm) 1069ほか
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面ロクロナデ， 2点接合 719ほか
珠洲 播鉢 内面使用により摩滅．外面—ロクロナデ 2525 

m H H ， s 
S104 青磁 花瓶 内面ーロクロナデ，胎土—赤褐色 734 

青磁 碗 龍泉窯系Dl類か，内底付近に沈線 735 
青磁 碗 龍泉窯系，二次被熱あり 738 
青磁 碗 竜泉窯系B1類鏑連弁文 2529 
瓦質土器 火鉢・風炉 内面ーナデ，外面—焼成不良で黄褐色 739 

n " " " n rn 

珠洲 甕 w期 2527 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 743 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き， 2点接合 2530ほか
珠洲 揺鉢 内面—全面に卸目・炭化物付着，外面ーロクロナデ 2528 
珠洲 播鉢 内面—使用により摩滅，外面—ロクロナデ 830 
珠洲 擢鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ・指突痕あり 736 

219 0 
SK126 青磁 碗 龍泉窯系Dl類，端反無文，口径 (16cm) 3002 

青磁 碗 内面印花文？，外面ー連弁風の縦の線刻， 口縁ー輪花状，龍泉窯系， 口径 (16cm) 3003 

第54図 SK08, SK126土坑 ・S104竪穴遺構 出土遺物
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S K 14,..,_, 16・30・32士坑（第55・56図）

〔位搬〕本調査区の東南隅， X76.28,....,76. 34, Y 18. 44,..,_, 18. 52グリットに位樹する。

〔形態・規模〕 S Kl4の平面形は直径80cmのやや不整な円形で，深さ約15cmを測る。 SKl5は南壁に

かかっており，全体の形状は不明であるが，長軸55cmを測る。深さは約25cmである。

S Kl6は長軸90cm,短軸80cmのやや不整な円形で，深さ約15cmを測る。 SK30は東・南競

にかかっており，やはり全体の平面形は不明であるが，現存の長軸110cm,短軸60cmで楕円

形を呈すると思われる。深さは約60cmを測る。 SK32は長軸68cm,短軸56cmの不整な円形で，

深さ約30cmを測る。 SKl4,....,16・S K32は，規模も小さくて浅い掘り込みとなっているが，

S K30は形態・規模等から土堀墓の可能性も考えられる。

〔堆積士〕各遺構の堆積士には黒（褐）色のシルトが主体に混入する。

〔新旧関係〕 S K30はSKl5より古<, S P274よりも新しい。 SKl4はSP42より古く， S P47よ

りも新しい。 S Kl6はSP257よりも古<, S P 275・S P 276よりも新しい。 S K32はSK

158よりも新しい。

〔出土遺物〕 S Kl4からは青磁碗l点，珠洲壷R種 l点，鉄釘2点が出土している。 SKl5からは瀬

戸の平碗 l点が出土している。 SKl6からは瀬戸の平碗2点・盤類 l点・壷瓶l点，珠洲の

壷甕2点・壷R種 l点・播鉢l点，鉄製品の釘3点・刀子?1点が出土している。 SK30か

らは白磁碗l点，瀬戸の平碗3点・筒形香炉 l点，珠洲の壷甕2点・壷l点・播鉢3点，査

器系の壷2点・壷甕 l点，鉄釘l点，鉄滓 l点が出土している。 SK32からは珠洲捕鉢l点

が出土している。なお，遺物の出土状況は図示していない。

S EOl井戸（第55・56図）

〔位置〕本調査区東側の南壁に接する。 X76.28,....,76. 32, Y 18. 40,...., 18. 44グリットに位置する。

〔形態・規模〕南璧にかかっているため，遺構の半分しか検出できていない。掘り方は一辺130cmほ

どで，恐らく不整な円形を呈するものであろう。井戸の底面までは調査することができず，

深さ80cmの所で作業を終了した。井戸枠は腐朽のため残りが悪いが，直径45cmほどの桶が用

いられていたものと考えられる。

〔堆積土〕 4層に分層される。掘り込み面は 1層直下の層から掘り込まれており，埋土はやわらかく，

近現代に相当する新しい時期の井戸跡と考えられる。 1層は桶内の埋土がまっすぐに立ち上

がっており，廃棄の際に桶内に上砂を埋め戻したことがうかがえる。黒褐色の砂質上が堆積

する。 2,-...,4層は井戸構築の際の掘り方埋士であり， 2層は，にぶい黄橙色の砂層が堆積す

る一方， 3・4層は黒褐色のシルトが堆積する。

〔新1日関係〕 SP80・SP81・SP88・SD18よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲梱鉢 l点が出土しているが，これは混入したものであろう。

S K38土坑（第55図）

〔位置〕本調査区東側の南壁寄り， X76.30,.....,76. 34, Y 18. 42,..._, 18. 44グリットに位骰する。

〔形態・規模〕平面形は長軸80cm,短軸60cmの楕円形で，深さ約20cmを測る。
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SEOl層位

言塁］尺:I井瓢士I~〗円：m入考
SK38・SP279・SD18層位

lb. 土色土質 備考
1 10YR3/2黒褐色 砂質土

SK38 2 lOYRl.7/1黒色 シルト 炭化物（小～大） 50%混入・炭層
3 10YR2Jl黒色 シルト炭化物（小～中） 10%混入

SP279 a lOY⑫ 3黒褐色 砂質土

SD18 
あ 10YR3/l黒褐色 砂質土
い 10YR4/4褐色 砂質土

上ぃ f' -2.3m 

第55図 SK14~16・30・32・38土坑，SE01井戸（近現代） 平面図・断面図
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〔堆積士〕 3層に分層される。 2層には多鼠の炭化物と拳大の角礫が少量混入する。

〔新1日関係〕 S D 18・S P 278・S P 279よりも新しい。

〔出土遺物〕 2層中から炭化米が出土している。
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（縮尺1/3)

No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SK15 瀬戸 平碗 後期，二次被熱あり 757 

2 3 
SK14 青磁 碗 龍泉窯系D類，内面—圏線，外面—ヘフケズリ 754 

珠洲 壷R種 内外面ロクロナデ， 3点接合，一次被熱あり 3437ほか
4 SK16 珠洲 揺鉢 内面卸目，外面—ロクロナチ 764 

0 ？ ， 5 8 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩きの父差 765 
珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面—綾杉状の叩き 762 
鉄製品 刀子？ 欠損，長さ6.7cm,幅1.4~2.0cm,厚さ0.8cm,重量25.5g 768 
瀬戸 平碗 後1I期， 3点接合，二次被熱あり，（口径18cm) 766ほか
瀬戸 壷瓶 中期，外面ー櫛描文•平行沈線，二次被熱あり 3439 

10 11 
SK30 瀬戸 平碗 後1I期，二次被熱あり，（口径16cm) 758 

瀬戸 平碗 後1I期，一次被熱あり，（口径16cm) 759 
12 珠洲 播鉢 内面卸目 761 

13 1114 6 5 

珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 3394 
梵器系陶器 亜- 信楽，内面—ナデ 3397 
査器系陶器 壷甕 越前，内面—ナデ，外面ー自然釉 3396 
珠洲 亜- N~V期， 2点接合，二次被熱あり，（口径105cm) 760ほか

17 SK32 珠洲 擢鉢 3類， 口縁ー無文，片口 776 
18 SEO! 珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 2271 
19 SD18 珠洲 擢鉢 3類，口縁水平面取りで無文，内外面ロクロナチ 3407 

第56図 SK14~16・30・32土坑 ・SE01井戸 ・S018溝 出土遺物
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S Kl3士坑（第57,..._,59図）

〔位搬〕本調査区東側の北壁寄り， X76.42,..._,76. 46, Y 18. 32,..._, 18. 36グリットに位罹する。

〔形態・規模〕平面形は長軸155cm,短軸140cmの不整な方形で，深さ約105cmを測る。

壁が大きく挟り込まれ，断面形が袋状を呈する。底面には井戸枠の痕跡もないため，土坑

と判断された。

〔堆積土〕 18層に分層される。 1 ,..._, 15層までは黒褐色の砂質土を主体とする堆積土であり，拳大の角

礫とともに多数の遺物が出土している。また，炭化物の混入も多く，粘土ブロックも認めら

れる。廃棄行為を行ったものと考えられる。下層 (16,..._,18層）は地山砂に近い黄褐色系の砂

が堆梢している。

〔新1日関係〕 S P376よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは青磁の碗5点・皿l点，白磁碗 l点，瀬戸の折縁小皿l点，珠洲の擢鉢5

点・壷甕8点，姿器系の壷甕3点，鉄製品では釘19点・火箸 l点，銅製品の飾り金具 l点・

用途不明 l点が出土している。なお，図中には角礫及び主な遺物の出土状況を示した。
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十
X=76.42 
Y=l8.36 

a-

， 
主2.lm

SK13層位
Nn 土仁 土質 備考
1 lOYRJ/1黒褐色 砂質土 炭化物（小～大）少量，粘土プロック

微量混入
2 lOYRJ/1黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量，粘土プロック

（中） XI混入
3 lOYRJ/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量，粘土プロックX1, 

拳大の礫X2混入
4 10YR2Jl黒色 ややシルト 炭化物（小）徴量，拳大の礫X3混入
5 10YR5/l褐灰色 砂質土 炭化物（小）微量混入
6 lOY訟黒褐色 砂質土 拳大の礫Xl混入
7 10YR8/l灰白色 砂 拳大の礫X2混入
8 !OYRS/31こぶい黄褐色 砂
9 lOYRS/4にぶい黄褐色 砂
10 lOY謳黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
11 7.5YR4/憚色 砂質土 炭化物（小）微量混入
12 lOY四 3黒褐色 砂質土 炭化物（小～大） 30%, 粘土プロック

X 1混入
13 lOYRJ/1黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
14 lOYR叩黒褐色 砂質土 炭化物（小）微旦混入
15 lOY比リl黒色 ややシルト 炭化物（小）微最，円礫Xl混入
16 7.5YR4/6褐色 砂
17 !OYRS/41ごぶい黄褐色 砂
18 75YR5/6黄褐色 砂
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No. 遣構 種類 器種 備 考 整理No.

， 、' ' ' 
SK13 珠洲 揺鉢 3 類，内面—卸目，内外面4コクロナデ， 口縁ー水平而取りで無文， （口径32cm) 2484 

珠洲 揺鉢 5類内外面ロクロナデ，口緑やや内傾面取りで櫛目波状文 2485 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面ーロクロナデ 788 
珠洲？ 揺鉢？ 内外面ーナチ 790 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き， 2点接合 3217ほか

m H H H 6 ＇ ， s 

珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き＋ナデ 793 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 792 
珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面—平行叩き 2480 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き＋ナデ 789 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 3133 
珠洲 壷甕 内面当て具痕＋ハケメ，外面平行叩き 3193 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 791 
姿器系陶器 壷甕 内面ーナデ，外面—ヘフ記号＋自然釉， 3点接合 3134ほか

14 梵器系陶器 壷甕 内面—ナデ 3040 

因"'5 " n ''" " ） 

青磁 皿 丸皿， （口径13cm) 3136 
青磁 碗 龍泉窯系D1類，端反無文，（口径15cm) 2478 
青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文，漆接ぎ痕，（口径15cm) 3041 
青磁 碗 龍泉窯系 795 
銅製品 飾金具 直径2.2cm,厚さO.lcm,重量0.3g 802 
瀬戸 折縁小皿 後m期，二次被熱あり，口径9.0cm ・器画2.0cm• 底径4.5cm 794ほか
鉄製品 火箸 長さ22.5cm,幅0.4~0.8cm,厚さ0.7cm,重量3.3g 3194 

第59図 SK13土坑 出土遺物
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S K22・152士坑（第60'"'-'64図）

〔位搬〕本調査区東側の北壁寄り， X76.40,.....,76. 46, Y 18. 20,....., 18. 26グリットに位罹する。

〔形態・規模〕 S K22の平面形は長軸240cm,短軸180cmの不整な楕円形で，深さ約60cmを測る。 SK

152は長軸120cm,短軸110cmの不整な円形で，深さは約10cmとわずかである。 SK22は径Icm 

～人頭大の角礫が土坑内にぎっしり詰まっており，角礫とともに遺物が多量に混入している。

角礫は被熱によって，すべて赤変していると言ってもよい。また，遺物も焼けたものが多く，

火事場整理のための廃棄土坑と考えられる。 SKl52はSK22をわずかに削り込んで角礫が

抜き取られている。 SKl52はSK22に近接した時期の遺構と考えられる。

〔堆梢土〕単層である。黒褐色の砂質土が，ぎっしり堆梢した角礫中にわずかに混入する。炭化物の

混入も認められる。

〔新旧関係〕 S K22・S Kl52はSI 02・S I 03よりも新しい。 SI 02・S I 03の竪穴遺構の廃絶後に

火事場整理のための廃棄土坑を穿ったものであろう。

〔出土遺物〕 S K22からは高麗青磁碗 l点，中国天目碗 l点，青磁碗5点，白磁皿3点，瀬戸の天目

碗10点• 平碗l点・折縁小llil1 点• 仏供4点，土師器皿（かわらけ） 1点，珠洲の捕鉢3点・

壷甕8点，査器系の壷甕5点，瓦質土器の火鉢風炉2点，鉄製品の釘10点・刀子2点，鉄滓

1点，銅製品の銭15点・用途不明品 l点・銅滓 l点，メノウ石 l点，骨片少量が出土してい

る。なお，瀬戸の仏供の出土は大変珍しい。

S Kl52からは青磁碗2点，白磁llil1 点，瀬戸の天目碗 2 点• 平碗l点，卸皿l点・小鉢l

点・四耳壷l点，珠洲壷甕 l点，瓦質土器の火鉢l点，資器系壷l点，土師器皿（かわらけ）

l点，鉱滓 l点が出土している。なお，図中には角礫の他に主な遺物の出土状況を示した。

S K45土坑（第60・64図）

〔位置〕本調査区東側の北競， X76.44,--..,75_ 48, Y 18. 24,.,_, 18. 28グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸90cm以上，短軸80cmの楕円形で，深さ約35cmを測る。

〔堆積土〕 5層に分層される。 1・3・4層は黒褐色系の砂質土で，拳大の角礫がまばらに混入する。

2・5層は地山砂に近い黄褐色系の砂層が堆積する。

〔新1日関係〕 S Kl09との新1日関係は不明である。

〔出土遺物〕埋土中からは青磁碗l点，珠洲の壷甕 l点，鉄釘2点，銅銭9点が出土している。なお，

図中には角礫の出上状況のみを示した。
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S1<22・152・45土坑
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角礫出土状況
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

口
SK22 白磁 皿 白磁D群， 3点接合， （口径11cm) 1019ほか

青磁 碗 龍泉窯系，二次被熱あり 1637 
高麗青磁 碗 内面判圏文？•黒と白の象嵌，外面打象嵌，花文?, 4点接合，一次被熱あり 2088ほか
瀬戸 平碗 後1I期， 3点接合，口径16cm・ 器尚6.3cm・ 底径5.5cm 1011ほかI 5 

瀬戸 天目碗 後 I・II期，鉄釉 1491 
瀬戸 天目碗 後1I期，鉄釉， 10点接合，一次被熱あり，口径12cm・器曲6.0cm・ 底径4.0cm 1845ほか
瀬戸 天目碗 後11期，鉄釉， 2点接合，（口径12cm) 1844ほか
瀬戸 天目碗 後1I期，鉄釉，（日径12cm) 1994 
瀬戸 天目碗 後 1期，鉄釉，（口径13cm) 1702 
中国陶器 天目碗 鉄釉，（口径13cm) 1489 
瀬戸 天目碗 後1I期，鉄釉，二次被熱あり，（口径12cm) 1015 
瀬戸 仏供 後 I・II期， 4点接合，一次被熱あり，口径12cm・ 器尚4.0cm・ 底径5.0cm 1997ほか

! 
瀬戸 仏供 後］・ 11期， 11点接合，＿次被熱あり，口径12cm・器高4.3cm・ 底径54cm 1012ほか
瀬戸 仏供 後 I・II期，一次被熱あり，（口径12cm) 1640 
瀬戸 折縁小皿 後m期， 4点接合，＿次被熱あり，口径90cm・器高2.0cm・ 底径4.5cm 1638ほか
梵器系陶器 壷 信楽．内外面ーナデ， （口径15cm) 1847 
荒器系陶器 亜- 信楽，内面—ナデ，外面—ケズリ＋ナデ 1699ほか
溌器系陶器 壷甕 越前． 内面ーナデ 1846 
瓦質土器 火鉢・風炉 内面—ナデ，外面—スタンプ文 1036 
瓦質土器 火鉢・風炉 内面—ナデ，外面—スタンプ文，胎土—黄橙色 1501 

第63図 SK22土坑出土遺物
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ー
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圧i_17

l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SK22 珠洲 壷甕 内外面—ナデ 1992 
戸 珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面ー綾杉状の叩き 1842 

I 
珠洲 壷甕 内面—ナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 1641 
珠洲 壷甕 内而—ナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 1697 
珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面ー平行叩き 1991 
珠洲 壷甕 外面—平行叩き，二次被熱あり 1698 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 1488 
珠洲 壷甕 内面ナデ，外面—平行叩き 1993 
珠洲 播鉢 内面—卸目，内外面ーロクロナデ 1022 

I 
珠洲 揺鉢 内面卸目が摩滅外面—ロクロナチ 1843 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1642 
鉄製品 刀子 曲折，長さ7.5cm,幅2.0~2.7cm,厚さ0.4cm,重量3,8g 1034 
鉄製品 不明 欠損，長さ8.6cm,幅2.0~5.9cm,厚さ0.5cm,喧量5.5g 1035 
鉄製品 刀子？ 長さ4.9cm,幅1.5~19cm,厚さ0.7cm,重量1.6g 1707 

~ 17 
SK152 青磁 碗 龍泉窯系，外面—平行沈線文 1018 

白磁 皿 白磁D群， （口径10cm) 1505 
瀬戸 天目碗 後11期，鉄釉，（口径12cm) 1014 

I ~ 
瀬戸 平碗 後］・ 11期，＿次被熱あり 1506 
瀬戸 四耳壷 後期，＿次被熱あり 1503 
瀬戸 卸皿 後期，内面—卸目・露胎， 2点接合，底径6.6cm 1013ほか
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 1502 
瓦質土器 火鉢 全体に摩滅胎七黄橙色 1507 

23 SK45 珠洲 壷甕 外面—平行叩き 1037 

第64図 SK22・152・45土坑 出土遺物
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S K47士坑（第55,.....,70・74・75図）

〔位搬〕本調査区中央の北壁寄り， X76.46,.....,76. 50, Y 18. 00,....., 18. 04グリットに位罹する。

〔形態・規模〕平面形は長軸173cm,短軸165cmの不整な円形である。壁は東側が斜めに，西側が急に

立ち上がっている。従って，西側で最深94cmを測る。底面はさらに楕円形の落ち込みになる。

埋土には角礫がまばらに混入する一方で，遺物は多量に混入している。被熱を受けた遺物も

多く，やはり火事場整理の廃棄土坑であろう。なお，同一個体の資器系壷が隣接する SK36・ 

S K48から出土しており，ほぼ同時期の廃棄土坑と言える。

〔堆積土〕 10層に分層される。底辺に近い7層は黒色のシルトで，その他は黒褐色や賠褐色の砂質土

が主体に堆梢している。各層に炭化物が混入している。また， 1,.....,4層には粘土ブロックが

少量混入している。

〔新1日関係〕 S Dl4よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは多数の遺物が出土している。中国鉄（褐）釉壷38点，青磁碗3点，瀬戸の

平碗9点・折縁小皿3点・折縁深皿l点・盤類 l点・瓶子2点・壷瓶3点・梅瓶3点，珠洲

の壷甕 l点・捕鉢6点，査器系壷（信楽） 58点，瓦質土器の火鉢風炉3点，土師器皿（かわ

らけ） 2点，砥石 l点，鉄製品の釘53点・刀子2点・刺突具?I点・小札 l点，鉄滓3点，

銅製品の銭14点・飾金具I点，鉱滓2点，骨片が出土している。なお，中国鉄（褐）釉壷と

査器系壷（信楽）は同一個体と推される多数の破片が出土しており，一括廃棄したことを示

唆している。なお，図中には角礫の他に主な遺物の出土状況を示した。

S K48土坑（第65・66・71・76図）

〔位置〕本調査区の中央， X76.4z,.,_,75_ 46, Y 17. 98,,.,_, 18. 04グリットに位慨する。

〔形態・規模〕平面形は長軸145cm,短軸115cmの楕円形で，深さ約35cmを測る。両壁はなだらかに立

ち上がり，断面形は捕鉢状を呈する。出士遺物には被熱を受けたものが見られる。また，出

土遺物の中で査器系壷・瀬戸の四耳壷などSK36から出土した遺物との接合関係が見られる

ことから，両者は近接する時期に廃棄したものであり，やはり火事場整理のための廃棄土坑

であろう。

〔堆積土〕 4層に分層される。黒（褐）色の砂質土が主体である。各層ともに炭化物が少鼠混人する。

1層には粘土ブロックも混入する。拳大の角礫は比較的上層に混入している。

〔新旧関係〕 S Dl4よりも新しい。

〔出士遺物〕埋士中からは多数の遺物が出士している。中国褐釉壷l点，青磁碗3点，瀬戸の天目碗

1 点• 平碗3点，四耳壷l点，珠洲掴鉢2点，査器系壷（信楽） 6点，瓦質土器の火鉢風炉

3点，鉄製品の釘19点.71子?1点，鉄滓3点，銅銭7点，骨片が出土している。その他に

縄文時代と推される石棒・石錘が 1点ずつ出土している。図中には角礫の他に主な遺物の出

土状況を示した。
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S Kl03士坑（第72・77図）

〔位搬〕本調査区中央の南壁寄り， X76.38,.....,76. 42, Y 18. 00,....., 18. 04グリットに位罹する。

〔形態・規模〕当初は，炭化物を多量に含んだ長軸215cm,短軸go,....,160cmの不整な楕円形のプラン

（破線部分）が検出された。遺構は浅い掘り込みであったために，削り込み過ぎて規模が縮

小してしまった。深さは約25cmを測る。鉄滓・ふいご羽ロ・砥石など鍛冶関連の遺物が多く

出土しており，鍛冶関連の廃棄土坑と考えられる。

〔堆積土〕単層である。黒色のシルトであり，炭化物を多量に含んでいる。

〔新1日関係〕 S Dl4よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは中国褐釉壷 l点，青磁碗2点，瀬戸の平碗 l点・柄付片口鉢l点，珠洲捕

鉢l点，査器系甕2点，砥石2点，ふいご羽口5点，鉄製品の釘l点・刀子 l点・楔 l点，

鉄滓16点，鉱滓6点が出土している。なお，図中には主な遺物の出土状況を示した。

S 014溝（第65・73・78図）

〔位置〕本調査区のほぼ中央， X76.40,..._,76. 52, Y 17. 93,..._, 18. 04グリットに位置する。

〔形態・規模〕 S 014は南北方向に伸びる。全長580cmで，南北の両端はともに丸くおさまっており，

続かない。上端幅120,..._,160cm, 下端幅60,..._,100cmほどで，深さ約60cmを測る。両壁はやや丸

みを持ちながら立ち上がるが，断面形は逆台形に近い。

〔堆積土〕 6層に分層される（第73図）。 1・2・3層は暗褐色系の砂質土が主体でやや明るく保水性

も少ないが，底面に近い5・6層は黒（褐）色のシルトとなる。なお， 4層には地山砂が混

入する。各層ともに炭化物が少量含まれる。

〔新1日関係〕 S K 4 7・S K 48・S K 54・S K 101・S K 103よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは中国褐釉壷3点，青磁碗 l点，珠洲の揺鉢14点，査器系の壷甕4点，砥石

2点，鉄製品の釘23点・火箸 l点・楔?I点・鎚l点・用途不明4点，鉄滓5点，士錘2点，

銅製品の銭8点・飾金具l点，銅滓 l点，骨片，漆膜片が出土している。なお， S 014の底

面から珠洲w期後半 (14世紀後半）の揺鉢が5点まとまって出土しているので，年代の決め

手になるものと思われる。図中には主な遺物の出土状況を示した。
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第65図 SK47・48土坑角礫出土状況
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第66図 SK47・48土坑土層断面図及び角礫垂直分布図
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第67図 SK47土坑遺物出土状況 (1)
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第68図 SK47土坑遺物出土状況 (2)
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1. 中国鉄（褐）釉陶器壺の出上状況

R
 

※朱色の部分

2. 査器系壺（信楽）の出士状況

__ .,, _____一

.. ~ 
※朱色の部分

3. 鉄製品の出土状況

0 lm 

i----r一--I I T -—• 
第69図 SK47土坑遺物出土状況 (3)
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第70図 SK47土坑遺物垂直分布図
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SK103・SD14層位
No. 士 色 士質 備 考

SK103 I 1 lOYRl.7/1黒色 ややシルト 炭化物（小～大） 30%混入
あ 10YR4/1褐灰色 砂質土 炭化物（小）少量混入

SD14 Iい 10YR2/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
う 10YR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小）少量混入

第72図 SK103土坑遺物出土状況
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SD14層位
ぬ土色土質 備考
1 10YR4/1褐灰色 砂質土炭化物（小）少昼混入
2 10YR3/3暗褐色 砂質土炭化物（小）微量混入

SD14 I 3 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質士 炭化物（小）微量涅入
4 10YR7/4にぶい黄橙色 砂 径2mm大の粗粒砂暦
5 10寧黒褐色 砂質土炭化物（小～中）微量混入
6 10YR2Jl黒色 ややシルト炭化物（小）微呈混入

Pl ア 10YR3/1黒褐色 砂質土炭化物（小）微量混入

第73図 S014溝遺物出土状況
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

>
SK47 瀬戸 折縁深皿 後11期， （口径33cm) 2011 
瀬戸 盤類 後］・ 11 期，内面—ハケ塗り，二次被熱あり 2910 
瀬戸 平碗 後1I期， 2点接合， （口径16cm) 1355 
瀬戸 平碗 後11期， （口径16cm) 2717 
瀬戸 平碗 後 1I 期，内面—回転指ナデ，外面—沈線 1 条，一次被熱あり，（口径16cm) 2647 I 6 

瀬戸 瓶子 後期，一次被熱あり，（底径10cm) 2989 
瀬戸 瓶子 後期， 4点接合 1375ほか
瀬戸 折縁小皿 中w期， 3点接合，一次被熱あり， （口径8.0cm・器高2.4cm・ 底径4.4cm) 2548ほか
瀬戸 折縁小皿 後1I期， （口径9.0cm) 1383 
瀬戸 梅瓶 中ill・N期， 2点接合，二次被熱あり，（口径4.2cm) 2645ほか
瀬戸 梅瓶 中1I期， 2点接合， （口径4.4cm) 2774ほか
瀬戸 壷瓶 中期，内面—頸部の指押さえ痕，外面ー櫛描文• 平行沈線，二次被熱あり 2983 
中国陶器 壷 内外面ー鉄釉， 口縁ー外折， （口径llcm) 2385 

胃 中国陶器 壷 頸部，外面ー鉄釉，茶壷 2384 

i 
中国陶器 壷 内面ーナデ，外面ー鉄釉，茶壷， 2点接合 2656ほか
中国陶器 亜- 内面—ナデ，外面ー鉄釉，茶壷， 2点接合 2389ほか
中国陶器 壷 内面ーナデ，外而—鉄釉，茶壷， 3点接合 2383ほか
中国陶器 亜- 内外面鉄釉， 6点接合 1379ほか
中国陶器 壷 2点接合 2735ほか
中国陶器 豆-E 6点接合 1361ほか
青磁 碗 龍泉窯系D類，端反無文，一次被熱あり，（口径18cm) 2370 

第74図 SK47土坑 出土遺物
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ぬ 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

二
SK47 珠洲 播鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 2981 

珠洲 揺鉢 内面卸目，外面ロクロナチ，胎土還元軟質で灰色 2776 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，胎土ー酸化軟質で黄橙色 2830 

□ 珠洲 揺鉢 内面卸目，外面—ロクロナデ 1354 

］ 
梵器系陶器 壷 内外面ーナデ 2712 
珠洲 播鉢 内面卸目が摩滅外面—ロクロナデ 2366 
珠洲 播鉢 内面—卸目，内外面—ロクロナデ 2644 
珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面ー平行叩き 2547 
涜器系陶器 壷 信楽， 3点接合，（口径15cm) 2726ほか
梵器系陶器 壷 信楽，内面—ナデ， 2点接合，（底径15cm) 2720ほか
瓦質土器 火鉢・風炉 外面ースタンプ文 2669 

冒 瓦質土器 火鉢 外面—スタンプ文，胎土ー黄橙色 2912 

! 
瓦質土器 火鉢 内面ーナデ，胎土—黄橙色， 2点接合 2390ほか
石製品 砥石 仕上げ砥 2401 
鉄製品 刀子 欠損．長さ5.6cm,幅l.5~3.3cm,厚さ0.6cm,重量29.0g 1376 
鉄製品 小札 長さ64cm,幅2.7~32cm, 厚さ0.3cm,重量2.lg 2022 
鉄製品 指突具？ 長さ11.7cm,幅0.5~1.2cm,厚さ1.0cm,重量43.6g 1359 
鉄製品 刀子 保存処理中 2559 
銅製品 飾金具 直径1.3cm,厚さ0.lcm,重量0.Q3g 2393 

第75図 SK47土坑出土遺物
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13 14 

l'IJ. 還構 種類 器種 備 考 整理No.

; SK48 瀬戸 平碗 後1I期，削り出し輪渦台， 2点接合，（口径17cm) ・器渦6.1cm,底径5.2cm 2405ほか
瀬戸 天目碗 後 1期，鉄釉， （口径13cm) 1403 
瀬戸 平碗 後1I期，二次被熱あり，（口径16cm) 2404 
瀬戸 平碗 後 1期，二次被熱あり，（口径16cm) 2570 
青磁 碗 龍泉窯系Dl類，二次被熱あり，（口径15cm) 2406 
青磁 碗 龍泉窯系D類，内底—列点文 1404 
瓦質土器 火鉢 内面ーナデ，外面—スタンプ文， （口径40cm) 2408 

ロ
瓦質土器 火鉢・風炉 胎土ー黄橙色で不良， 2点接合 2407ほか
珠洲 揺鉢 4 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ーやや内傾で無文， （口径34cm) 2569 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ＋指突痕，（底径14cm) 2403 
梵器系陶器 壷 信楽． 内面ーナデ 2922 
荒器系陶器 亜- 信楽，内面—ナデ 2921 
鉄製品 刀子？ 欠損．長さ5.2cm,幅1.4~3.0cm,厚さ0.7cm,重量19.9g 1400 
石製品 石棒 縄文時代？折損 1392 
石製品 石錘 縄文時代？ 1440 

第76図 SK48土坑出土遺物

- 107 -



SK103 

f
 

-＿ 
↓

|

 

[
 

2
 

万
幻

□ 4 : 
' I  

ロ□口:)□~-:; 

r, 
/; 
/ I 

I 
／ 

I I 
ぃべ 3 

r――ダ

11 

r~、

i'  ! ： 

し—! 5 

10 

゜

6
 

＼＼；  

10cm 

（縮尺1/3)

8
 

7 

l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

l 
SK103 瀬戸 柄付片口鉢 中I・II期，二次被熱あり，（口径15cm) 3201 

瀬戸 平碗 後II.皿期， （口径16cm) 958 
盗器系陶器 甕 越前， 口縁ー受け口状 940 
石製品 砥石 荒砥 3202 
石製品 砥石 中砥 939 
鉄製品 楔 長さ69cm,幅0.8-l.4cm,厚さ0.5cm,重量28g 937 

I 
鉄製品 刀子 保存処理中 3158 
土製品 羽口 935 
土製品 羽口 946 
土製品 羽口 931 
土製品 羽口 933 

第77図 SK103土坑出土遺物
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

口
SD14 珠洲 襦鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文， 4点接合， （口径33cm) 3212ほか

珠洲 揺鉢 3 類，内外面—ロクロナデ， 口緑ー水平面取りで無文 1430 
珠洲 揺鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 3209 
珠洲 播鉢 内外面ーロクロナデ，胎土ー灰黄褐色で不良 3154 

； 
珠洲 播鉢 内面卸目，外面—ロクロナデ 3210 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 3155 
珠洲 播鉢 内而卸目，内外面—ロクロナデ 2033 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，内外面—ロクロナデ 3156 
珠洲 播鉢 内面—卸目，内外面ーロクロナデ，胎土ー灰黄褐色で不良， 3点接合 2034ほか
青磁 碗 龍泉窯系D類，一次被熱あり 2036 
中国陶器 壷 内外面鉄釉 2038 □豆― 中国陶器 壷 内外面—鉄釉， 2点接合 2037ほか

! 
梵器系陶器 甕 越前，内面—ナデ，外面ー自然釉 3208 
査器系陶器 壷 信楽，内面—ナデ 2035 
姿器系陶器 壷 信楽， 内面ーナデ 1420 
資器系陶器 甕 越前，内面—ナデ 2674 
石製品 砥石 荒砥， 2点接合 2054ほか
石製品 砥石 仕上げ砥 1428 
鉄製品 楔？ 長さ8.5cm,幅0.8~1.6cm,厚さ0.2cm,重量2.7g 1424 

「 鉄製品 火箸 長さ27.0cm,幅0.4~08cm,厚さ07cm,重量4.45g 2051 

I 
鉄製品 不明 ニ角形状，長さ4.42cm,幅0.9~3.3cm,厚さ0.5cm,重量2.0g 1416 
鉄製品 不明 ニ角形状，長さ4.9cm,幅1.0~2.3cm,厚さ0.7cm,重量15g 2052 
鉄製品 不明 長さ5.6cm,幅l.5~3.4cm,厚さ0.7cm,重量22.5g 2053 
鉄製品 鎚 長さ0.8cm,幅1.3~15cm,厚さ0.7cm,重量5.3g 2582 
銅製品 飾り金具 溶解．径1.9cm,厚さ0.4cm,重量0.3g 3206 
土製品 土錘 縦50cm• 横38cm• 径18cm 1427 
土製品 土錘 縦3.9cm・ 横3.7cm・ 径1.5cm 2040 

第78図 S014溝 出土遺物
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S K36・49士坑（第79"-'86図）

〔位搬〕本調査区のほぼ中央， X76.40"-'76. 48, Y 17. 95,...__, 18. 00グリットに位附する。

〔形態・規模〕 S K36は長軸250cm以上，短軸100,...__,130cmほどの長楕円形で，深さ30cmほどで浅い。

被熱によって赤変した 1CID"-'拳大までの角礫が土坑内にぎっしり詰まっている。また，角礫

と共に多数の被熱を受けた遺物も出土している。やはり，火事場整理のための廃棄土坑であ

ろう。遺物は一括資料として貴重である。

S K49は撹乱によって，半分以上が消滅している。一辺が100cm,深さ50cmを測る。埋土

には角礫もまばらに混入する。骨片等の出土により，上壊墓の可能性も考えられる。

〔堆梢土〕 S K36は単層である。黒褐色の砂質土で，炭化物も少量含まれる。 SK49は記録していな

いが，同じく黒褐色の砂質士であった。

〔新旧関係〕 S K49はSK36・S P325よりも新しい。 SK36はSP 193・S P 194・S P 325・S P 327・ 

S P328よりも新しい。

〔出土遺物〕 S K36からは中国鉄（褐）釉壷13点，青磁碗 l 点，瀬戸の天目碗 l 点・浅碗 l 点•平碗

l点・壷瓶3点，瓶子3点，卸皿 l点・四耳壷13点，珠洲の壷甕3点・捕鉢23点，査器系壷

69点，瓦質土器の火鉢風炉27点，骨片，炭化種子 l点，メノウ石 l点，石製品の茶臼11点・

砥石5点，鉄製品の釘26点・刀子2点，銅製品の銭6点・用途不明3点，銅滓l点，鉱滓 l

点など多数の遺物が角礫とともに出土している。

S K49からは中国褐釉壷2点，青白磁の梅瓶 l点，白磁碗 l点，瀬戸の壷瓶2点，査器系

壷l点，鉄製品の釘2点・火箸 l点，鉄滓 l点，銅銭 l点，骨片が出土している。なお，図

中には角礫の他に主な遺物の出土状況を示した。
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第80図 SK36土坑遺物出土状況 (1)
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

凸 SK36 白磁 碗 白磁c群， （口径16cm) 1224 
白磁 碗 白磁c群， 2点接合， （口径16cm) 1212ほか

］ 
青磁 碗 龍泉窯系D類，一次被熱あり 2191 
中国陶器 壷 内面ーナデ，外面ー鉄釉，耳欠損，茶壷， 6点接合 1240ほか
中国陶器 壷 内外面鉄釉 1234 
中国陶器 壷 内面ーナデ，外面ー鉄釉，茶壷， 2点接合 1238ほか
中国陶器 壷 内外面—鉄釉， 2点接合 1215ほか
中国陶器 壷 6点接合，（底径10cm) 1943ほか
瀬戸 天目碗 後1期，鉄釉，（口径12cm) 1520 
瀬戸 平碗 後11期，削り出し輪両台，（底径5.0cm) 1929 

□ 瀬戸 壷瓶 中期，内面—ナデ，外面—櫛描文•平行沈線，＿次被熱あり 1932 

! 
瀬戸 瓶子 後期，内面—回転ユビナデ， 4 点接合 1226ほか
瀬戸 瓶子 中］・ 11期，内底ー回転ヘフナデ， 2点接合，＿次被熱あり，底径86cm 1519ほか
瀬戸 四耳壷 前w期，付け高台，粘土紐輪積み成形， 9点接合十1点で復冗実測，二次被熱あり，（日径11.5cm)・器高30cm・底径11cm 1666ほか
瀬戸 浅碗 後1期，二次被熱あり，（口径12cm) 2286 
瀬戸 卸皿 後1期，内面ー卸目，二次被熱あり， （口径15cm) 1521 
石製品 砥石 中砥 2197 
石製品 砥石 中砥 2293 

第83図 SK36土坑 出土遺物
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16 

l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SK36 査器系陶器 壷 信楽，外面—自然釉， 5点で復元実測， （口径13cm・器高45cm,底径18.2cm) 1525ほか

i 
梵器系陶器 甕 越前，内面—ナデ 1526 
査器系陶器 甕 越前，内面—ナデ，外面—自然釉，屑部 2300 
姿器系陶器 甕 越前，外面ー自然釉， 日縁ー受け口状 1202 
珠洲 甕 内面内容物付着．外面—平行叩き 1518 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩きの交差 1665 

H- 珠洲 壷甕 内面当て具痕，外面ー平行叩き 1200 
珠洲 揺鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 2282 

I 
珠洲 播鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文，胎土ー還冗軟質で灰色 1713 
珠洲 揺鉢 胎土ー酸化軟質で黄橙色 1923 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1925 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外而—ロクロナデ 1514 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，胎土—還冗軟質で灰色 1517 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1208 
珠洲 播鉢 内面—全面に卸目，外面—ロクロナデ，外底ー静止糸切り， （底径12cm) 1924 
珠洲 擢鉢 内面—卸目が摩滅，外面—ロクロナチ，外底ー静止糸切り， 2点接合， （底径12cm) 1664ほか

第84図 SK36土坑 出土遺物
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Jib. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

口
SK36 珠洲 播鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ーやや丸み・無文， 2点接合， （口径30cm) 1515ほか

珠洲 播鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文， 3点接合， （口径30cm) 1192ほか
珠洲 播鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 日縁ー水平面取りで無文， （口径30cm) 2172 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1199 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 1210 I 6 

珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，胎土ー還冗軟質で灰色， 2点接合 2283ほか
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 2170 
瓦質土器 火鉢・風炉 内面ぶケメ＋ナデ，外面ーナデ＋ミガキ，胎土ー黄橙色， 6点接合， （底径30.4cm) 1189ほか
瓦質土器 火鉢・風炉 内外面—ナデ，胎土—黄橙色， 3点接合 1193ほか
瓦質土器 風炉 内外面—ナデ，胎土—黄橙色，風門あり 2186 
瓦質土器 播鉢 内面—卸目，外面ーナデ，胎土—黄橙色 2289 
瓦質土器 火鉢 脚部 1529 
瓦質土器 火鉢 脚部 2292 

第85図 SK36土坑出土遺物
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

叶— SK36 鉄製品 刀子？ 欠損，長さ77cm,幅11~15cm, 厚さ09cm,重量27g 2280 
鉄製品 刀子 欠損，長さ9.5cm,幅2.0~2.4cm,厚さ0.5cm,重量3.0g 2198 

FF 石製品 茶臼 受け皿，台部， 2点接合 2193ほか
石製品 茶臼 挽木孔，台座文様 1541 

土
SK49 白磁 碗 白磁c群， （口径16.5cm) 1243 

中国陶器 壷 内外面鉄釉，外面—段状の沈線， 2点接合 1723ほか
瀬戸 壷瓶 中 ill·N期．内面—回転ユビナデ．外面ー櫛目文•平行沈線， 2点接合，一次被熱あり 1922ほか

ロ 瀬戸 壷瓶 中期，内面—回転ユビナデ，外面—櫛目文•平行沈線，一次被熱あり 1921 
資器系陶器 壷 信楽，内面—ナデ 1725 
鉄製品 火箸 欠損，長さ26.0cm,幅0.8~1.Scm,厚さ0.7cm,重量4.4g 1246 

第86図 SK36・49土坑出土遺物
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S K69士坑（第87・88図）

〔位搬〕本調査区西側の中央， X76.46"-'76. 50, Y 17. 82,...__, 17. 86グリットに位附する。

〔形態・規模〕平面形は長軸115cm,短軸108cmの楕円形で，深さ約20cmを測る。

〔堆積土〕 3層に分層される。堆積土中から拳大の角礫がまばらに17ヶ程確認した。

〔新1日関係〕遺構の検出時には SK70に壊されていたように見えたが，遺構の段下げによって，切り

合い関係が不明になってしまった。また， S 013よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸平碗4点，珠洲揺鉢l点，査器系壷l点，鉄製品の釘4点・鎚 l点，

銅製品の銭2点・用途不明 l点，鉱滓 l点が出上した。なお，図中には角礫の出土状況のみ

示している。

S K70土坑（第87・88図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.48,.....,76. 52, Y 17. 82,....., 17. 88グリットに位閻する。

〔形態・規模〕平面形は長軸77cm,短軸68cmのやや不整な円形で，深さ約75cmを測る。壁は緩やかに

立ち上がり，断面形は逆台形を呈する。

〔堆積土〕 4層に分層される。 a層は灰白色の砂で保湿性もないが， b,.....,d層は黒褐色を主体とする

砂質土及びシルトでしまりもある。また，各層からは炭化物が少量ずつ確認されている。 d

層の底面から漆膜片が検出された。

〔新1日関係〕 S K73より新しい。

〔出土遣物〕埋土中からは瀬戸の柄付片口 l点，珠洲捕鉢l点，鉄製品の釘10点・刀子l点・鏃?I 

点・用途不明 l点，鉄滓2点，用途不明の土製品 l点，銅製品の銭5点・用途不明 l点が出

土している。なお，図中には遺物の出土状況を示していない。

S K71士坑（第87・88図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.48,.....,76. 52, Y 17. 86,....., 17. 90グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸126cm,短軸109cmの楕円形で，深さ約43cmを測る。両側の壁はゆるやか

に立ち上がり，断面形は播鉢状を呈する。

〔堆稽土〕 4層に分層される。あ層は褐灰色の砂質土で保湿性が少ない。い～え層は黒色を主体にし

まりのある砂質土やシルトとなっている。各層からは炭化物が少量混入している。また，拳

大の角礫がまばらに10ヶ程出上している。

〔新I日関係〕 S K72・S K73よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲揺鉢3点，鉄釘13点，鉄滓 l点，銅銭3点が出土している。

なお，図中には角礫の出土状況のみ示している。

S K72土坑（第87図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.44,.....,76. 50, Y 17. 86,....., 17. 90グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸245cm,短軸120cmの長楕円形で，深さ15,.....,25cmを測る。

〔堆積土〕 4層に分層される。 1層は黄橙色の保水性・しまりのない砂が堆積する。底面の 3層は黒
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褐色の保水性・しまりのあるシルトが堆積する。なお， 2・3層には炭化物が少量混入する。

〔新1日関係〕 S K 71・S D 15・S P 138よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸の天目碗l点が出土している。

S K73土坑（第87・88図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.48,...__,76. 52, Y 17. 84,...__, 17. 88グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸160cm,短軸は SK70・S K71に壊されて判然としないが，楕円形を星

するものと推される。深さ約85cmを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり，断面形は方形を呈す

る。

〔堆積士〕 7層に分層される。 1,...__,4層の上層は黄褐色系のやや明る<,保水性の少ない砂質士であ

るが， 5,...__,7層の下層は黒褐色系の保水性・しまりのある砂質土・シルトとなっている。ま

た， l層を除く各層から炭化物が微景に混入する。さらに， 5層から骨片を検出した。

〔新1日関係〕 S K 70・S K 71・S P 340よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは砥石2点，鉄釘6点，鉄滓5点，靴の羽口 l点が出土している。鍛冶関連

の遺物がまとまって出土している。

S KlOO土坑（第87・88図）

〔位置〕本調究区の中央やや北壁寄り， X76.48,.....,76. 52, Y 17. 94,....., 17. 98グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸120cm,短軸90cmの楕円形で，深さ約38cmを測る。壁は急に立ち上がり，

断面形は逆台形を見する。

〔堆積上〕 7層に分層される。黒褐色を主体とした砂質上及びシルトが堆積する。各層からは炭化物

が混入する。特に底辺の7層は黒色のシルトで，炭化物が50%ほども混人する炭化物層であ

った。また，拳大の角礫が6ヶほど確認された。

〔新1日関係〕 S P332よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは中国褐釉陶器の壷 6 点，瀬戸の壷瓶 l 点・瓶子 l 点• 平碗2点，珠洲の壷

甕 l点・揺鉢2点，究器系壷6点，鉄釘5点，鉄滓 l点，銅製品の銭2点・用途不明品 l点

など多数の遺物が出土している。なお，図中には角礫の出土状況のみ示している。
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ややシルト 炭化物（小～大）少呈混入
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や三三戸
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0 2m 
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lh 土 色 土質 備 考
a lOYRS/1灰白色 砂 炭化物（小）少呈混入

SK70 
b 10YR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少呈混入
C 10YR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小～大）少星混入
d 10国 1黒色 シルト 炭化物（小～大）少量，漆膜片混入
あ lOYRf,/J褐灰色 砂質土 炭化物（小～大） 5%混入

SK71 
い lOYRl 7/1黒色 ややシルト 炭化物（小～中） 5%混入
う 10YR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少呈混入
え 10YR211黒色 ややシルト 炭化物（小～中）少量混入
I IOYR7/6明黄褐色 砂
2 10YR4/2灰黄褐色 砂質土 炭化物（小）微旦混入
3 7.5YR5凡灰黄褐色 砂質士 炭化物（小）微旦混入

SK73 4 10YR4/2灰黄褐色 砂質士 炭化物（小）微昼混入
5 10YR4/l褐灰色 砂質土 骨片混入
6 10YR3/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
7 10YR3/l黒褐色 シルト 炭化物（小～大）少量混入

d
 

d' 
-2.5m 

:̀虞□
土

色

冒
三 汀言シルト 炭化物（小～大） 50%混入，炭化物層

第87図 SK69~73・100土坑平面図・ 断面図
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

且
SK69 瀬戸 平碗 後11期，削り出し輪高台， 2点接合， （口径17cm) ・底径5.2cm・器渦6.1cm 2804ほか

瀬戸 平碗 後11期，削り出し輪高台， 3点接合， （口径16cm) ・底径4.6cm・器高5.8cm 2093ほか
鉄製品 鎚 長さ7.2cm, 幅0.3~0.9cm, 厚さ0.3cm,喧量14.4g 2805 
珠洲 播鉢 3類，内外面ロクロナデ，口縁水平面取りで無文 2709 

~ 
SK70 瀬戸 柄付片口鉢 後 1 期，内面—ハケ塗り， （口径16cm) 2851 

鉄製品 不明 長さ15.2cm,幅0.8~1.9cm,厚さ0.7cm,重量5.9g 2856 
鉄製品 刀子 曲折，長さ44cm,幅14~16cm,厚さ05cm, 重量10g 2098 
鉄製品 鏃？ 長さ4.3cm,幅l.3~3.9cm,厚さ0.3cm,重量13.9g 2887 

~ 
SK73 珠洲 播鉢 内外面ーロクロナデ 2850 

土製品 羽口 2807 
石製品 砥石 仕上げ砥， 2点接合 2764ほか

12 SK71 珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 2693 
言 珠洲 揺鉢 内外面ーロクロナデ 2694 

「 珠洲 擢鉢 内面卸目，外面—ロクロナチ．胎土—還冗軟質で灰色 2828 I " SKIOO 瀬戸 平碗 後11期 2835 
中国陶器 壷 6点接合 2227ほか
中国陶器 亜 内底面回転ナデ， 2点接合 3109ほか
中国陶器 壷 2点接合 2932ほか
瀬戸 瓶子 中 ill·IV期，粘土紐輪積み成形，内面—回転指ナデ，外面ー櫛描文，二次被熱あり， 2点接合 2836ほか
珠洲 壷甕 外面—平行叩き，底部付近片 2226 
珠洲 揺鉢 3類， 口縁ー水平面取りで無文，胎土—還冗軟質で灰色， 2点接合 3107ほか

第88図 SK69~71・73・100土坑 出土遺物
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S K96士坑（第89・90図）

〔位搬〕本調査区西側で北壁に接する。 X76.52,.....,76. 56, Y 17. 86,....., 17. 90グリットに位屈する。

〔形態・規模〕 S K96は北壁にかかっているため，遺構の半分しか検出されていない。また， S Kl07 

に壊されているため，平面形も定かではない。規模は東西150cmほど，深さ約60cmを測る。

〔堆梢土〕 6層に分層される。 c層は黒褐色の砂質土で，炭化物を多量に含んでいる。遺物の出土も

c層が多い。

〔新1日関係〕 S Kl07よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲揺鉢3点，査器系甕 l点，鉄釘l点，銅銭4点，銅滓 l点が出土して

いる。

S Kl07土坑（第89・90図）

〔位置〕本調査区西側で北壁に接する。 X76.52,,...._,76. 56, Y 17. 86,,...._, 17. 90グリットに位置する。

〔形態・規模〕 S Kl07は北壁にかかっているため，遺構の半分しか検出されていない。規模は東西

135cm, 深さ約70cmを測る。遺構内の西寄り部分で拳大の被熱を受けた角礫が多数検出され

たが，図示していない。

〔堆積土〕 7層に分層される。 2層には黒色の炭化物層となっている。 3層は地山砂に近い浅黄橙色

の砂層である。底面に近い 6層は黒色のシルトで炭化物を少量含み，西寄りのところで角礫

が多数検出されている。また， 6層中から高麗青磁の鉢や鉄製品の鉤が出土している。

〔新1日関係〕 S K 96・S K 97・S K 99・S P 256より新しく， S P429よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは高麗青磁の鉢2点，瀬戸の平碗 l点，珠洲 l点，禿器系壷l点，鉄製品の

釘3点・楔 l点・鉤 l点・用途不明 l点，鉄滓，フイゴの羽口 l点，銅製品の銭17点・用途

不明 l点，メノウ石 l点が出土している。銅銭の出土が多いこと，鍛冶関連の遺物が見られ

ること，また，高麗青磁の鉢や鉄製品の鉤など特殊な遺物の出士が見られる点が特徴である。

なお，遺物の出土状況は図示していない。

S K99土坑（第89・90図）

〔位置〕本調育区西側で北壁に接する。 X76.50,......,76. 54, Y 17. 86,......, 17. 90グリットに位置する。

〔形態・規模〕 S K99は遺構の大部分が北競にかかっている。さらに SKl07にも壊されているため，

平面形は全く不明である。深さ約50cmを測る。

〔堆積士〕 7層に分層される。底面に接するキ層だけは黒色のシルトで，各層に比べて炭化物が多く

含まれている。

〔新1日関係〕 S Kl07より古<, S P339よりも新しい。なお， S K97と接しているが，遺構の検出時

には， S K97に壊されているように見えていた。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸の縁釉小皿 l点，銅銭 l点が出土している。
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S K60・61士坑（第89・91図）

〔位搬〕本調査区西側の南壁寄り， X76.44"-'76. 50, Y 17. 66,.,_, 17. 72グリットに位罹する。

〔形態・規模〕 S K60の平面形は長軸165cm,短軸150cmの不整な円形で，深さ約45cmを測る。西壁は

内側に大きく挟り込んでおり，袋状を呈する。一方，東壁は緩やかに立ち上がる。底面は平

坦となる。 SK61はSK60に壊されているが，長軸115cm,短軸は推定で90cmの楕円形で，

深さ約26cmを測る。東壁は緩やかに立ち上がり，底面は平坦となる。

〔堆積土〕 S K60は3層に分層される。遺構の確認段階 (I層の上面）で拳大の角礫がまばらに検出

された。また，図示していないが，珠洲播鉢4点もまとまった状態で出土している。堆積土

は黒（褐）色のシルトが主体で，炭化物も少鼠含まれている。 SK61は3層に分層される。

S K60よりもやや明るい黒褐色のシルトが主体となる。

〔新1日関係〕 S K60はSK61・S K77よりも新しい。

〔出土遺物〕 S K60からは中国褐釉壷 l点，青磁碗 l点，瀬戸の縁釉小皿l点，珠洲摺鉢5点，姿器

系の甕 l点，瓦質土器の火鉢l点，鉄製品の釘3点・火箸?1点，銅製品の銭l点・用途不

明品 l点が出土している。 SK61からは査器系の壷l点・甕l点，鉄釘l点が出土している。

S 007溝（第89・91図）

〔位置〕本調査区西側の南壁寄り， X76.46"-'76. 50, Y 17. 62"-'17. 66グリットに位置する。

〔形態・規模〕 S 007は南壁に接しているため，全長は明らかではない。そのため検出長は215cmで，

幅50"-'70cmとなる。深さ約70cmを測る。両競は急に立ち上がり，底面は平坦で溝状を呈する

が，上層観察では柱痕と考えられる土層の堆積が見られたため，柵として利用された可能性

も十分考えられる。

〔堆積土〕 8層に分層される。 1 ,..,_, 3層は柱痕跡の可能性もある。

〔新1日関係〕 S K75・S K76よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸の平碗 l点，鉄釘8点，鉄滓5点，銅銭 l点が出土している。
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SK96・SKI07・SK99・SP135層位
It>. 土 色 土質 備 考
a 10YR3/4暗褐色 砂質士 炭化物（小～中）少旦混入

b lOYRS/6黄褐色 砂
SK96 c 10YR3/l黒褐色 砂質土 炭化物（小～中） 5%混入
d 10YR4/償色 砂質土 炭化物（小）微量混入

e 10YR3/1黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）少量混入

1 10YR3f2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少旦混入

2 lOYRl.7/1黒色 ややシルト 炭化物（小～大） 50%多且に混入，炭層
SK!07 3 10YR8/4浅黄橙色 砂
4 10YR5/4にぶい黄褐色 砂
5 10YR3/4暗褐色 砂質土 炭化物（小～大）少量混入

6 10YR2/l黒色 シルト 炭化物（小～大） 5%, 拳大の礫多鼠に混入
7 lOYI切l黒色 シルト 炭化物（小～中）少呈混入

ア 10YR2!2黒褐色 砂質士 炭化物（小～大）少量混入

イ 10YR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小～中）少掻混入

ウ 10YR2/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
SK99 工 10YR3/4暗褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入

オ 10YR6/4にぶい黄橙色 砂質士
力 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質土 炭化物（小～大）微量混入
キ 10YR2/l黒色 ややシルト 炭化物（小～中）少量混入

SP135 A JOY! 辺3黒褐色 砂質士 炭化物（小）微星混入

SK60・SK61層位

冒SK60 SK61 言翫
ややシルト

SD07層位
ぬ土色土質 備考
1 10面 1黒色 ややシルト炭化物（小）少量混入，拳大の礫混入

2 10YR3f2黒褐色 砂質土炭化物（小～中）少星混入

3 10図 l黒色 ややシルト炭化物（小）微且混入

4 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質土
5 10YR3/4暗褐色 砂質土

6 10叫 l黒色 砂質士 1炭化物（小）微は混入
7 lOYRJ/1黒褐色 砂質土炭化物（小～中）微掻混入
8 10YR212黒褐色 ややシルト

lb
 

@ 

0 2m 
ITT I I I I 

（縮尺1/40)

b-
b' 
-2.5m c-

， 
立 2.5m

第89図 SK60・61・96・97・99・107土坑， S007溝 平面図・断面図
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
I SK96 珠洲 揺鉢 1 類，内面—卸且内外面—ロクロナデ，胎土—還冗軟質で灰色， （口径32cm) 3427 

口 珠洲 擢鉢 内外面ロクロナデ 3428 
珠洲 揺鉢 内面全面に卸且外面ーロクロナデ 3436 
査器系陶器 甕 3点接合 2208ほか

>
SK97 珠洲 揺鉢 3 類，内外面—ロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 3424 

姿器系陶器 甕 越前，内面—ナデ，外面ー自然釉 2216 
瓦質土器 火鉢 2点接合， （口径33cm) 2218ほか
瀬戸 平碗 後11期， （口径16cm) 2219 ， SK99 瀬戸 縁釉小皿 後 I 期，内面—ハケ塗り， （口径12cm) 2220 

口
SK107 高麗青磁 鉢 唐草文鉢，白と黒の象嵌，底部付近片， 14世紀後半， 2点接合 3414ほか

珠洲 揺鉢 4 類，内面—卸且内外面ーロクロナデ，口縁ーやや内傾面取りで無文 3417 
鉄製品 楔 長さ6.7cm,幅l.O~l.6cm,厚さ0.7cm,重量22.3g 3442 
鉄製品 鉤 保存処理中 3449 

第90図 SK96・97・99・107土坑 出土遺物

-126 -



t;/2 ~ 
＼ 、ヽ、 、［、ビ＾＂＾一ーロ~．ど)
ペ逗辞丙 3 
活ふ

11 SK61 

，
 

3IIロ
ロ
ロ
以 〗/。

゜
10cm 

SD07 .. 

¥"<、
·~ 

SK76 

（縮尺1/3)

No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

; SK60 瓦質土器 火鉢 内外面摩滅 2824 
青磁 碗 龍泉窯系，外面—ヘフ削り明瞭 2822 
瀬戸 縁釉小皿 後 I・II期，内面ハケ塗り，二次被熱あり， （底径6.0cm) 2797 
珠洲 播鉢 3類，内面卸目内外面ロクロナデ，口緑水平面取りで無文， 10点接合 1824ほか
中国陶器 壷 2点接合 2825ほか
姿器系陶器 甕 越前，外面自然釉付着，屑部 1829 
鉄製品 火箸？ 欠損，長さ14.0cm,幅0.6~0.Scm,厚さ0.5cm,重量14.4g 2823 

8 SK61 梵器系陶器 甕 越前， 口縁ー受けロタイプ，内外面—ナデ 2827 
「す 登器系陶器 壷 信楽 1830 
10 SD07 瀬戸 平碗 後 I• II期 1832 
11 SK76 珠洲 壷甕 内面ーナデ＋ケズリ，外面ー平行叩きが交差，底部片 1831 

第91図 SK60・61・76土坑，S007溝 出土遺物
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S K65士坑（第92・93・95図）

〔位搬〕本調査区西側の中央， X76.48"-'76. 52, Y 17. 75,...__, 17. 80グリットに位附する。

〔形態・規模〕平面形は長軸108cm,短軸105cmの円形で，深さ約48cmを測る。

〔堆積土〕 3層に分層される。 1層は暗褐色の砂質土， 2・3層は黒褐色でややシルトが混じる。そ

れぞれ炭化物が微量に混入する。また，埋土の上位から拳大の角礫が出土している。

〔新1日関係〕なし

〔出土遺物〕埋土中からは白磁碗 I 点，瀬戸の天目碗 l 点• 平碗 l点，珠洲の壷甕 l点，鉄釘2点，

鉄滓 l点が出土している。

S K66士坑（第92・93・95図）

〔位搬〕本調査区西側の中央， X76.43,...__,75_ 52, Y 17. 80,...__, 17. 84グリットに位附する。

〔形態・規模〕平面形は長軸130cm,短軸107cmの楕円形で，深さ約10cmと浅い。北側が一部削平され

ていた。

〔堆梢土〕単層で，褐灰色の砂質土である。炭化物や粘土ブロックが多く混入する。また，埋土中か

ら拳大の角礫が多量に出土している。角礫の廃棄行為を行ったものと考えられる。

〔新1日関係〕 S K68よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは青磁碗l点，瀬戸の平碗 l点・卸目付大皿l点・袴腰型香炉l点，珠洲の

揺鉢l点・壷l点・壷甕2点，瓦質土器の火鉢2点，鉄釘7点，鉄滓2点，銅製品の銭2点・

用途不明 l点が出土している。図中には遺物の出土状況や主な出土遺物を掲載している。

S K68上坑（第92・94・95図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.46"-'76. 52, Y 17. 80"-'17. 84グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸で南北方向の160cm,短軸は東西方向の145cmの隅丸方形で，深さ約80cm

を測る。両側の壁は急に立ち上がり，断面形は方形に近い。

〔堆積土〕 12層に分層される。ほぼ水平堆積を示す。 1 ,..__, 6層までは，黒褐色の砂質土を主体とし，

7"-'12層は黄褐色の砂層で占められる。また，前者は炭化物粒が少量混入するが，後者では

認められない。遺物は堆梢土の上位層から多く出土している。

〔新旧関係〕 S K66・S K67よりも古い。

〔出上遺物〕埋土中からは瀬戸の平碗l点・壷瓶l点，珠洲の捕鉢l点・壷甕l点，鉄製品の釘5点・

刀子3点・用途不明2点，鉄滓3点，銅銭l点が出士している。なお，鉄滓はまとまって出

土している。また，用途不明の鉄製品がリング状となって検出された。図中には遺物の出土

状況や主な出土遺物を掲載している。

S K67・95土坑（第92・93・95図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.46,...__,76. 50, Y 17. 78,...__, 17. 82グリットに位置する。

〔形態・規模〕 S K67は長軸78cm,短軸63cmの楕円形で，深さ約25cmを測る。一方， S K95はSK67 

との重複によって削られているが，残存長は57cmを測り，平面形は隅丸方形を呈するものと
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推される。

〔堆積土〕堆積土の状況を確認していない。

〔新1日関係〕 S K67はSK95よりも新しい。 S K95はSK67とSK93 (上面遺構）よりも古い。

〔出土遺物〕 S K67からは珠洲梱鉢 l点，鉄製品では釘6点， 7J子 l点，馬具用の金具 l点，鉄滓 l

点が出土している。 SK95からは鉄滓 I点が出土している。図中には遺物の出土状況や主な

出土遺物を掲載している。
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SK66層位 （縮尺1/20)

No. 土 色 土質 備 考
1 10YR5/l褐灰色 砂質士 炭化物（小～大） 5%, 粘士

ブロック5%,拳大の礫混入

SK65層位
No. 土 色 土質 備 考
1 10YR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
2 10YR2/2黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）微量混入 d d' 
3 10YR3/2黒褐色 ややシルト 炭化物（小）微量混入

●角礫
●角礫

第92図 SK65~68・95土坑 平面図・断面図・ 角礫出土状況
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第93図 SK65~67土坑遺物出土状況
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Sk68層位
ぬ 士 色 土質 備 考
1 10YR4/磯色 砂質土 炭化物（小）少鼠混入
2 10YR3f2黒褐色 砂質土 炭化物（小）少呈混入
3 lOYI⑫黒褐色 砂質土 炭化物（小）少量混入
4 lOYRJ/3暗褐色 砂質土
5 10YR5/4にぶい黄褐色 砂質土 炭化物（小）少呈混入
6 lOYRJ(l黒褐色 ややシルト 炭化物（小～大）少呈混入
7 10YR4/3にぶい黄褐色 砂質土
8 lOYRS/6黄褐色 砂質土
9 10YR4/4褐色 砂
10 IOYR5/4にぶい黄褐色 砂
11 IOYR6/3にぶい黄橙色 砂
12 IOYR3/4暗褐色 砂質土

第94図 SK68土坑遺物出土状況・ 断面図
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SK65 白磁 碗 大宰府分類w類， 口縁ー玉縁状， 6点接合， （口径17cm・ 器蘭7.0cm・ 底径80cm) 2808ほか
2 瀬戸 平碗 後1I期， （口径16cm) 2642 
3 珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 1951 

4 5 6 
SK66 青磁 碗 龍泉窯系D1 類，内面—沈線，スス付著， （口径16cm) 2893 

瓦質土器 火鉢 内面—ナデ，内外面ー褐色， 2点接合 1959ほか
珠洲 壷甕 内面ーナデ・当て具痕，外面—平行叩き 1955 

7 8 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き・ヘラ記号か？ 1954 
珠洲 壷 内外面ナデ，外面ー平行叩き， （底径14cm) 1956 

10 11 1， 2 
珠洲 播鉢 3 類，内外面—ナチ， 口縁ー水平面取りで無文， （口径33cm) 2891 
瀬戸 袴腰形香炉 後1I期，一次被熱あり， （口径12cm) 1957 
瀬戸 卸目付大皿 後I・II期， （口径33cm) 1958 
銅製品 不明 長さ5.6cm,幅0.8~2.3cm,厚さ0.8cm,菫量3.2g 1961 

13 114 5 

SK67 鉄製品 刀子 欠損，長さ96cm,幅15~26cm,厚さ04cm,重量44.6g 2896 
鉄製品 馬具の金具？ 直径5.7cm,厚さ0.8cm,重量41.1g 1977 
珠洲 播鉢 3類，内外面ナデ，口緑水平面取りで無文 1970 

16 SK68 瀬戸 壷瓶 中期，内面—ナデ，外面—印花文 3144 
17 瀬戸 平碗 後 I• II期 1980 

,0 " " rn " 

珠洲 揺鉢 3類，内外面ロクロナデ，口緑水平面取りで，端部やや丸み 1979 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—綾杉状叩き 3052 
鉄製品 刀子 長さ15.9cm,幅l.8~2.2cm,厚さ0.7cm,重量59.7g 3145 
鉄製品 刀子 長さ30.4cm,幅1.5~32cm, 厚さ0.8cm,重量93.4g 3113 
鉄製品 刀子 欠損，長さ7.4cm,幅0.9~1.7cm,厚さ0.8cm,重量19.lg 3051 

第95図 SK65~68土坑出土遺物
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S K82,.,_, S K90士坑（第95,--..,gs図）

〔位搬〕本調査区西側の南壁寄り， X76.42,--..,76. 50, Y 17. 72,.,_, 17. 80グリットに位罹する。

〔形態・規模〕 S K82は調査区南壁に接しており，半分しか検出されていないが，一辺140cm,深さ

35cmを測る。恐らく楕円形を呈するものと推される。形態・規模等から土壊墓の可能性も考

えられる。

また， S K83も同様に調査区南墜に接しており明確ではないが，一辺125cm,深さ65cmを

測る。恐らく円形を呈するものと推される。

S K84は長軸125cm,短軸100cmの楕円形で，深さ約25cm以上を測る。土壊墓の可能性も考

えられる。なお， S K85,.,_, S K90は遺構検出のみで留めており，出土した遺物だけを取り上

げている。

〔堆積土〕 S K82は3層に分層される。あ層は黄褐色で焼土が一部混じるが，底辺は黒色のシルトに

なる。い・う層には骨片が混じる。なお，炭化物は各層に混入する。

S K83は9層に分層される。 1 ,.,_, 5層までは暗褐色系が主体の砂質土でやや明る¥, 6・ 

8・9層の底辺に近い場所では，黒褐色系のシルトが主体になる。各層からは炭化物の混入

が認められる。また，土層観察では SK83がSK82を切っていることが分かる。

S K84は単層で，黒色のシルトである。炭化物を多く含み，粘土ブロックもわずかに混入

する。また，拳大の角礫も多数混人する。

〔新1日関係〕 S K83はSK82・S K84よりも新しい。

〔出土遣物〕 S K82からは珠洲梱鉢 l点，鉄釘l点が出土している。

S K83からは珠洲の壷R種 l点・掴鉢 l点，銅銭3点，鉄釘2点，鉄滓2点，鉱滓 l点が

出土している。 SK84からは瀬戸の天目碗l点，珠洲の壷甕l点・播鉢l点，査器系壷l点，

瓦質土器の火鉢風炉 l点，ふいご羽口 l点，鉄製品の釘7点・刀子2点，鉄滓l点，銅銭6

点，漆膜片が出士している。なお， SK85,.,_, S K90の出士遺物は第98図を参照のこと。また，

図中には角礫の他に主な遺物の出土状況を示した。
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

2 1 
SK83 珠洲 壷R種 内外面—ロクロナデ 1879 

珠洲 襦鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文， （口径32cm) 1878 

4 3 
SK80 珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 2232 

荒器系陶器 壷 信楽，内面—ナデ，外面—自然釉 2233 

6 5 
SK84 瀬戸 天目碗 後1期，削り出し輪高台，鉄釉 1887 

珠洲 播鉢 4類， 口縁ー内傾面取りで無文 1890 

17 ， 8 0 
瓦質土器 火鉢・風炉 3132 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 1898 
鉄製品 刀子 欠損，長さ22.5cm,幅1.1~2.Scm,厚さ1.2cm,重量82.0g 3129 
鉄製品 刀子 曲折，長さ27.0cm,幅l.4~27cm, 厚さ0.5cm,重量137.5g 1897 

11 SK82 珠洲 揺鉢 内面卸目が摩滅，外面—ロクロナデ 1877 
12 SK86 珠洲 播鉢 内面—卸目が摩滅，外面ーロクロナデ 1904 

13 14 
SK88 査器系陶器 壷甕 越前，内面—内用物付着痕 1908 

珠洲 揺鉢 内面—卸目が摩滅，外面ーロクロナデ 1909 

116 5 
SK87 珠洲 壷R種 内外面ロクロナデ 1906 

珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 1907 
17 SK89 資器系陶器 甕 越前，内面—ナデ，外面—自然釉 1910 

2119 0 8 
SK90 瀬戸 折縁中皿 中w期，二次被熱あり 1914 

瀬戸 壷瓶 中期，外面—櫛描文•平行沈線，二次被熱あり 1913 
珠洲 壷 内外面詞転ナデ，外底ー静止糸切り， （底径14cm) 1915 

第98図 SK82~90土坑 出土遺物
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S K55士坑（第99・100・102図）

〔位搬〕本調査区西側の北壁寄り， X76.56,..._,76. 60, Yl7. 64,..._,17. 68グリットに位罹する。

〔形態・規模〕平面形は長軸170cm,短軸120cmの楕円形で，深さ40,..._,50cmを測る。両壁は緩やかに立

ち上がる。底面に一部凹みが見られるが，断面形は皿形を呈している。

〔堆積土〕 4 層に分層される。あ層は地山砂に近い黄褐色の砂質土が混じる。い• う• お層には黒

（褐）色の砂質土やシルトで，炭化物の混入も多く認められる。

〔新1日関係〕 S K56よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲の壷甕 l点，瓦質土器の火鉢風炉 l点，鉄釘2点，銅銭3点，骨片が

出土している。なお，図中には角礫や遺物の出土状況を示した。

S K56土坑（第99・100・102図）

〔位置〕本調査区西側の北壁寄り， X76.56,-....,76. 58, Y 17. 54,..__, 17. 68グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は直径100cmほどの円形で，深さ30cmを測る。両壁は緩やかに立ち上がり，断

面形は皿形を呈する。

〔堆積土〕 2層に分層される。 1層は黒褐色のシルトで，炭化物の混入が多い。 2層は黒色のシルト

で，炭化物は少量混入している。

〔新1日関係〕 S K55・S K57よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲捕鉢7点，鉄製品の釘6点・火箸?1点，鉄滓 l点，銅銭2点が出土

している。なお，図中には角礫や遺物の出土状況を示した。

S K57上坑 (99図）

〔位置〕本調査区西側の北壁寄り， X76.54"-'76. 58, Y 17. 66"-'17. 72グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸250cm,短軸100cmの長楕円形で，深さ45cmを測る。壁はなだらかに立ち

上がり，底面は平坦となる。断面形は皿形を見する。

〔堆積土〕 3層に分層される。 a層は暗褐色のシルト， b・c層は地山砂に近いにぶい黄褐色の砂層

となる。

〔新1日関係〕 S K 56・S K 79・S E 04よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲揃鉢 l点，銅銭 l点が出土している。

S K58・79士坑（第99・101,......,103図）

〔位搬〕本調査区西側の北壁寄り， X76.54,......,76. 60, Y 17. 68,......, 17. 72グリットに位置する。

〔形態・規模〕 S K58はSK79に大きく壊されており判然としないが，南北130cmで円形を呈するも

のと思われる。深さ40cmを測る。 SK79の平面形は長軸170cm,短軸60,......,80cmの楕円形で，

深さ30,......,40cmを測る。 SK79の断面観察では北側から南側にかけてやや斜行しているように

見える。 SK79は小指大の円礫や拳大の角礫，さらに拳大の粘土ブロックがまばらに混入す

る。また，遺物の出土も多い。

〔堆積土〕 S K58は2層に分層される。 SK79は8層に分層される。 SK79のI・3・4層は黒色の
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シルトで，角礫・粘土ブロック・遺物などが多く出土しており，炭化物の混入も多い。

〔新1日関係〕 S K79はSK57・S K58より新しい。

〔出土遺物〕 S K58からは瀬戸の平碗 l点・縁釉小皿 l点，珠洲播鉢 l点，査器系壷 l点，鉄製品の

釘2点・刀子2点，鉄滓2点，銅銭2点，銅滓 l点が出土している。

S K79からは青磁碗 l点，珠洲の壷甕 l点・捕鉢9点，査器系の壷 l点・壷甕3点，鉄製

品の釘14点・締金具 l点，銅銭6点が出土している。なお，図中には角礫や遺物の出土状況

を示した。
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丁
翌
饂

5

炉
種
風•? 

器
鉢
甕
一
鉢
箸
＿
鉢

火
壷
播
火
播

備考
内面ナデ，外面ースタンプ文， （口径36cm)
内面ナデ，外面—平行叩き
4類，内面卸且内外面ロクロナデ，口緑内傾面取りあまく無文， 3点接合， （口径36cm)
欠損，長さ15.0cm,幅0.4~0.9cm,厚さ0.6cm,重量2.4g
内面—全面に卸且外面ーロクロナデ・指突痕， （底径13cm)

整理No.
2858 
1796 
1800ほか
1807 
1818 

第102図 SK55・56・79土坑出土遺物
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

凸 SK79 珠洲 揺鉢 5 類，内面—卸目，内外面ーナチ， 口縁払］傾面取りで櫛目波状文，（口径38cm) 1815 
珠洲 播鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーナデ， 口縁ー水平面取りで無文， （口径32cm) 3016 

］ 
珠洲 揺鉢 内面卸目，内外面ナチ 2869 
珠洲 揺鉢 内面—卸目が摩滅，外面ーナデ 3017 
珠洲 播鉢 内面卸目，内外面ナデ， 2点接合， SK58と遺物接合する。 2867ほか
珠洲 播鉢 内面卸目が摩滅外底静止糸切り，胎土ー酸化軟質で黄褐色，（底径13cm) 3140 
珠洲 播鉢 内面卸目，外底ー静止糸切り，外面—ナデ，（底径14cm) 3117 
珠洲 播鉢 内外面ーナデ 3139 
梵器系陶器 壷 信楽 2864 
梵器系陶器 壷甕 内面ーナデ 2868 

□ 兌器系陶器 壷甕 内面ーナデ 2865 

噂 鉄製品 締金具 直径3.2cm,厚さ0.8cm,重量0.8g 2877 
青磁 碗 龍泉窯系Dl類，端反無文，（口径15cm) 2863 

~ H '" 
SK58 瀬戸 縁釉小皿 後11期，内面ー露胎，二次被熱あり， （口径llcm) 2861 

瀬戸 平碗 後m期 2862 
溌器系陶器 壷 内外面ナデ 2866 
鉄製品 刀子？ 長さ16.lcm,幅I7~19cm, 厚さ06cm,重量3.9g 3021 
鉄製品 刀子 欠損，長さ9.6cm,幅1.2~1.Scm,厚さ0.4cm,重量1.7g 1820 

第103図 SK79・58土坑出土遺物

- 143 -



S E04井戸（第104-106図）

〔位搬〕本調査区西側の中央， X76.50-76. 56, Yl7. 64-17. 70グリットに位附する。

〔形態・規模〕掘り方は長軸260cm,短軸250cmの不整な円形で，深さ150cm以上を測る。底面に方形

を呈する井戸枠材が確認された。 4隅には 1辺15cmほどの角材（隅柱）を配して，横桟で角

材を補強し，横桟の外側に縦板材を配置している。井戸枠の規模は 1辺100cmを測る。縦板

材は厚さ約2cmほどで，長さ20-50cmほどの板材が1面に2-3ヶ使用されている。井戸枠

材を取り上げていないので，正確な深さは不明である。なお，井戸枠材の西側部分は腐朽の

ために残っていなかった。

〔堆梢土〕 13層に分層される。上層（あ～く層）は井桁を抜き取った穴を埋め戻した二次的な埋土で

あり，粘士ブロックや拳大の角礫，中近世の遺物等が多数混入していた。下層には井戸枠埋

土の堆積土が途中まで立ち上がる様子を確認することができた。井戸枠内の底面から肥前磁

器が出土している。また，底辺からわずかに湧水が見られた。全体に保水性はあるが，しま

りのない砂質土が堆積している。

〔新1日関係〕 S K57・S K74・S K75・S K78・S 008よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは中近世の陶磁器及び鉄・銅製品が出土している。近世では肥前磁器の碗13

点・皿14点・猪口 l点・壷瓶l点・不明2点，肥前陶器の皿8点・揺鉢7点が出土している。

中世では瀬戸の平碗2点・豆皿l点・縁釉小皿l点，珠洲播鉢4点，査器系壷l点が出土し

ているが，これらは混人したものである。その他に鉄製品の釘17点・火箸 l点・刀子2点・

楔2点，鉄滓3点，銅銭，骨片等が出土している。肥前陶磁の年代から， 17世紀後葉に廃棄

された近世井戸であることが明らかとなった。なお，図中には角礫と粘土ブロックの出土状

況のみ示している。

S K59士坑（第104・106図）

〔位置〕本調査区の西陪中央， X76.50"-'76. 56, Y 17. 62,.,_, 17. 64グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は西壁に接して不明であるが，南北170cmで，深さ約60cmを測る。恐らく楕円

形を呈するものと推される。遺構検出段階で，拳大の角礫と炭化物がまとまって出土してい

る。形態・規模から土壊墓の可能性も十分考えられる。

〔堆積土〕 11層に分層される。 1 ,.,_, 3層は黒褐色の砂質土で主に角礫が出土している。 4層は黒色の

炭化物を多量に含んでいる。 5・6層は地山砂に似た黄（褐）色の砂層が混入する。底辺に

近い7,.,_, 11層は黒褐色の砂質士及びシルトとなっている。

〔新1日関係〕 S D 08・S D 09・S P 348よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸の折縁深皿l点，珠洲摺鉢l点，鉄釘l点，銅銭3点が出土している。

なお，図中には角礫の出土状況のみ示している。

S K62土坑（第104・106図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.50,.....,76. 54, Y 17. 70,....., 17. 72グリットに位搬する。

〔形態・規模〕平面形は長軸125cm,短軸90cmの不整な楕円形で，深さ約60cmを測る。
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〔堆積士〕 5層に分層される。 1・2層は暗褐色の砂質士で，中央の3層には，地山砂に対応する浅

黄色の砂層が帯状に堆積する。また，底面に近い4・5層には炭化物を少量含んだ黒色のシ

ルトが堆積している。埋土中には拳大の角礫を少量含んでいる。

〔新1日関係〕 S K74よりも古い。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲掴鉢 l点，鉄製品の釘4点・火箸?1点が出土している。なお，図中

には角礫の出士状況のみ示している。

S K74土坑（第104・106図）

〔位置〕本調査区西側の中央， X76.50,....,76. 54, Y 17. 68,...., 17. 72グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は SE04に大きく壊されており不明であるが，南北135cmで，深さ約55cmを測

る。恐らく楕円形を星するものと推される。

〔堆積土〕 6層に分層される。 3層以外は黒褐色主体の砂質土で，また6層のみシルトとなる。各層

ともに炭化物を少量含んでいる。

〔新1日関係〕 S E04よりも古く， S K62よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは瀬戸の碗型鉢I点，珠洲の壷甕 l点，鉄釘2点，鉄滓l点，銅銭 l点が出

土している。

S K75土坑（第104・106図）

〔位置〕本調査区西側の南競寄り， X76.48,......,76. 52, Yl7. 64,......,17. 68グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は SE04に大きく壊されており不明であるが，東西140cmで，深さ約70cmを測

る。

〔堆積土〕 8層に分層される。上層 (1,..,_, 4層）は暗褐色主体の砂及び砂質土であり，下層 (5"-'8

層）は黒褐色の保水性・しまりのあるシルトになっており，大きく上層と下層で異なる。な

お，各層ともに炭化物が微量に混入している。

〔新1日関係〕 S E04・S 007よりも古<, S K78よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲揺鉢 l点，鉄釘 l点が出土している。
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SFJ)I• SK75層位
ぬ 土色 土質 埋土分類 備考
あ !OYRJ/2黒褐色 砂質土 井戸削抜き取り穴 炭化物（小～灼雇量，皐大璽粘土プロック混入
い 10YR'3/1黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
う 10YR3/2果褐色 砂質土 炭化物（小）徴旦混入
え !OYR位灰黄褐色 砂質土 炭化物（小～大）微量混入
お 10YR4/31こぶい黄褐色 砂質土 炭化物（小～中）微量混入
か 10罪辺黒褐色 ややシルト 炭化物（小）微量混入

SE04 
きく lOlOYRYR加船氣1ご褐ぶ色い黄褐色 や砂や質シル土ト 炭炭化化物物 （（小小）） 微微量量混混入入

1 !OYR位灰黄褐色 砂質土 井戸枠埋土 炭化物（小）微量，無褐色シルト粒状に混入
a 10YR4/3Iこぶい黄褐色 砂 井戸属り方土 炭化物（小）徴量混入
b !OYR位灰黄褐色 砂 炭化物（小）微量混入

d c 10lOYRYR4/2的灰に裳ぶ褐い黄色褐色 やや秒シルト 炭炭化化物物 （（小小）～微中）量微混量入混入

I IOYR2/3熙褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
2 lOYRJ/3陪褐色 砂質土 炭化物（小～中）微量混入
3 10YR~4褐色 砂 炭化物（小）微量混入

SK75 4 lOYKl/4賠褐色 砂 黄褐色砂粒状に混入
5 10YR3/2黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）微量混入
6 10叩 1果褐色 シルト 炭化物（小～中）微量涅入
7 lOYI迅2黒褐色 ややシルト

炭炭化化物物 （（小小）） 微微量量混混入入
8 !OYR如氣褐色 シルト

SK62阿位

2.5m No. 土 色 土質 備 考
I IOYR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小）徴量混入
2 10YR3/3暗褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
3 2.5YR7/4浅黄色 砂
4 10YR2/l黒包 シルト 炭化物（小～中）少塁混入
5 lOYRl.7/1黒色 シルト 炭化物（小）少量，拳大の礫XI混入

SK74層位
No. 土 色 土質 備 考
I IOYR2/2黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少量混入
2 10YR3!2黒褐色 砂質土 炭化物（小～大） 5%混入
3 10YR6/6明黄褐色 砂
4 10YR3/l黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）少塁混入
5 10YR3几黒褐色 砂質士 炭化物（小～中）少里混入
6 10YR2/3黒褐色 ややシルト 炭化物（小）微は混入

SK59・SP348層位

No. 土 色 土質 備 考
I IOYR2/2黒褐色 砂質士 炭化物（小）微量混入
2 10YR2/3黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入
3 10YR212黒褐色 砂質土 炭化物（小～中）微呈混入
4 10YR2Jl黒色 ややシルト 炭化物（小）多量混入
5 10YR3/3暗褐色 砂質土 しまりソフト

SK59 6 10YR5/6黄褐色 砂 しまりソフト
7 7 5YR2/2黒褐色 砂質士
8 10YR2/3黒褐色 砂質土 炭化物（小）微量混入， 10YR3!2黒褐色 ややシルト 炭化物（小～中）微量混入
10 7.5YR2/2黒褐色 砂質土 炭化物（小）徴量混入
11 10霊 2黒褐色 ややシルト 炭化物（小）微量混入

SP348 10YR3/3暗褐色 砂質士

第104図 SE04井戸（近世），SK59・62・74・75土坑平面図・断面図
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

口
SE04 肥前磁器 皿 内面—草花文染付蛇の目釉剥ぎ，外面—尚台露胎， 17世紀後葉 3569 

肥前磁器 皿 内面草花文染付， 17世紀中頃 2640ほか
肥前磁器 皿 内面草文染付， 17世紀後菓 1778ほか
肥前陶器 皿 内面銅緑釉， 17世紀後葉 2248 I 5 

肥前磁器 皿 内面草文染付， 17世紀後葉 1770ほか
肥前磁器 碗 全面—白磁釉， 17世紀後葉 2081 
肥前磁器 碗 外面—草文染付， 17世紀後葉 2321 
肥前磁器 猪D 全面—白磁釉，内面—陽刻（環路）， 17世紀後葉 1766ほか
肥前磁器 碗 外面—草文染付， 17世紀後葉 2500 
肥前磁器 碗 外面—草文染付， 17世紀後葉 2253 
肥前磁器 碗 外面—色絵， 17世紀後葉 3565 
肥前磁器 碗 外面—染付， 17世紀後葉 1771 

! 
肥前陶器 香炉？ 外面ー鉄釉， 17世紀後葉 3572 
肥前陶器 揺鉢 口縁部ー内折れ，鉄釉， 17世紀後葉 1773ほか
肥前陶器 盤 内面捌け塗り， 17世紀後葉 1779ほか
肥前陶器 揺鉢 口縁部ー外面に突帯，鉄釉， 17世紀後葉 1776 
肥前陶器 播鉢 内面卸目， 17世紀後葉 1777 
瀬戸 壷瓶 中期．二次被熱あり 3560 
瀬戸 折縁小皿 後］・ 11期，完形品 3559 
瀬戸 縁釉小皿 後 I・II期 1791 

第105図 SE04井戸（近世） 出土遺物
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

i 
SE04 珠洲 播鉢 内面—使用で摩滅，外面—ロクロナデ・指突痕あり，底面—静止糸切り，（底径146cm) 2320 

珠洲 揺鉢 5 類．口縁ー内傾で面取りがあまい・櫛目波状文，内外面—ナデ 2503 
珠洲 播鉢 4類，口縁ー内傾で面取りがあまい・無文 2637 
珠洲 擢鉢 内面—全面に卸目，外面ー自然釉，二次被熱あり 1790 
肥前陶器 揺鉢 内面—全面に卸目・使用で摩滅，外面—ロクロナデ＋縦方向のナデ，（底径14cm) 1772 
鉄製品 刀 欠損，長さ4.4cm,幅3.6~4.2cm,厚さ1.3cm,重量3.0g 1786 
鉄製品 刀？ 欠損，長さ71cm,幅25-3.Scm, 厚さ0.5cm,軍量52g 2504 

干 鉄製品 楔 長さ8.7cm,幅1.8~2.0cm,厚さ1.2cm,重量7.0g 3564 
鉄製品 火箸 保存処理中 2252 

噂 SK62 鉄製品 火箸？ 欠損，長さ15.7cm,幅0.6~0.7cm,厚さ0.6cm,重量2.6g 2844 
珠洲 播鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 2849 

舟 SK59 瀬戸 折縁深皿 後 I・II期，二次被熱あり，（口径32cm) 2519 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，胎土ー還冗軟質で灰白色 1841 

噂 SK74 瀬戸 平碗 後 I・II期，一次被熱あり 2800 
珠洲 壷甕 外面平行叩き 2801 

16 SK75 珠洲 揺鉢 内面卸目，外面ロクロナチ，胎土還元軟質で灰白色 2639 

第106図 SE04井戸（近世）・SK59・62・74・75土坑出土遺物
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炉跡

その他の遺構には， S X04とした炉跡I基が検出されている。炉跡の性格としては，鍛冶炉の可能

性が高いが，判明していない。

S X04炉跡（第107・108図）

〔位置〕本調査区ほぼ中央， X76.46,.....,76. 52, Yl7. 92,.....,17. 96グリットに位置する。

〔形態・規模〕南北175cm,東西155cmの不整な円形或いは馬蹄形を星する。平面には，北から西側に

かけて黄褐色の粘土が帯状に広がっている。また，中心部には南北llOcmx東西80cmの範囲

に小指大～拳大の角礫が多数検出された。断面を見ると，両壁は緩やかに立ち上がり，断面

形は皿形を呈する。深さは50cmを測る。炉床は内面がわずかに窪んだ皿形を星する。炉跡の

廃絶に伴って，角礫で埋め戻した様子がわかる。炉跡は鍛冶炉の可能性が考えられるが，炉

床には鍛冶滓や鍛造剥片などの遺物も検出されず，不確定となっている。また，設慨施設と

して竪穴内に伴うものでもなく，単独で存在したと思われる。

〔堆梢土〕 4層に分層される。地山砂を掘り込んだ後に，黒色のシルト土 (4層）で埋め，さらに炉

競用の粘土で貼り固めている。 1層はSX04を埋め戻した埋土（廃棄土）であり，小指大～拳

大の角礫が多量に混入する。また，拳大～人頭大の粘土ブロックも混入する。さらに， l層

からは11点もの銅銭が出土している。

〔新1日関係〕なし。

〔出土遣物〕埋土中からは角礫に混ざって珠洲の壷甕 1点，査器系壷2点，鉄釘5点，銅銭11点が出

土している。銅銭が多量に出土しており，銅製品鋳造のための原材料として利用された可能

性も想定できる。
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Jib. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

K= 
SX04 姿器系陶器 壷 信楽 2620 

資器系陶器 壷 信楽 2619 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩きの交差，外底—砂底，（底径14.6cm) 2618 

4 SK78 珠洲 播鉢 内面—卸目が摩滅，外面—ナデ 2842 
5 SK147 鉄製品 不明 欠損，長さ4.6cm, 幅0.9~2.7cm,厚さ0.5cm,菫量1.7g 418 
6 SK121 珠洲 播鉢 3類，内外面ーロクロナチ， 口縁ー水平面取りで無文， （口径30cm) 379 

K= 
SK124 白磁 碗 大宰府白磁w類， 口縁ー玉縁状， 4点接合， （口径17cm・器高7.0cm・ 底径8.0cm) 536ほか

青磁 碗 龍泉窯系Bl類，鏑連弁文，（口径16cm) 548 
瀬戸 平碗 後11期， 2点接合，二次被熱あり，（口径16cm) 546ほかロ10 SK123 珠洲 播鉢 3 類，内外面—ロクロナデ，口縁ー水平面取りで無文， 2点接合 650ほか
溌器系陶器 甕 越前．押印文，内面ーナデ 463 
白磁 碗 大宰府白磁w類， 口縁ー玉縁状， （口径17cm) 544 
石製品 砥石 荒砥 541 

第108図 SX04,SK78・121・123・147土坑出土遺跡
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西側拡張区

平成13年10月25B,調査期間の後半になって，本調査区に隣接した西側に新たに南北6.5mX東西

6.5mの拡張区を設定した（以下，「西側拡張区」とする）。西側拡張区を設定した理由は，調査の目的

の1つに歴博段階に想定した領主館の存在を確認する必要があったからである。ただし，領主館の実

態も今だ不明な点が多く，遺構の変遷も含めて今後解明していかなければならないが，当初の想定で

は，南北方向に大規模な区画溝や堀跡，或いは柵列跡が存在する可能性が考えられていた。

調査の結果， S AOIとした柵列跡が南北方向に渡って検出された。 SAOIは幅100cm,深さ150cmを

測る。両壁の立ち上がりも急である。底面に柱穴の痕跡も確認されているので，大規模な柵列跡であ

ると判明した。 SAOlは館跡の西側を区画する柵列の可能性が高いと考えられる。その理由としては，

これまでに第9次調査 (1995年度の市浦村調査分）で検出されたS001 (実際は柵跡）とした南北方

向に伸びる柵跡と規模が類似しており，同時期に存在した可能性が高い。したがって，少なくとも館

跡の範囲は， S AOlとS001 (第9次調査分）の距離，つまり東西130mの規模である可能性が高く

なった。しかし，館跡と言っても，これまで検出された内部の細かな屋敷割りや井戸の配置などを考

慮すると，館跡と言うよりもむしろ屋敷跡と呼ぶべき景観が序々に明らかとなってきた。今後は，遺

構の時期変遷を含めた景観復原に努めていきたい。

なお，西側拡張区では，多数の土坑が検出されたが， S AOI以外の遺構はすべて検出・確認段階

（遺構の段下げ）で調査を終了している。調査方法は検出段階で出土した角礫や遺物等の実測を行い，

角礫や遺物を取り上げて終了している。なお，遺構検出で留めているため，土坑とした遺構には，実

際には井戸の可能性が高いものもあることを付記しておく。以下，主要な遺構の概要を示しておく。

S AOI柵列跡（第109図）

〔位置〕西側拡張区の東寄り，南北方向に仲びる。 X76.52"-'76. 62, Yl7. 56"-'17. 60グリットに位置

する。

〔形態・規模〕輻100cm,深さ150cmを測る。両墜の立ち上がりも急である。底面に柱穴の痕跡も確認

され，柵列跡であると判明した。ただし，調査はSAOIの北側半分だけ完掘を行い，南側半

分はSKl60やSKl61の土坑に壊されているので，調査を行っていない。

〔堆稽土〕黒褐色と黄褐色の薄い砂層やシルト土が互層になって堆稽しており，人為的な堆梢状況が

窺える。

〔新旧関係〕 S Kl39・S Kl37・S Kl60・S P353よりも古い。なお，底面で検出されたSP349・S 

P350・S P354は柵列にともなう柱穴と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中からは珠洲揺鉢 l点，用途不明の鉄製品 l点が出土している。

S Kl28土坑（第109・110・112図）

〔位置〕西側拡張区の北寄り，北競に接する。 X76.58,......,76. 62, Y 17. 50,......, 17. 54グリットに位置する。

〔形態・規模〕調査区北懐にわずかに接しているが，平面形は円形を呈するものと推される。東西の

長さ140cmを測る。拳大の角礫が多数混入している。

〔新1日関係〕 S Kl42よりも新しい。
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〔出士遺物〕埋士上面からは瀬戸平碗2点，珠洲捕鉢4点，瓦質士器の火鉢l点，充器系壷 l点，銅

銭6点，軽石l点が出土している。

S Kl29土坑（第109・110・112図）

〔位置〕西側拡張区の西寄り，西競に接する。 X76.55,...,_,75_ 60, Y 17. 45,...,_, 17. 50グリットに位置する。

〔形態・規模〕調査区西壁の半分ほどが接しているため，平面形は判明しないが，円形或いは楕円形

を呈するものと推される

〔新1日関係〕 S Kl41より古<, S K 130・S K 143よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土上面からは珠洲の壷R種 l点・播鉢1点，鉄釘3点，銅銭2点，鉱滓l点が出土し

ている。

S Kl30土坑（第109・110・112図）

〔位置〕西側拡張区の西寄り， X76.54,...__,75_ 58, Y 17. 48"-'17. 52グリットに位置する。

〔形態・規模〕南北120cm,東西110cmの不整な円形を呈する。拳大の角礫がわずかに混入している。

〔新1日関係〕 S Kl29より古<, S Kl31よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土上面からは瀬戸の壷瓶l点，珠洲揺鉢l点，砥石 l点，鉄釘l点，銅銭5点が出土

している。

S Kl31土坑（第109・110・112図）

〔位搬〕西側拡張区の西寄り，西壁に接する。 X76.52"-'76. 56, Y 17. 46"'17. 50グリットに位附する。

〔形態・規模〕調査区西壁に接し，なおかつSKl30に壊されているので，平面形は定かではない。

〔新［日関係〕 S Kl30・S Kl43よりも古い。

〔出士遺物〕埋士上面からは珠洲捕鉢l点，砥石 l点，鉄釘l点，炭化した骨片?2点が出士してい

る。

S Kl32土坑（第109,......,111図）

〔位置〕西側拡張区の南西寄り， X76.50,......,76. 54, Y 17. 45,......, 17. 50グリットに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸165cm,短軸115cmの楕円形を呈する。上面には拳大の角礫や粘土ブロッ

クがまばらに混入している。

〔新1日関係〕 S Kl33よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土上面からは瀬戸の擢鉢型小鉢l点，珠洲の壷甕3点・掴鉢2点，瓦質土器の擢鉢2

点，鉄製品の釘2点.71子l点，銅銭3点，炭化した骨片?1点が出土している。

S Kl33土坑（第109・110・112図）

〔位置〕西側拡張区の南西隅で，西壁と南壁に接する。 X76.48......,76. 54, Yl7. 44......,17. 48グリットに

位骰する。

〔形態・規模〕西壁と南壁に接するため，全体の平面形は定かではないが，南北で205cmを測る。上
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面には拳大の角礫や粘士ブロックがわずかに混入している。形態・規模等から井戸の可能性

も考えられる。

〔新1日関係〕 S Kl32よりも古い。

〔出土遺物〕埋土上面からは珠洲捕鉢2点，銅銭 l点が出土している。

S Kl34土坑（第109・110図）

〔位置〕西側拡張区の南寄り，南壁に接する。 X76.48,.....,76. 52, Y 17. 48,....., 17. 54グリットに位搬する。

〔形態・規模〕調査区南壁に接し，なおかつSKl35に大きく壊されている。そのため全体の平面形

は定かではないが，形態・規模等から井戸の可能性も考えられる。

〔新1日関係〕 S Kl35よりも古い。

〔出土遺物〕埋土上面からは鉄釘 l点，銅銭 l点が出土している。

S Kl35土坑（第109・110・112図）

〔位置〕西側拡張区の南寄り，附競に接する。 X76.46,......,76. 50, Y 17. 50,......, 17. 56グリットに位置する。

〔形態・規模〕調査区南懐によって遺構の半分以上が不明となっている。そのため全体の平面形は定

かではないが，形態・規模等から井戸の可能性も考えられる。

〔新1日関係〕 S Kl34よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土上面からは珠洲壷 l点，鉄釘2点が出土している。

S Kl36土坑（第109・110・112図）

〔位置〕西側拡張区のほぼ中央， X76.54,,.,_,75_ 56, Y 17. 50,,.,_, 17. 54グリットに位慨する。

〔形態・規模〕東西100cm,南北75cmの楕円形を呈する。埋土に炭化物の混入が多い。

〔新1日関係〕 S P368に切られている。

〔出土遺物〕埋土上面からは鉄皿?1点，銅銭5点が出土している。

S Kl37土坑（第109・110・112図）

〔位置〕西側拡張区の東寄り， X76.50,.....,76. 56, Yl7. 56,.....,17. 58グリットに位置する。

〔形態・規模〕南北95cm,東西76cmの楕円形を里する。埋土に炭化物の混入が多い。また，拳大の角

礫もわずかに混入する。

〔新1日関係〕 S Kl60よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土上面からは瀬戸の平碗 I点・碗型鉢 l点，鉄釘 l点が出土している。

S Kl40土坑（第109・110図）

〔位置〕西側拡張区の北寄り， X76.56,..,.,76. 60, Yl7. 52,..,.,17. 56グリットに位置する。

〔形態・規模〕南北90cm,東西65cmの楕円形を星する。

〔新1日関係〕 S P 363・S P 364・S P 365より新しい。

〔出土遺物〕埋土上面からは銅銭2点が出土している。
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S Kl41士坑（第109・110・112図）

〔位搬〕西側拡張区の西寄り， X76.56"-'76. 60, Y 17. 48,...__, 17. 52グリットに位附する。

〔形態・規模〕南北138cm,東西120cmの不整な円形を呈する。拳大の角礫が多数混入する。

〔新1日関係〕 SK129・SP374よりも新しい。

〔出土遺物〕埋土上面からは瀬戸の天目碗2点，珠洲の壷甕 l点・捕鉢l点，査器系壷l点，鉄釘2

点，銅銭 l点が出土している。

④ 
＇ ll 3.0m 
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1,.=16.60 

＼ - / □竺 ⑭ SK129 
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臼 '' ＼ 屯u~, )
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2 ＠ 
I I 

0 (f;: り咄ー'~怠

/— SK135~ Q 0 6m 
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第109図西側 、.... 面角礫出土状況拡張区 中世這構
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.>， SK132 珠洲 揺鉢 2 類，内面—卸目，内外面ーナデ， 口縁ーやや外傾面取りで無文， （口径31cm) 3374 
瓦質土器 播鉢 内面卸目，（日径32cm) 3372 
珠洲 壷甕 外面—平行叩き 3368 
珠洲 壷甕 内面内容物付着，外面平行叩き 3369 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 3370 
鉄製品 刀子 欠損，長さ5.7cm,幅1.6~1.Scm,厚さ0.7cm,童量12.2g 3382 

□ 瀬戸 播鉢型小鉢 後1I期，鉄釉，片口，（口径16cm) 3380 

~ 8 
SK141 瀬戸 天目碗 後11期，鉄釉， 2点接合，（口径14cm) 3337ほか

瀬戸 播鉢型小鉢 後1I期， 内底ー露胎， （底径70cm) 3339 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外而—平行叩き 3336 
珠洲 播鉢 4 類，内面—卸目，内外面—ナデ， 口縁ー内傾面取りで無文 3335 

第111図 西側拡張区 SK132・141土坑 出土遺物

-157 -



SK128 

,' 

~,3 
ー）

／
 SK129 

¥ l,J /
 

!,' 
, I¥ ,,、タ

口＼
SAOl 

8
 

□

ロニ

SK131 

~-=~r-
゜
戸 cm

ロ［口2

c-7 

SK133 

SK135 , ・「―•-·•[:"-ヤヘ

；／口15
a
 

SK136 I 

二□［, 16 

~・'..... , ャ，
’’｀ヽ“戸_.. ，、

,・- . ~ 心

ヤ.,.. ,,. ・~ ふ.. -

汀t;J!
SKl~D!J9 

／
 □ ~l]~ 

「三

SK137 

□/ 
~/,; 

l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

凸 SK128 珠洲 揺鉢 5類，内外面4コクロナデ， 口縁ー内傾面取りで櫛目波状文， 2点接合， （口径32cm) 3328ほか
珠洲 播鉢 4 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー内傾面取りで無文 3327 

R= 珠洲 揺鉢 5 類，内面—卸目，内外面4コクロナチ，口縁沐］傾面取りで櫛目波状文 3330 
瀬戸 平碗 後II.町期，一次被熱あり 3331 

~ SK129 珠洲 壷R種 外面—ケズリ，外底ー静止糸切り＋ケズリ，一次被熱あり，（底径8.6cm) 3349 
珠洲 播鉢 2類，内外面ーロクロナデ， 口縁ーやや外傾面取りで無文， （日径30cm) 3350 

H-SAO! 珠洲 壷 内外面—ロクロナデ，外底ー静止糸切り，（底径11cm) 3387 
鉄製品 不明 一角形状，長さ3.7cm,幅1.9~2.lcm,厚さ0.7cm,重量1.6g 3388 

ht--SK130 瀬戸 壷瓶 中期，内面—回転指ナデ 3352 
珠洲 揺鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 3351 

□ 石製品 砥石 仕上げ砥 3359 

噂 SK131 石製品 砥石 仕上げ砥 3360 
珠洲 播鉢 内面—卸目が摩滅，外面ーロクロナデ，（底径13cm) 3362 

14 SK133 珠洲 揺鉢 1類．内外面ーロクロナデ， 口縁ー外傾而取りで無文，器壁薄い 3383 
15 SK135 珠洲 亜- 内面当て具痕，外面ヘフ描文 3312 
16 SK136 鉄製品 皿？ 欠損．長さ6.3cm,幅1.3~2.Scm,厚さ0.8cm,重量l.Og 3302 

玉— SK137 瀬戸
碗型鉢 後］・ 11期 3313 

瀬戸 平碗 後II.皿期 3314 

第112図 西側拡張区 SK128~137, S017溝 出土遺物
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その他の遺構出土遺物（第108・113,--.,117図）

ここでは，これまでに説明が行われなかった遺構内の出土遺物について記述する。主に土坑や柱穴

から出土した遺物である。なお，実測図は遺構から出土した一部の遺物だけ掲載している。

く土坑＞（第108・113・114図）

S Kl7 

埋土からは図示した瀬戸の天H碗 l点が出土している。

S K35 

埋士上面からは鉄釘 l点，銅銭 I点が出士している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S K50 

埋土上面からは鉄釘l点が出土している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S K76 

埋土からは珠洲の壷甕 l点が出土している。

S K78 

埋土からは珠洲揺鉢l点が出土している。

S K80 

埋土からは珠洲の壷甕 l点，査器系壷 l点が出土している。

S K97 

埋土からは瀬戸平碗l点，珠洲揺鉢l点，査器系の壷 l点・甕 l点，瓦質土器の風炉l点，鉄釘l

点，鉄滓l点が出上している。

S K98 

埋士上面からは鉄釘l点が出士している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S KIOI 

埋土上面からは瀬戸の袴腰形香炉l点，珠洲の壷甕l点，査器系壷l点，鉄釘2点が出土している。

なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kl02 

埋土からは資器系の壷 l点・壷甕 l点，鉄釘2点，銅銭 l点が出土している。

S Kl06 

埋士上面からは珠洲の壷甕 l点，鉄製品の釘5点・用途不明 l点，メノウ石 l点が出士している。

なお，遺構内の調査は行っていない。

S KllO 

埋土からは青磁碗l点，珠洲捕鉢2点，鉄釘l点，鉄滓l点，銅銭l点が出土している。そのうち，

珠洲棚鉢を図示している。

S Kill 

埋土からは鉄製品の釘9点・鉤?I点，銅銭2点が出土している。そのうち，先端が鉤状を星する

鉄製品を図示している。名称或いは用途等は不明である。
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S Kll3 

埋土からは珠洲の壷R種 l点，砥石2点，鉄製品の釘4点・刀子 l点が出土している。そのうち，

砥石と刀子を図示している。

S Kll4 

埋土からは珠洲捕鉢 l点と鉄釘 I点が出土している。そのうち，珠洲捕鉢を図示している。

S Kll5 

埋土からは瀬戸の卸皿l点，珠洲揺鉢l点，鉄製品の釘3点・用途不明 l点が出土している。その

うち，珠洲揺鉢，用途不明の鉄製品を図示している。

S Kll6 

埋士上面から鉄釘2点，銅銭 l点が出士している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kll8 

埋土上面からは銅銭2点が出土している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kll9 

埋土上面からは図示した珠洲棚鉢 l点が出土している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kl21 

埋土上面からは珠洲揺鉢2点，銅銭 l点が出土している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kl22 

埋土上面からは青磁碗 l点が出土している。なお，遺構内の調杏は行っていない。

S Kl23 

埋土上面からは白磁碗 l点，珠洲擢鉢3点，査器系甕 l点，砥石 l点，鉄釘3点，銅銭 l点が出土

している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kl24 

埋士上面からは青磁碗 l点，瀬戸の平碗 l点，白磁碗2点，鉄釘8点，銅製品の銭 l点・用途不明

l点が出土している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kl42 

埋土上面からは珠洲播鉢l点，用途不明の鉄製品が出土している。なお，遺構内の調査は行ってい

ない。

S Kl43 

埋土上面から銅銭 l点が出上している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kl47 

埋土上面から用途不明の鉄製品 l点が出土している。なお，遺構内の調査は行っていない。

S Kl51 

埋土上面からは査器系の壷甕 l点，用途不明の鉄製品 l点が出土している。なお，遺構内の調査は

行っていない。
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＜溝＞（第114図）

S 001 

埋土からは青磁碗 l 点，白磁皿 5 点，瀬戸の縁釉小皿 l 点・卸皿 l 点• 仏供l点，珠洲の壷 l点・

壷R種2点，査器系壷l点，鉄製品の釘15点・鍋?I点，土錘l点，銅銭2点，骨片が出土している。

ここでは主な遺物を図示している。

S 002 

埋土から鉄釘l点が出土している。

S 003 

埋土からは珠洲壷甕 l点・捕鉢l点，鉄釘2点が出土している。そのうち珠洲2点を図示している。

S 004 

埋土からは瀬戸の平碗 l点，珠洲壷甕 l点，鉄製品の釘3点・用途不明 l点が出土している。その

うち，瀬戸・珠洲の2点を図示している。

S 008 

埋土からは図示した査器系の壷甕 l点が出土している。

SDll 

埋土からは査器系壷 l点，鉄釘 I点が出土している。

S 018 

埋土からは珠洲捕鉢l点，鉄釘l点。銅銭 l点が出土している。

＜柱穴＞（第115,.....,117図）

柱穴からの出土遺物も多く，多岐にわたっている。ここでは実測図及び観察表に譲ることにしたい。
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SKllO 珠洲 揺鉢 内面卸目，内外面ロクロナデ，口縁ー内傾面取りで無文， 3点接合，日径34cm・(器両12.8cm)・底径14.5cm 408ほか
2 SK111 鉄製品 鉤？ 保存処理中 425 
3 SK114 珠洲 揺鉢 3 類．内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文，胎土ー酸化軟質で黄橙色 366 
4 SK119 珠洲 播鉢 3 類，内外面—ロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文， （口径28cm) 443 

K= 
SK113 石製品 砥石 中砥 427 

石製品 砥石 仕上げ砥 428 
鉄製品 刀子 欠損，長さ9.3cm,幅1.8~2.0cm,厚さ0.9cm,重量52.6g 424 

第113図 その他の遺構出土遺物 (1) SK110・111・113・114・119土坑
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

口
SDOl 白磁 皿 白磁D群，口径12.6cm・ 器両3.2cm・ 底径4.5cm 327 

白磁 皿 白磁D群， （口径11cm) 326 
白磁 皿 白磁D群， （口径10cm) 3389 
瀬戸 仏供 後 I・II期，内面ー露胎，一次被熱あり， （口径12cm) 3088 

； 
瀬戸 縁釉小皿 後期，（口径12cm) 348 
青磁 碗 龍泉窯系D類 359 
白磁 皿 白磁D群 3089 
瀬戸 卸皿 後期，内面—卸目，全体に摩滅 357 
珠洲 壷R種 内外面ーロクロナデ， 4点接合，二次被熱あり 350ほか
査器系陶器 壷 信楽 347 
珠洲 壷 印花文 328 □豆― 鉄製品 鍋？ 口縁？，長さ4.9cm,幅3.0~3.6cm,厚さ0.6cm,重量22,8g 346 

戸 土製品 土錘 縦3.3cm,横4.8cm, 径— 360 

書 SD03 珠洲 播鉢 内面卸目，外面—ロクロナデ，胎土還元軟質で灰色 448 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 451 

予 SD04 珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き，器壁薄い 1289 
瀬戸 平碗 後 I・II期，二次被熱あり 1262 

18 SDOS 梵器系陶器 壷甕 越前，内面—内容物付着 2843 
19 SK17 瀬戸 天目碗 後 I・II期，鉄釉 324 
20 SK19 瀬戸 折縁深皿 後1I期， （口径33cm) 325 

> 土師器 ID! 手づくね，凩都系かわらけ，（口径16cm) 3391 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 3392 

23 SK30 珠洲 揺鉢 内面ー摩滅，外而—ロクロナデ， （底径14cm) 828 

噂— SK41 瀬戸 碗型鉢 後］・ 11期，二次被熱あり 924 
瀬戸 天目碗 後m期，鉄釉，外底ー内反り高台・ さび釉， （底径4.2cm) 1283 

噌— SK115 珠洲 播鉢 3 類，内外面—ロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 3093 
鉄製品 不明 長さ6.4cm,幅l.5~2.5cm,厚さ0.4cm,重量3.0g 402 

第114図 その他の遺構出土遺物 (2) SD01・03・04・08溝，SK17・19・30・41・115土坑
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SPOS 中国陶器 亜- 内面—ナデ，外面—鉄釉 304. b 
2 SP32 青磁 碗 龍泉窯系Dl類，端反無文，二次被熱あり，（口径16cm) 456 
3 SP35 珠洲 亜甕 外面—平行叩き，器壁うすい 2531 
4 SP38 瀬戸 天目碗 後 1期，鉄釉，（口径13cm) 1481 
5 SP30 荒器系陶器 甕 越前，内面—ナデ， 2点接合 444ほか
6 SP33 石製品 砥石 仕上げ砥 472 
7 SP35 珠洲 壷甕 外面—平行叩き，器壁うすい 753 

H-SP38 石製品 玉 全体に研磨 1480 
珠洲 壷甕 内面—ナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 749 

噂
SP42 鉄製品 指突具 長さ12.0cm,幅0.8~1.4cm,厚さ1.0cm,重量37.0g 780 

珠洲 壷R種 内面—ロクロナデ，外面—刻文か？ 779 
12 SP40 瀬戸 縁釉小皿 後］・ 11期， （口径llcm) 751 
13 SP56 青磁 碗 龍泉窯系Dl類，端反無文，（口径16cm) 785 
14 SP84 珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 1009 
15 SP94 査器系陶器 壷 信楽，内面—ケズリ，外面ーナチ 1410 
16 SP54 梵器系陶器 壷 越前，内面—ナデ，外面ー自然釉， 2点接合 3403ほか
17 SP45 珠洲 壷 782 
18 SP88 珠洲 壷甕 外面平行叩き 1010 
19 SP93 珠洲 播鉢 5 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ，口縁沐］傾面取りで櫛目波状文 1405 

予20 SP94 姿器系陶器 壷 信楽， 内面ーナデ 1407 
資器系陶器 壷 信楽，内面—ナデ 1411 
中国陶器 壷 2点接合 1412ほか

pt 25 
瓦質土器 火鉢・風炉 頸部 1406 
梵器系陶器 壷 信楽，内面ーナデ， 2点接合 1409ほか
荒器系陶器 亜- 信楽，内面—ナデ， 3点接合 1413ほかi 汲

SP95 査器系陶器 壷 信楽， 内面ーナデ 2058 
荒器系陶器 亜- 信楽，内面—ナデ 2057 
青磁 坪 龍泉窯系BO類 1414 
姿器系陶器 亜- 信楽，内面—ナデ 2676 
溌器系陶器 壷 伯楽．内面—ナデ，外底ー未調整， 4点接合， （底径17cm) 2675ほか

第115図 その他の遺構出土遺物 (3) SP05~95柱穴
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

K= 
SPlOO 珠洲 播鉢 3類．内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 731 

青磁 碗 龍泉窯系Bl 類，外面—鏑連弁文 1484 
珠洲 襦鉢 内外面ロクロナデ 730 

4 SP121 珠洲 揺鉢 内外面—ロクロナデ 1916 
5 SP102 瀬戸 平碗 後期，一次被熱あり，（口径16cm) 1822 
6 SP142 荒器系陶器 壷甕 越前，内面—ナデ，外面—自然釉 3462 
戸 珠洲 揺鉢 内面卸目，外面—ロクロナデ 1857 
8 SP47 瀬戸 花瓶 中皿 ・N期，口縁部，一次被熱あり，（口径4.0cm) 3402 ， SP167 中国陶器 壷 内而—ナデ，外而—鉄釉 1866 
10 SP102 珠洲 壷甕 内面ーナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 1821 
11 SP106 珠洲 播鉢 3類，内外面4コクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 1823 

噌— SP174 瓦質土器 風炉 風門あり，外面—スタンプ文 1421 
荒器系陶器 壷 信楽，（口径14cm) 2586 

14 SP150 珠洲 揺鉢 内面卸目が摩滅外面ロクロナデ，胎土還元軟質で灰色 1861 
15 SP166 梵器系陶器 壷 信楽 1865 
16 SP164 瓦質土器 火鉢・風炉 内面—ナデ，外面—ミガキ，胎土ー黄橙色，脚部 1862 
17 SP173 中国陶器 壷 内面ーナデ，外面ー鉄釉， 2点接合 3151ほか
18 SP171 梵器系陶器 壷 2点接合，（底径15cm) 3463ほか
19 SP193 姿器系陶器 甕 越前， 内面ーナデ 2617 
20 SP197 珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩きの父差 3406 
21 SP189 珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 2270 
22 SP192 青磁 碗 龍泉窯系 2417 

噌23 SP194 梵器系陶器 壷 信楽， 内面ーナデ 2632 
荒器系陶器 亜- 信楽，内面—ナデ 2634 
査器系陶器 壷 信楽， 内面ーナデ 2633 

~ 28 
SP171 中国陶器 亜- 内面—ナデ，外面—鉄釉 2059 

中国陶器 壷 内面ーナデ，外而—鉄釉 3235 
姿器系陶器 豆-E 信楽，内面—ナデ，外面ー自然釉 3234 

29 SP194 中国陶器 壷 6点接合 2635ほか

第116図 SP100~194 柱穴
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 SP208 青磁 碗 龍泉窯系Bl 類，外面—鏑連弁文，（口径16cm) 3036 
2 SP213 梵器系陶器 壷甕 内面ナデ 3082 
3 SP225 石製品 砥石 荒砥 435 
4 SP250 溌器系陶器 壷甕 越前．内面—ナデ 3149 

~ SP261 珠洲 亜R種 3点接合 775ほか
珠洲 壷R種 内外面ロクロナデ 774 

7 SP220 珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 3080 
8 S!'256 瀬戸 縁釉小皿 後1期， （口径11cm) 3434 ， SP287 珠洲 揺鉢 4 類，内外面—ロクロナデ， 口緑ー内傾面取りで無文 729 
10 S1'251 珠洲 揺鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文， 4点接合， （口径32cm) 3195ほか
11 SP306 瀬戸 平碗 後1I期， （口径16cm) 2112 
戸 珠洲 壷甕 外而—平行叩き 2996 
13 SP254 珠洲 壷甕 外面—平行叩きの父差 3393 
14 S1'257 銅製品 不明 棒状 3440 
15 SP233 鉄製品 不明 ＝角形状，長さ5.5cm,幅l.2~2.7cm, 厚さ0.8cm,重量17.6g 3001 
16 SP247 珠洲 揺鉢 内面卸目 3006 
17 SP246 用途不明 3005 

第117図 その他の遺構出土遺物 (5) SP208~247 柱穴

- 166 -



≪上面遺構≫(第118,....,120図）

上面遺構では確実に近世とする遺構は SE04井戸だけであ

る。ちなみに井戸の年代は廃棄された陶磁器の年代から17世紀

後葉に比定されている。

ているが，調有区東側では，近世遺構の広がりは全く確認され

ていない。

その他，調査区が旧十三小学校の校舎に隣接した畑地である

ことから， I日校舎解体に伴なってコンクリートを含む廃材が捨

てられた廃棄土坑（撹乱）や，近世以降に畑地として利用され

ていたことから，畑耕作に伴なう士坑 (SKOl,......,05)や井戸跡

がわずかに検出されている程度である。なお，

いては，別項（第104,,.,_,106図）で記載しているので，省略する。

その他の遺構及び撹乱については，その埋土に基本層序の第

I層が混入しており，極めて新しい時期（近現代？）の遺構と

また，先述したように撹乱としたものには，

リートの廃材を含んでおり，旧校舎の解体及び立て替え工事に

伴って掘り込まれた廃棄土坑であろう。昭和以降の時期として

S E04井戸につ

思われる。

捉えることができる。

ここでは上面遺構の中で，

おきたい。規模は南北310cm,東西220cmを測り，北側に幅100cm,

長さ100cm以上の張り出し部（出人り口）を持っている。深さは

S I 01竪穴遺構について記述して

約150cmを測る。両壁は急に立ち上がり，底面は平坦となる。

また，底面の四隅には南北3間分，東西2間分の主柱穴が並ん

しかし，埋土には基本層序の 1層が混入しており，明

らかに新しい時期の遺構であることが分かる。用途等は全く不

明であるが，竪穴遺構が比較的新しい時期まで利用されていた

ことが分かる。なお，第119・120図で示したように，中世遺物

でいる。

の混入が多数見られる。

また，

いない。

で，省略する。

It)。

S E04井戸は調査区の西端に検出され

コンク

S EOI・S E02とした遺構は時期を特定するに至って

S EOIについては別項（第55・56図）で記載しているの

S E02については遺構の完掘までは至っていな

そのため，井戸跡と確定しておらず，形態・規模等から推

S E02の出土遺物には瀬戸浅定しているだけである。さらに，

碗 l点，珠洲捕鉢3点，査器系壷I点，瓦質土器の火鉢・風炉

l点，銅銭 l点が出土しているが，肥前時期の碗皿も 1点

出土しており，少なくとも近世以降の時期に比定されるも

のである。
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第145次調査

y=l7.60 

上面遺構平面図
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l'b. 遣構 種類 器種 備 考 整理No.

H-SIOI 珠洲 襦鉢 5 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー内傾面取りで櫛目波状文， （口径32cm) 3519ほか
珠洲 播鉢 5類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー内傾面取りで櫛目波状文 3520 

i 
珠洲 播鉢 4類，内外面4コクロナデ， 口縁ーやや内傾面取りで無文 3517 
珠洲 播鉢 5類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー内傾面取りで櫛目波状文 3518 
珠洲 播鉢 内而全面に卸目，外而—ロクロナデ 3522 
珠洲 揺鉢 内面—卸目が摩滅，外面—ロクロナデ 3521 
珠洲 播鉢 内面—卸目が摩滅，外面ーロクロナデ，胎土—還冗軟質で灰色 3523 
珠洲 揺鉢 内面全面に卸目，外面—ロクロナチ 3524 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 3525 

［ 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 3514 
珠洲 壷甕 内面ーナデ，外面—平行叩き 3513 
珠洲 壷甕 内面—ナデ，外面—平行叩き 3515 
珠洲 壷甕 内面ーナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 3510 
珠洲 壷甕 内面—ナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 3511 
珠洲 壷甕 内面ーナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 3509 
珠洲 壷甕 内面—ナデ＋当て具痕，外面—平行叩き 3512 
珠洲 壷甕 内底—回転ナデ，外底ー静止糸切り， 2点接合，（底径11cm) 3516ほか

! 
兌器系陶器 壷甕 越前，内外面ーナデ，外面ー自然釉，屑部 3527 
瀬戸 縁釉小皿 後 11 期，内面—!\ケ塗り，（口径12cm) 3503 
瀬戸 縁釉小皿 後1I期，内面ー露胎， 2点接合， （口径12cm) 3502ほか
瀬戸 縁釉小皿 後II.皿期， 内面ー露胎， （底径6.2cm) 3504 
瀬戸 卸目付大皿 後m期 3505 
瀬戸 平碗 後II.皿期， 2点接合， （口径16cm) 3501ほか
瀬戸 盤類 後m期 3506 
中国陶器 天目碗 鉄釉 3483 

第119図 上面遺構出土遺物 (1) S101 
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

口
S!01 白磁 皿 白磁D群， 5点接合， 口径12.7cm・器尚33cm・ 底径4.4cm 3495ほか

白磁 皿 白磁D群， （口径11cm) 3498 
白磁 皿 白磁D群，削り出し輪尚台，（底径4.0cm) 3499 
青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文，底部ー断面四角形， （口径15.4cm・器高6.8cm・ 底径6.0cm) 3490 
青磁 碗 龍泉窯系 3492 
青磁 碗 龍泉窯系 3491 
青磁 碗 龍泉窯系， 2点接合 3481ほか

I 
青磁 碗 龍泉窯系 3493 
青磁 碗 龍泉窯系 3494 
瓦質土器 火鉢 内面—ナデ，外面—スタンプ文 3528 
土製品 土錘 縦3.9cm,横2.9cm,径1.2cm 3489 

噌— SKOl 珠洲 播鉢 内面卸目，外面—ナデ 3532 
瓦質土器 火鉢 底部 3533 

14 SK02 石製品 砥石 仕上げ砥石 303・a 
15 SK03 珠洲 壷R種 内外面ーロクロナデ，底部ー静止糸切り， 2点接合， （底径7.5cm) 3595ほか

予 SK04 兌器系陶器 甕 越前，内面—ナデ 3539 
石製品 砥石 仕上げ砥石 3540 

~ 18 SK05 珠洲 揺鉢 4類，内外面ー摩滅， 口縁ー内傾面取りで無文 3550 
珠洲 播鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ 3549 
珠洲 揺鉢 3 類．内面—卸目，内外面ーロクロナデ． 口縁ー水平面取りで無文， （口径32cm) 3548 
瀬戸 卸皿 後 1I 期，内面—卸目二次被熱あり，（口径14cm) 3546 

第120図 上面遺構出土遺物 (2) S101, SK01 ~05 

-169 -



b 遺構外出土遺物

包含層の出土遺物には，時代的に大きく近世～近現代遺物と中世遺物に大別される。ここでは中世

遺物についてのみ扱うこととする。また，中世遺物には材質の違いによって，土器・陶磁器，銅製品，

土製品，石製品，鉄製品に細別される。以下では陶磁器と銅製品（出土銭貨を除く。）の記述を行う

こととする。また，鉄製品は出土量が多いために，保存処理も進んでいないので，今回は割愛してい

る。なお，掲載した遺物は実測可能で特徴的な遺物に限定している。そのため掲載できなかった遺物

が多数あることを，付け加えておきたい。

く土器・陶磁器＞

包含層出士遺物の多くは，やはり士器・陶磁器である。士器・陶磁器は，生産地の特定や年代比定

が可能な遺物であり，そこから見えてくる遺跡の消長や流通の実態を知る重要な手掛かりとなる。ま

ず，土器・陶磁器は，生産地によって貿易陶磁と国産陶磁に大別される。貿易陶磁には青磁・白磁．

中国陶器，国産陶磁には瀬戸，珠洲，査器系陶器（越前・信楽），瓦質土器，中世土師器などがある。

以下，上記の順に記述する。

【青磁】（第121図）

青磁は碗・皿・香炉の器種が出土している。碗は龍泉窯系碗D類の端反無文タイプが圧倒的に多く，

龍泉窯系碗B1類の鏑連弁文，龍泉窯系碗 I類の劃花文の碗がわずかに見られる。なお，龍泉窯系碗

D類は19のように内底面に印花文を施すものが多いが， 1・16のように体部内面に印花文が施される

タイプも存在している。また，青磁皿 (13)も口縁部が外反するタイプである。 23・24の香炉は口縁

部付近に2条の沈線が見られる。両者ともに二次被熱を受けており，同一個体の可能性がある。 22の

皿は，青白磁釉が施されている。口縁部が内屈しており，瀬戸卸皿の口縁部に類似している。

【白磁】 （第122図）

白磁は皿が出土している。皿は白磁D群とした削り出し輪高台の丸皿がほとんどである。また， 11

の皿は白磁B群とする内面に印花文を持つ枢府磁タイプと呼ばれるもので，大変珍しい。

【中国陶器】（第122図）

中国陶器は鉄釉及び褐釉が施される施釉陶器である。主な器種には天目碗（鉄釉碗），壷，茶入な

ど茶道具などの奢｛多品が出士している。 Iは天目碗の底部である。外底面は内反り高台で，高台周辺

は露胎となる。 2は鉄釉茶入れの体部下半部である。高台周辺が露胎となっている。 3・4は同一個

体と思われる鉄釉壷である。やや小型品である。口縁端部は露胎となっており，体部上位に 1条の沈

線が巡る。

【瀬戸】（第122,...__,124図）

瀬戸製品は，天目碗（鉄釉碗）・乎碗・豆皿・縁釉小皿・卸皿・折縁中皿の碗皿類，小鉢・柄付片口

鉢などの鉢類，直縁大皿の盤類，瓶子・花瓶など壷瓶類，仏供・袴腰形香炉の特殊品など，さまざま
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な器種が出士している。ここでは，瀬戸製品が多岐にわたって多数出士しているので，個々の遺物説

明は省略しておきたい。なお，遺物の詳細については実測図や観察表に譲ることとする。

瀬戸製品の年代別出土量では，古瀬戸の藤澤編年によると，古瀬戸後 I・II期をピークに古瀬戸後

w期古段階までの瀬戸製品が出土している。

【珠洲】（第125"-'127図）

珠洲は播鉢，壷R種（ロクロ壷）などの器種がある。なお， lは口縁部が「＜」の字に大きく外反

する広口壷タイプである。珠洲に見られない器種であり，須恵器系とした。 z,..,_,4は底部に静止糸切

り痕を残すロクロ水挽き成形の小型壷の底部片である。捕鉢は口縁部と底部を中心に多数掲載してい

る。口縁部の特徴から，これらは珠洲の古岡編年によると，珠洲w期からV期の範疇におさまるもの

であり，年代的には13世紀末,..,_,15世紀前半に相当するであろう。また，掴鉢の底部破片は，内底面が

使用により摩滅しているものがほとんどである。さらに，外底面は静止糸切り痕を残すものがほとん

どである。内底面に残る卸目の特徴からは，やはり珠洲W期,..,_,y期の範疇に相当するもので占められ

る。

【査器系陶器】（第128図）

査器系陶器には越前と信楽焼が含まれる。両者の破片を識別するのは難しく，査器系陶器として扱

っている。 1は茶壷の口縁部片であろう。 3は越前と思われるN字状口縁の甕である。

【瓦質土器】（第128図）

瓦質上器には火鉢・風炉の器種がある。火鉢は暖房具，風炉は茶釜を上にのせる茶道具として利用

されたものであろう。実際のところ風門が残っていれば，風炉として理解できるが，破片資料ではど

ちらとも判別できないものが多い。

【中世土師器】（第128図）

中世土師器には， 4,..__,5のように中世後期の京都系かわらけと呼ばれる手づくね成形の小皿がある。

＜銅製品＞（第128図）

銅製品には六器碗と台皿，耳掻きが出上している。六器碗と台皿は，実測図で示したように重なっ

た状態で出士している。
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 包含層 青磁 碗 龍泉窯系D類， 口縁ー玉縁状，内面—印花文， （口径16cm) 728 
2 青磁 碗 龍泉窯系D2類端反無文，（口径16cm) 1554 

、' " ' ？ s 
青磁 碗 龍泉窯系D2類端反無文，口縁ー玉縁状，（口径16cm) 49 
青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文，二次被熱あり，（口径16cm) 3808 
青磁 碗 龍泉窯系B 1 類，外面—鏑連弁文，（口径16cm) 1625 
青磁 碗 龍泉窯系D1類，端反無文，（口径15cm) 85 
青磁 碗 龍泉窯系D類，端反無文，一次被熱あり，（口径16cm) 3748 
青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文，（口径16cm) 67 

m H H n " " " ， 

青磁 碗 龍泉窯系D類，端反無文，（口径16cm) 3792 
青磁 碗 龍泉窯系D2類，端反無文， 口縁ー宝縁状， （口径16cm) 3617 
青磁 碗 龍泉窯系D1類，端反無文，（口径16cm) 200 
青磁 碗 龍泉窯系Dl類，端反無文，（口径15cm) 520 
青磁 皿 龍泉窯系D2類，端反無文， 口縁ー玉縁状，二次被熱あり， （口径13cm) 3807 
青磁 碗 龍泉窯系BO類，外面ー鏑連弁文，二次被熱あり 194 
青磁 碗 龍泉窯系B1類，外面姜鳥連弁文 3795 
青磁 碗 龍泉窯系D類か？，内面—印花文 334 

17 青磁 碗 龍泉窯系 B類，外面—鏑連弁文 243 

,, " " n " '" " 

青磁 碗 龍泉窯系 I類，内面ー櫛描文 3651 
青磁 碗 龍泉窯系D1 類，内底面—印花文，外底ー無釉，釉薄くシャープなつくり，底径52cm 3620 
青磁 碗 龍泉窯系B 1 類，断面四角形の高台，外面—鏑連弁文，底径5.4cm 2139 
青磁 碗 龍泉窯系D1類，外底ー無釉，底径54cm 262 
青白磁 皿 口縁ー内屈 191 
青磁 香炉 外面—二条の沈線，二次被熱あり，（口径9.0cm) 260 
青磁 香炉 外面—一条の沈線，二次被熱あり，（口径9.0cm) 300 

第121図 包含層出土遺物 (1) 青磁・青白磁
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ぬ 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

l 
包含層 中国陶器 天目碗 鉄釉，内反り高台，外面ー高台周辺が露胎，底径3.7cm 2135 

中国陶器 茶入 鉄釉，内面ーロクロナデ，外面—渦台周辺が露胎 1624 
中国陶器 壷 鉄釉， 口縁端部ー露胎， （口径11cm) 1438 
中国陶器 壷 鉄釉，外面—沈線 119 
白磁 皿 白磁D群，外面—強いヘフケズリ・尚台周辺が露胎，（口径10cm) 53 I 6 

白磁 皿 白磁D群， （口径11cm) 84 
白磁 皿 白磁D群， （口径11cm) 41 
白磁 皿 白磁D群，外面—強いヘフケズリ，（口径10cm) 52・a 
白磁 皿 白磁D群， （口径10cm) 232・b 
白磁 皿 白磁D群，削り出し輪高台，外面—高台周辺が露胎，底径4.3cm 3692 
白磁 皿 白磁B群，枢府磁タイプ，内面ー印花文 145 
瀬戸 天目碗 後 11 期，鉄釉，削り出し輪高台，外面—高台周辺が露胎， 3点接合，（口径12cm)・器高6.7cm・ 底径48cm 3281ほか
瀬戸 天目碗 後m期，鉄釉，（口径12cm) 31 

□ 瀬戸 小天目碗 後m期，鉄釉＋灰釉，外面—高台周辺が露胎， 2点接合，（口径9.0cm) 3289ほか

! 
瀬戸 平碗 後 1期，一次被熱あり，（口径16cm) 309 
瀬戸 平碗 後 1I 期，外面—画台周辺が露胎， （口径16cm) 157 
瀬戸 平碗 後11期， （口径16cm) 333 
瀬戸 平碗 後1I期，二次被熱あり，（口径16cm) 3697 
瀬戸 平碗 後11期， （口径16cm) 169 
瀬戸 平碗 後1I期， （口径16cm) 63 
瀬戸 平碗 後11期， （口径16cm) 3751 
瀬戸 平碗 後1I期， （口径16cm) 248 

第122図 包含層出土遺物 (2) 中国陶器・白磁・瀬戸
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No. 遣構 種類 器種 備 考 整理No.

， 、' ' ' 
包含層 瀬戸 平碗 後 1I 期，削り出し輪高台，外而—高台周辺が露胎，二次被熱あり， 3点接合，底径4.5cm 40ほか

瀬戸 平碗 後II・ill期，削り出し輪尚台，外面渦台周辺が露胎，（底径4.8cm) 3845 
瀬戸 豆皿 後 I・II期，外面ー露胎，二次被熱あり， （口径6.5cm・器曲1.3cm・ 底径2.7cm) 298 
瀬戸 縁釉小皿 後 1 期，内面—ハケ塗り，（口径12cm) 143 
瀬戸 縁釉小皿 後 1I 期，内面—露胎，一次被熱あり，（口径12cm) 66 

m H H H 6 ＇ ， s 

瀬戸 縁釉小皿 後 I・II期， （口径12cm) 46 
瀬戸 縁釉小皿 後m期， （口径12cm) 3754 
瀬戸 縁釉小皿 後m期，内面—露胎， （口径12cm) 86 
瀬戸 縁釉小皿 後m期，内面—露胎，鉄釉，（日径12cm) 237 
瀬戸 縁釉小皿 後ill・N(古）期，内面—露胎，（底径5.0cm) 3654 
瀬戸 小鉢 後ill・N(古）期．内面—露胎，（底径5.0cm) 3296・a 
瀬戸 縁釉小皿 後II・ill期，（底径60cm) 154 
瀬戸 縁釉小皿 後 I・II期，（底径6.0cm) 3294 

14 瀬戸 縁釉小皿 後 I・II期，（底径50cm) 48 

因"'5 " n ''" " ） 

瀬戸 卸皿 後 1I 期，内面—露胎・卸目，（口径15cm) 3796 
瀬戸 卸皿 後 1 期，内面—露胎・卸目，（口径15cm) 68 
瀬戸 小鉢 後m期， （口径10cm) 22 
瀬戸 直縁大皿 後1I期， （口径32cm) 3689 
瀬戸 折縁中皿 中IV期，＝次被熱あり，（口径18cm) 1553 
瀬戸 仏供 後1I期，二次被熱あり，（口径12cm) 234 
瀬戸 袴腰形香炉 後 1I 期，内面—ロクロナデ，一次被熱あり，（口径12cm) 76 

第123図 包含層出土遺物 (3) 瀬戸
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No. 遣構 種類 器種 備 考 整理No.

， ' 3 e 3 ' 
包含層 瀬戸 花瓶？ 後1I期， （口径14cm) 3713 

瀬戸 柄付片口鉢 中 ill•N期，把手 3715 
瀬戸 花瓶 中期，内面ーナデ，二次被熱あり 301 
瀬戸 花瓶 中IV期，脚部，二次被熱あり，（底径85cm) 278 
瀬戸 壷瓶 中期，内面—回転指ナデ，外面ー櫛描文•平行沈線，一次被熱あり 259 
瀬戸 壷瓶 中期，外面ー櫛描文•平行沈線，一次被熱あり 25 

7 ， 8 瀬戸 瓶子 後期，内面—粘土紐のつなぎ目を指押さえする 3797 
瀬戸 瓶子 後期，内面—回転指ナデ，外面ー櫛描文•平行沈線， 2点接合，一次被熱あり 1876ほか
瀬戸 壷瓶 中期，内面—回転指ナデ，外而—櫛描文•平行沈線，二次被熱あり 2lll 

第124図 包含層出土遺物 (4) 瀬戸
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l'b. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.
1 包含層 須恵器系 広口壷 内外面ーロクロナデ，表採， （口径25cm) 3698 
口 珠洲 壷R種 内面—ロクロナチ．外面—ロクロヘフケズリ．外低ー静止糸切り． （底径9.0cm) 457 

~ 
珠洲 壷R種 内外面ーロクロナデ，外低ー静止糸切り， （底径7.5cm) 3255 
珠洲 壷R種 内面—ロクロ指ナデ，外面ーロクロナデ＋ロクロヘフケズリ， 3点接合， （底径9.2cm) 308ほか
珠洲 播鉢 2類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー外傾面取りで無文， （口径30cm) 3679 
珠洲 播鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 3805 
珠洲 播鉢 2~3 類，内面—卸目，内外面—ロクロナデ，日縁ー無文，片口 3667 
珠洲 播鉢 2~3 類，内面卸目，内外面—ロクロナデ，口縁ー無文，片ロ 518 
珠洲 揺鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 1875 

□ 珠洲 播鉢 2~3類，内外面エクロナデ，口縁ー無文，片ロ 72 

ロ
珠洲 揺鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 17 
珠洲 播鉢 2類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー外傾面取りで無文 3765 
珠洲 揺鉢 3類．内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平而取りで無文 3826 
珠洲 播鉢 3 類，内外面—ロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 222 
珠洲 播鉢 3類．内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 3691 
珠洲 播鉢 3 類，内外面—ロクロナデ，口縁ー水平面取りで無文，胎土—還冗軟質で灰白色 505 
珠洲 襦鉢 3類，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 180 

第125図 包含層出土遺物 (5) 珠洲
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理NCl

2 1 
包含層 珠洲 揺鉢 3 類，内面—卸目，内外面4コクロナデ，口縁ー水平面取りで無文， 2点接合 2163ほか

珠洲 揺鉢 3類内面卸目，内外面ロクロナ元口緑水平面取りで無文 3764 

,0 ' ' 、，3 ; " 9 

珠洲 揺鉢 3 類，内面—卸目，内外面4コクロナデ，口縁ー水平面取りで無文 367 
珠洲 揺鉢 3類内面卸目，内外面ロクロナ元口緑水平面取りで無文 1758 
珠洲 播鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文，胎土ー還元軟質で灰色 3835 
珠洲 揺鉢 3 類，内面卸目，内外面ロクロナデ，口縁ー水平面取りで無文，胎土—還冗軟質で灰色 2133 
珠洲 播鉢 3 類，内面—卸目，内外面ーロクロナデ， 口縁ー水平面取りで無文 702 
珠洲 揺鉢 3類内面卸目，内外面ロクロナデ，口緑水平面取りで無文 290 
珠洲 播鉢 3類，内面卸目，内外面ロクロナデ，口縁ー水平面取りで無文 96 
珠洲 揺鉢 4類内面卸目，内外面ロクロナデ，口緑内傾面取りで無文 3724 

11 珠洲 播鉢 4類，内面卸目，内外面ロクロナチ，口緑内傾面取りで無文，端部やや丸み 3629 

" B B Vi " n ,s 

珠洲 揺鉢 4類内面卸目，内外面ロクロナデ，口緑内傾面取りで無文 3664 
珠洲 播鉢 3類，内外面ロクロナデ，口緑水平面取りで無文 3846 
珠洲 揺鉢 5類，内外面ロクロナデ，口緑水平面取りで櫛目波状文 3254 
珠洲 播鉢 5類内外面ロクロナデ，口緑内傾面取りで櫛目波状文 1513 
珠洲 擢鉢 4類，内面卸目，内外面ロクロナデ，口縁ー内傾面取りで無文 3665 
珠洲 揺鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ，外底ー静止糸切り， （底径13cm) 3266 
珠洲 擢鉢 内面—卸目，外面—ロクロナデ・指突痕あり，外底ー静止糸切り，（底径14cm) 3268 

第126図 包含層出土遺物 (6) 珠洲
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種器
鉢
一
鉢
鉢
一
鉢
鉢

擢

揺

播

揺

揺

備考
内面卸目・摩滅，外面—ロクロナデ＋指突痕，外底ー静止糸切り， 2点接合，
内面卸目，外面ロクロナデ＋指突痕，外底ー静止糸切り， （底径14cm)
内面卸目，外面ロクロナデ，外底静止糸切り， （底径14cm)
内面卸目・ 使用により摩滅外面自然釉付着， （底径13cm)
内面卸目，内外面ロクロナデ，外底静止糸切り， （底径13cm)

第127図 包含層出土遺物 (7) 珠洲

（底径14cm)
整理No.

1729ほか
3280 
3258 
708 
2997 
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No. 遺構 種類 器種 備 考 整理No.

＇ ' 0 ' ' s 

包含層 荒器系陶器 壷 内外面ロクロナチ，（口径16cm) 3836 
査器系陶器 壷 内而—ナデ，外底ー未調整， （底径13.5cm) 212 
姿器系陶器 甕 越前，内外面—ナデ，口縁-N字状 1873 
土師器 皿 手づくね，胎土—精良で軟質，（口径16cm) 3851 
土師器 皿 手づくね，胎土—金震母多く含む・軟質，（口径16cm) 296 
土師器 皿 手づくね，胎土—精良で軟質，（底径6.0cm) 612 

m n n B M ＇ ， " 

中国陶器 壷 内面—ナデ，外面—ナデ＋ケズリ·鉄釉，外底ー未調整，茶壷， （底径14.8cm) 275 
瓦質土器 風炉 内面ーナデ＋ケズリ，胎土ー黄橙色，風門あり， 2点接合， （口径33cm) 1608ほか
瓦質土器 風炉 内面—ナデ＋ケズリ，胎土ー黄橙色 1626 
瓦質土器 火鉢 3733 
瓦質土器 風炉 内面—ナデ，胎土ー黄橙色，風門あり， 2点接合 34ほか
瓦質土器 火鉢・風炉 内面ーナデ，胎土ー黄橙色 3695 
瓦質土器 火鉢・風炉 内面—ナデ，胎土ー黄橙色 162 
瓦質土器 火鉢・風炉 内面ーナデ，胎土ー黄橙色 64 

，， " n " " n ,'9 s 

銅製品 繋 長さ86cm,幅1.4~3.lcm,厚さ0.1cm,重量28g 1597 
銅製品 耳掻き 長さ6.0cm,幅O.l~0.4cm,厚さ0.1cm,重量0.08g 1752 
銅製品 六器碗．皿 碗：直径36cm,厚さ02cm,重量19g,皿．直径24cm,厚さ01cm,重量016g 1564 
土製品 土錘 縦4.1cm,横3.7cm,径1.5cm 380 
土製品 土錘 縦4.9cm,横41cm,径16cm 263 
石製品 砥石 荒砥 3286 
石製品 砥石 中砥 2343 
石製品 砥石 仕上げ砥 2118 

第128図 包含層出土遺物 (8) 登器系陶器・土師器・ 瓦質土器ほか
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C 出土銭貨（第129-152図）

今回の調査区では，合計409点もの銅銭が出土している。そのうち，近世に相当する寛永通宝2点

を除けば， 407点が中世の出土銭貨となる。ここでは，中世の出土銭貨について若干記述する。

最古銭は五蛛（後漢：初鋳年24年）の2点，最新銭は永楽通賓（明：初鋳年1408年）の 1点が，そ

れぞれ出土している。また，国別で見ると，北宋銭が圧倒的に多く，全体の45.9%を占めている。さ

らに摩滅したものや鋳つぶされた銭貨の出土も多く，判読不能銭が全体の34.2%も占めている。これ

らの判諒不能銭が多数出土する理由としては，調査区一帯で検出された竪穴遺構や炉跡（鍛冶炉の可

能性あり）の存在によって，銅製品鋳造の原料として，銭貨が利用されたことを示唆していると思わ

れる。

また，遺跡の年代観とも関わるが，最新銭となる明銭では永楽通賓 l点のほか，洪武通賓がわずか

2点の出土となっており，全体の中で明銭の占める割合がo.73%とかなり低い傾向となっている。こ
れは明銭が広く流通する前段階に遺跡が衰退或いは廃絶したことを意味しているものと思われる。ま

た，十三湊遺跡の過去の調査においても，第86次調査のように明銭の出現率が2%となっており，今

回と同様にかなり低い傾向が窺える（青森県市浦村教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室

2000)。なお，出土銭貨の計測方法は永井久美男 編 (1994)「中世の出土銭ー出土銭の調査と分類一」

に拠った。

u I <t: 

第129図銭貨の各部測点

その他

45.48% 

後漢 0.49%

南宋 0.98%

前蜀 0.24%

北宋

45.97% 

第130図 145次調査 出土銭貨の国別比率
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第3表 145次調査 出土銭貨の銭種別割合

No. 銭貨名 国名 初鋳年 枚数 比 率

1 五蛛 後漠 24 2 0.49% 

2 開元通賓 唐 621 18 4.40% 

3 軋元重賓 758 2 0.49% 

4 開元通賓 845 3 o. 73% 
5 開元通賓 621 (845) 2 0.49% 

6 光天元賓 前蜀 918 I 0.24% 

7 太平通賓 北宋 976 I 0.24% 

8 淳化元賓 990 I 0.24% ， 至道元賓 995 7 1. 71 % 

10 咸平元賓 998 2 0.49% 

11 景徳元賓 1004 6 1.47% 

12 詳符元賓 1009 10 2.44% 

13 詳符通賓 1009 2 0.49% 

14 天祗通賓 1017 5 1.22% 

15 天聖元賓 1023 6 1.47% 

16 明道元賓 1032 2 0.49% 

17 景祐元賓 1034 4 0.98% 

18 皇宋通賓 1038 26 6.36% 

19 至和元賓 1054 2 0.49% 

20 嘉祐通賓 1056 7 1. 71 % 

21 嘉祐元賓 1056 1 0.24% 

22 治平元賓 1064 3 o. 73% 
23 熙寧元賓 1068 24 5.87% 

24 元豊通賓 1078 21 5.13% 

25 元祐通賓 1086 24 5.87% 

26 紹聖元賓 1094 11 2.69% 

27 元符通賓 1098 3 o. 73% 
28 聖宋元賓 1101 11 2.69% 

29 大観通賓 1107 3 0. 73% 

30 政和通賓 1111 6 1. 47% 

31 淳煕元賓 南宋 1174 2 0.49% 

32 開祗通賓 1205 1 0.24% 

33 嘉定通賓 1208 1 0.24% 

34 洪武通賓 明 1368 2 0.49% 

35 永楽通賓 1408 I 0.24% 

36 寛永通賓 日本 1636 2 0.49% 

37 判読不能 140 34. 23% 

38 無文銭 44 10. 76% 

計 409 100. 00% 
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（原寸大）

遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S P31 簗書 北宋 1086 24. 42 24. 32 19. 82 20.41 0.81~1.05 2. 36 447 
2 S P48 真書 肖宋 1174 24. 66 24. 51 18. 94 18. 70 1.15~1.29 3. 04 背月星 3413 
3 S P54 真書 北宋 1023 25. 25 25. 15 20. 48 20. 59 I. 23~1. 36 3. 59 3405 
4 S P92 欠損 1347 
5 S PIO! 3465 
6 S Pl35 纂書 北宋 1023 25. 67 25. 38 20. 03 20. 52 1.17-1.37 2. 91 1867 
7 S Pl37 北宋 1017 25. 91 25. 83 20. ID 20. 23 I. 00-1. 09 3. 22 1856 
8 S Pl67 唐 621 25. 15 25. 04 21. 12 21. 30 I. 17-1. 43 2. 98 背上月 1986 ， S P204 行書 北宋 1086 24. 77 24. 43 18. 43 0. 92~1. 17 3.13 377 
10 S P208 行書 北宋 1078 24. 26 24. 45 18. 66 18. 83 I. 17~1. 52 3.08 3037 
］］ S P225(上層） 真書 北宋 1068 23. 78 23. 84 19. 46 19.46 I. 00~1. 27 2. 72 435 
12 纂書 北宋 1086 欠損 436 
13 S P232 唐 621 24. 03 24. 33 19. 35 1.18~1.39 3.48 3461 
14 S P253 纂書 北宋 1094 24. 13 24. 27 18. 88 18. 72 1. 30~1. 44 3. 26 3317 
15 S P259 真粛 北宋 995 25. 41 25. 55 19. 15 18. 83 1.04~1. 15 2. 78 3457 
16 S P260 欠損 3456・a 
17 欠損 3456・b 
18 S DOI 唐 758 24. 09 24. 41 20. 12 19. 96 1.16~1.34 2. 92 344 

第132図出土銭貨(1)

-183 -



2
 

3
 

-: ..' 

4
 

5
 

6
 

” 
~ 沿`

7
 

8
 ，

 
喝
羞
憑 '" 

，認・

”管

10 
11 12 

• 7 お＂，寛

1
-
＂ 
鳥

“
 名・

I 

｀` 

皐

14 15 

咄芯，

I裕

＼
 

- . 巫

16 17 18 

（原寸大）

遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S DOI 簗書 北宋 1078 25. 13 25. 06 21. 00 21. 22 1.15~1.26 (3.00) 欠損 354 
2 S 007 行書 北宋 1078 24. 76 24. 87 18. 69 19. 16 I. 27~1. 32 (4.12) 欠損 2791・a 
3 行書 北宋 1078 24. 00 23. 74 19. 04 19. 26 1.20~1.33 3. 28 2791・b 
4 真書 北宋 1023 24. 88 24. 80 18. 53 17. 97 0.88~1.13 2. 53 279]・C 
5 S 014 真書 北宋 1038 24. 93 25. 04 19. 41 19.42 1.16~1.20 3. 45 1419 
6 纂書 北宋 1038 24. 27 24. 39 18. 95 18. 95 1.03-1. II 2. 69 1423 
7 23. 23 23. 42 I. 04-1. 26 2. 88 1425 
8 北宋 1009 25. 56 25. 38 18. 71 18. 79 1.16-1.20 3. 67 1426 ， 哀書 北宋 1068 24. 75 24. 25 20. 21 20. 29 I. 10~1. 37 3.41 2039 
10 欠損 2079 
］］ 纂書 北宋 1078 24. 30 24. 42 19. 35 19. 32 1.21~1.50 3. 59 2924 
12 プ 行書 北宋 1086 24. 25 24. 34 19. 04 1.16~1.31 2. 75 3152 
13 S 018 プ 行書 北宋 1086 24. 92 24. 83 I. 38~1. 64 3.08 1007 
14 S I 02(上層） プ 行書 北宋 1086 欠損 476 
15 景 真粛 北宋 1034 22. 40 22. 65 19. 70 19. 70 o. 83~0. 87 2.00 495 
16 判 欠損 508 
17 22. 12 21. 43 o. 56~0. 84 I. 47 513 
18 22. 94 22. 88 o. 93~1. 22 3. 30 528 

第133図出土銭貨(2)
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（原寸大）

遺物番号 遺構番号 銭貨名 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S I 02(上層） 軋冗重賓 唐 758 23. 18 23. 14 20. 48 19. 82 o. 99~1. 15 2. 68 538 
2 無文銭 24. 20 23. 80 o. 92~1.13 (I. 65) 欠損 579 
3 21. 26 21. 92 o. 86~0. 92 I. 91 596 
4 簗書 22. 91 23. 18 o. 77~0. 82 I. 46 600 
5 簗書 25. 21 20. 43 (I. 80) 欠損 605 
6 21. 41 21. 74 o. 63-0. 88 I. 52 606 
7 行書 北宋 1086 24. 15 24. 19 19. 28 19. 84 1.14-1.31 3. 50 607 
8 23. 37 23. 45 0. 84-0. 93 2. 29 610 ， 欠損 619 
10 25. 07 (2. 30) 欠損 626 
］］ 21. 85 21. 84 0. 74~1. 13 I. 73 627 
12 月U蜀 918 23. 71 23. 22 20. 42 19. 73 0. 98~1. 13 2. 44 632 
13 欠損 634 
14 行書 北宋 1094 23. 76 23. 98 18. 77 19. 24 1.41~1.48 3. 74 635 
15 24. 26 23. 63 o. 72~0. 98 (I. 67) 欠損 636 
16 行書 北宋 995 25. 02 24. 82 16. 82 17.40 o. 77~0. 96 2. 51 661 
17 築書 北宋 1101 23. 99 24. 02 19. 80 19. 68 I. 35~1. 39 3. 43 663 
18 

"" 
22. 21 22. 26 o. 83~1. 15 2.42 822 

第134図 出土銭貨(3)
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遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S I 02(上層） 唐 845 23. 72 23. 86 20. 08 20. 46 I. 33~1. 57 3.12 背潤 823 
2 S I 02 22. 86 22. 61 o. 84~0. 97 (I. 89) 欠損 llOI 
3 北宋 1004 欠損 1107 
4 唐 845 25. 15 24. 73 20. 72 1.18~1.34 2. 37 1114 
5 行書 北宋 1094 24. 07 23. 89 19. 25 18. 66 o. 95~1. 10 2. 79 1119 
6 22. 79 2. 29 1144 
7 行書 北宋 1078 23. 67 24. 27 17. 81 I. 26-1. 45 3. 35 1152 
8 欠損 1339 ， 纂書 北宋 1038 24. 98 25. 13 20. 10 19. 90 I. 15~1. 35 3.14 1340 
10 行書 北宋 1078 23. 93 23. 85 18. 84 0. 69~0. 96 2.18 2431 
］］ 行書 北宋 1078 23. 51 23. 67 17. 87 17. 87 1.04~1. 19 2. 84 2435 
12 分楷 北宋 1111 25. 14 25. 09 21. II 21. 00 [2. 74] 2455 
13 行書 北宋 1094 24. 00 24. 00 19. 03 19. 28 I. 24~1. 38 3.17 2961 
14 24. 80 24. 46 19. 95 19. 94 1. 27~1. 40 [I. 93] 2967 
15 真粛 北宋 1068 24. 06 23. 94 18. 97 19. 24 I. 06~1. 30 3.10 2973 
16 真書 北宋 1068 24. 52 24. 11 20. 00 20. 00 1.01~1.21 3. 34 2978 
17 築書 北宋 1038 24. 05 24. 11 1.18~1.21 2. 31 3057 
18 S I 03(上層） 行書 北宋 1086 24. 73 24. 48 20. 09 19. 91 1.21~1.33 3. 59 1610 

第135図出土銭貨(4)
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遺物番号 遺構番号 銭貨名 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S I 03(上層） 無文銭 23. 04 23. 16 o. 60~1. 14 (I. 80) 欠損 2357 
2 S I 04 詳符元賓 北宋 1009 25. 73 25. 54 19. 48 19. 04 1.15~1.25 3. 48 737 
3 無文銭 欠損 740 
4 S E03(上層） 23. 72 23. 88 o. 89~1. 07 2.12 382 
5 S E03 行書 北宋 1078 24. 87 24. 95 18. 60 18. 94 I. 02~1. 08 2. 94 1253 
6 北宋 1107 欠損 1254 
7 行書 25. 83 (I. 75) 欠損 1255 
8 25. 29 25. 56 0. 80-1. 07 3. 01 1654 ， 北宋 1004 24. 76 24. 71 20. 80 20. 43 1.24~1.31 3. 38 1663 
10 北宋 1009 24. 56 24. 58 19. 68 19. 32 1.11~1.28 3. 36 2168 
］］ 23. 76 (2. 08) 欠損 2260 
12 つ吉葦自 北宋 1068 24. 72 25. 02 21. 27 I. 32~1. 52 3. 56 2420 
13 フ吉葦日 北宋 1068 24. 62 23. 74 20. 16 1.31~1.41 3. 97 2421 
14 纂書 北宋 1068 24. 65 24. 48 20. 53 1. 17~1. 48 3. 54 2422 
15 S E06 真粛 北宋 1056 24. 70 24. 76 19.49 I. 34~1. 52 3. 23 1176 
16 築書 北宋 1034 21. 54 21. 63 20. 49 20.48 o. 99~1. 28 1.80 1178 
17 築書 北宋 1056 24. 60 24. 76 I. 27~1. 43 2.88 3221 
18 S E07 真書 北宋 1038 24. 62 24. 57 19. 70 3.05 856 
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遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S E07 欠損 857 
2 唐 621 24. 35 24. 60 19. 77 19. 64 I. 39~1. 50 3. 21 858 
3 欠損 859 
4 簗書 北宋 1064 24. 11 23. 15 o. 81~0. 97 (2.19) 欠損 862 
5 欠損 864 
6 22. 59 22. 86 l.01-1.37 2. 00 865 
7 真書 北宋 1056 24. 54 22. 53 20. 13 19. 82 o. 91-1. 29 3. II 874 
8 欠損 875 ， 行書 北宋 1086 24. 35 24. 38 19. 78 19.49 I. 53~1. 57 4.00 876 
10 纂書 北宋 1038 24. 25 24. 52 18. 72 18. 38 I. 04~1. 26 3. 51 2322 
］］ 分楷 北宋 Ill! 24. 12 24. 22 19. 74 20. 15 0. 96~1. 02 2. 84 2323 
12 纂書 北宋 1038 欠損 2324 
13 纂書 北宋 1078 23. 92 24. 08 19. 52 19. II 1.21~1.40 3. 59 2325 
14 纂書 北宋 1068 24. 22 24. 07 18. 89 1. 43~1. 55 3. 90 2326 
15 纂粛 北宋 1086 24. 33 24. 67 17. 84 18. 58 I. 99~1. 45 3. 56 2327 
16 2492 
17 行書 北宋 1078 24. 65 24. 74 18. 71 19. 38 I. 19~1. 33 3.89 2614 
18 

"" 
(0. 81) 欠損 2615 
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遺物番号 遺構番号
判無無隅如浣亨文文'"銭舷↑，，能" 訊 頃名 切牙ヤ 銭叡r.,J 銭径⑱r..J 内径灼JD] 内径⑲l,o] 餃岸JD] J,l目Isl

備考 整理番号
I S E07 23. 55 23. 23 o. 97~ I. 20 2. 55 2616 
2 簗書北宋 1068 25. 26 25. 27 I. 06~1. 15 2.16 2678 
3 22. 46 22. 98 o. 70~ I. 13 866・a 
4 866・b 
5 判読不能 欠損 867・a 
6 

無紹開文聖元銭元通賓賓
欠損 867・b 

7 S E08 行書 北宋 1094 欠損 2901 
「 8 S E09 唐 621 22. 95 22. 98 o. 79-0. 94 2. 22 993 ， 開冗通賓 唐 621 (2. 34) 欠損 1321 
10 開九通賓 唐 621 (2. 93) 欠損 3183 

(845) 
II SE 10 至道元賓 草書 北宋 995 24. 94 25. 05 18. 51 18. 28 0. 89~1. 17 2. 64 1284 
12 S K07 洪武通賓 明 1368 20. 94 21. 13 16. 62 17. II 1.41~1.54 2. 70 背一銭 2604 
13 開冗通賓 唐 621 24. 45 24. 39 19. 67 20. 34 I. 04~1. 25 2. 53 2605 
14 S KOS 熙寧元賓 フ吉葦日 北宋 1068 23. 95 24. 04 18. 27 19. 66 I. 22~1. 59 3.49 724 
15 判読不能 24. 56 24. 92 1. 26~1. 51 [3.10] 1078 
16 判読不能 25. 61 25. 69 I. 24~1. 48 2. 72 1470 
17 洪武通賓 明 1368 23. 10 23. 20 19. 53 18. 97 I. 30~1. 66 2.42 1471 
18 S K22 詳符元賓 北宋 1009 24. 10 23. 91 18. 53 18. 53 I. 03~1. 10 2.48 1023 
19 景祐元賓 簗書 北宋 1034 欠損 1025 

第138図 出土銭貨(7)

-189 -



'・.  巡

2
 

3
 

5
 

6
 

罵

7
 

8
 ，

 
,. 
'.  吋

忍',,

啜
．
茫

10 11 12 

13 14 

• t 

15 

,: 

16 17 18 

（原寸大）

遺物番号 遺構番号
開廿年無．匹l」盆文．道几不銭元名門” 能令 紐 国名 切鋳T 銭呻r.,J 銭朽.,,.. i 内釈GJD] 内砂11..J 銭厚I..J l<Rlel 偲考

整理番号
I S K22 唐 621 24. 82 24. 57 19. 46 o. 90~0. 93 2. 12 1026 
2 縁書 欠損 1027 
3 23. 47 23. 16 I. 00~ I. 20 (2. 60) 欠損 1028 
4 北宋 1009 25. 59 25. 63 18. 43 18. 04 I. 11 ~ I. 22 4. 15 1029 
5 22. 40 21. 49 o. 79~0. 92 I. 54 1494 
6 無文銭 21. 45 20. 84 o. 74-0. 88 I. 49 1495 
7 無文銭 22. 24 21. 83 o. 83-1. 18 I. 87 1496 
8 五蛛 後漢 24 24. 55 24. 98 0. 66-1. 02 2. 06 1497 ， 無文銭 23. 58 23. 27 0. 68~0. 97 (I. 89) 欠損 1643 
10 

」」撫空熙隈元空●.•宋寧寧巴宋,入文●姐.. 己銭元元元元元、賓賓賓賓賓賓
23. 80 23. 91 I. 05~1. 10 2. 52 1851 

］］ 23. 52 23. 76 0. 86~0. 96 I. 86 1998 
12 22. 45 22. 63 0. 82~1. 16 I. 92 2089 
13 行書 北宋 1101 23. 92 23. 80 18. 18 18. 59 0.81~1.13 2.13 1024・a 
14 真書 北宋 1068 24.44 24. 29 I. 09~1. 30 3.15 1024・b 
15 真粛 北宋 1068 24. 69 24. 83 1.13~1.68 4. 72 1024• C 
16 S K35 築書 北宋 1078 24. 39 24. 38 18. 94 18. 80 1.00~1.16 2.82 803 
17 S K36 築書 北宋 1101 23. 12 23. 03 18. 68 18. 54 1.17~1.28 2. 01 1206 
18 欠損 1216 
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（原寸大）

遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S K36 24. 65 24. 38 1.12~1.52 3.07 1217 
2 北宋 998 24. 22 24. 28 18. 91 18. 88 1.03~1.19 2. 81 1242 
3 欠損 1538 
4 簗書 北宋 1098 23. 49 24. 25 18. 38 19.14 1.12~1.31 3. 08 1945 
5 S X04 欠損 1048 
6 纂書 北宋 1094 24. 65 25. 30 18. 60 18. 77 I. 25-1. 58 3. 28 1049 
7 唐 621 25. 22 25. 38 21. 49 21. 23 1.03-1.40 2. 55 背上月 1050 
8 北宋 1004 24. 41 24. 60 19. 22 19. 21 I. 04-1. 28 3. II 1051 ， 北宋 1009 24. 91 24. 54 19. 34 19. 01 I. 10~1. 33 2. 95 1052 
10 行書 北宋 1086 24. 86 24. 88 20. 36 20. 36 I. 28~1. 50 3.88 2626 
］］ 纂書 北宋 1038 24. 03 24. 63 I. 15~1. 35 3.14 2627 
12 行書 北宋 995 24.84 24. 84 17. 26 17. 64 I. 07~1. 20 3.13 2628 
13 22. 50 23. 23 0. 97~1. 38 2. 40 2629 
14 真書 北宋 1038 19. 85 (3. 63) 欠損 2630 
15 真粛 北宋 1056 23. 59 23. 51 18. 37 18. 99 I. 53~1. 76 I. 77 2631 
16 S K45 築書 北宋 1038 25. 09 25. 20 21. 52 21. 08 1.05~1. 16 3.13 1039 
17 唐 621 24. 52 24. 57 20. 71 20. 75 o. 98~1. 14 2.42 背J::月 1040 
18 真書 北宋 1054 24. 10 23. 74 19. 74 19. 73 I. 12~1. 35 2. 79 1041 
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（原寸大）

遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S K45 南宋 1205 25. 09 25. 27 20. 86 20. 71 1.16~1.41 3. 30 背冗 1042 
2 行書 北宋 1078 23. 76 23. 94 19. 00 19. 37 I. 24~1. 37 (2. 91) 欠損 2424 
3 欠損 2425 
4 真書 北宋 1068 24. 33 23. 48 0.86~1.04 2.17 3409 
5 S K47 真書 南宋 1174 23. 29 23. 23 18. 59 18. 21 o. 90~1. 02 2. 30 1366 
6 行書 北宋 1098 欠損 1368 
7 真書 北宋 1023 25. 16 25. 14 20. 96 20. 95 I. 33-1. 45 4. DI 1369 
8 築書 北宋 1098 24. 72 24. 76 19. 46 20. 03 1.18-1.25 3. 53 1384 ， 24. 98 25. 43 [3. 27] 2012 
10 北宋 1009 25. 44 19. 65 (I. 95) 欠損 2013 
］］ 行書 北宋 1078 22. 95 23. 07 18. 53 18. 65 0. 99~1. 23 2. 30 2391 
12 欠損 2392 
13 纂書 北宋 1068 24. 79 24. 55 19.09 0. 93~1. 16 2. 52 2394 
14 唐 621 24. 71 24. 78 20. 97 20. 94 0. 99~1. 23 2. 69 2558 
15 纂粛 北宋 1056 24. 24 24. 38 19. 80 19. 80 1.21~1.41 3. 54 2661 
16 プ 築書 北宋 1086 24. 91 24. 86 20. 71 20. 90 I. 28~1. 48 3. 72 2662 
17 皇宋 真書 北宋 1038 24. 52 24. 41 20. 54 20. 79 o. 98~1. 26 2. 56 2914 
18 S K48 刀祐 簗書 北宋 1086 24. 48 24. 56 19. 63 19. 66 I. 29~1. 40 3. 78 1387 
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遺物番号 遺構番号 銭貨名 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S K48 無文銭 22. 81 22. 68 o. 89~1. 02 I. 72 1391 
2 開冗通賓 唐 621 25. 05 25. 25 21. 00 20. 99 1.21~1.44 3. 06 2409 
3 23. 84 23. 70 o. 84~0. 93 I. 91 2410 
4 簗書 北宋 1068 24. 17 24. 18 20. 25 19. 57 I. 33~1. 57 3.14 2573 
5 簗書 北宋 1068 24. 63 24. 37 I. 29~1. 43 3. 38 2574 
6 真書 北宋 1038 24. 93 24. 98 20. 42 20. 94 1.11-1. 17 3. 00 2575 
7 S K49 23. 97 24. 57 [3. 91] 1244 
8 S K55 築書 北宋 1038 24. 51 24. 77 19. 81 19. 80 0. 89-1. 08 2. 06 1799 ， 行書 北宋 1094 24. 53 24. 57 18. 48 18.40 0. 96~1. 06 2. 88 2860 
10 S K56 1806 
］］ 25. 22 25. 48 (I. 64) 欠損 3015 
12 S K57 纂書 北宋 1056 24. 64 19. 69 (I. 83) 欠損 1814 
13 S K79 欠損 2870 
14 2871 
15 行粛 北宋 1086 欠損 2872 
16 草書 北宋 995 23. 44 23. 57 18.14 17. 92 o. 97~1. 19 2. 25 2873 
17 無 22. 10 22. 86 I. 27~1. 66 I. 37 3026 
18 S K58 細‘’‘‘寸匹 欠損 3027 
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遺物番号 遺構番号 銭貨名 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S K79 21. 75 21. 95 o. 83~1. 21 I. 74 3028 
2 S K59 真書 北宋 1068 24. 61 24. 33 19. 00 18. 55 o. 92~1.16 2. 81 1792 
3 纂書 北宋 1056 24.44 24. 44 19. 42 19. 01 1.15~1.33 2. 58 2520 
4 簗書 北宋 1078 23. 64 24. 02 18. 86 19. 01 1.34~1.40 2. 34 2521 
5 S K64 行書 北宋 995 25. 03 (I. 88) 欠損 2064 
6 行書 北宋 1094 24. 21 24. 95 18. 90 1.21-1.37 3. 10 2819 
7 S K68 23. 25 22. 84 I. 20-1. 50 [I. 99] 1981 
8 S K69 築書 24. 90 25. 30 20. II 1.51-1.79 3. 50 2708 ， 行書 北宋 1101 23. 80 23. 79 19. 13 18. 54 1.16~1.44 2. 86 2751 
10 S K70 真書 北宋 1017 23. 68 23. 88 19. 98 20. 31 1.21~1.48 2. 81 2099 
］］ 行書 北宋 1094 24. 51 24. 30 1.06~1.21 3.02 2100 
12 纂書 北宋 1064 24. 24 24. 37 19. 27 19. 27 I. 10~1. 26 2. 32 2707 
13 25. 21 24. 77 [3.49] 2852 
14 行書 北宋 1078 22. 31 22. 46 18. 72 [2. 31] 2903 
15 S K71 真粛 北宋 1038 25. 28 24. 92 19. 49 19. 89 I. 06~1. 27 3. 34 2703 
16 欠損 2757 
17 S K74 24.04 24. 53 I. 05~1. 23 [2.44] 1794 
18 S KS! プ 簗書 北宋 1101 25. 45 20. 15 (I. 06) 欠損 2815 
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遺物番号 遺構番号 銭貨名 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S K83 22. 37 22. 61 o. 52~0. 77 (0. 91) 欠損 1880 
2 欠損 2950 
3 25. 04 24. 99 1.24~1.42 [2. 41] 3233 
4 S K84 真書 北宋 1038 25. 05 21. 47 (2.15) 欠損 1889 
5 22. 02 21. 50 (I. 01) 欠損 1892 
6 北宋 998 22. 58 18. 98 (I. 50) 欠損 1894 
7 欠損 3125 
8 24. 31 24. 60 [I. 74] 3126 ， 欠損 3127 
10 S K86 欠損 1902 
］］ S K96 25. 13 25. 57 0. 99~1. II 2. 29 3430 
12 23. 99 23. 46 1.04~1.41 2.16 3431 
13 (2. 35) 欠損 3432 
14 真書 北宋 1023 24. 61 21. 09 (2. 88) 欠損 3435 
15 S K99 真粛 北宋 1068 24. 25 23. 95 19. 58 19. 58 1.37~1.61 3. 83 2221 
16 S KIOO 真書 北宋 1034 25. 22 25. 03 20. 14 1.18~1.25 2. 91 2768 
17 23. 40 23. 85 [3. 01] 2838 
18 S Kl02 北宋 1107 24. 99 21. 61 (2. 39) 欠損 2031 
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遺物番号 遺構番号 銭貨名 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S Kl05 簗書 北宋 1101 25. 31 25. 09 18. 86 18. 56 1.08~1.19 3.12 2153 
2 明 1408 24. 95 25. 02 21.02 20. 89 I. 44~1. 57 3. 59 2154・a 
3 分楷 北宋 1111 24. 80 24. 71 20. 30 20. 03 1.44~1.61 3. 95 2154・b 
4 24. 57 24. 52 o. 92~1. 27 2. 65 2154・C 
5 S K!07 唐 621 25. 09 25. 09 20. 41 21. 01 1.22~1.31 2. 95 2211 
6 欠損 2212 
7 北宋 1017 24. 33 24. 34 19. 17 19. 19 I. 25-1. 29 3. 70 2213 
8 唐 621 22. 87 22. 89 20. 24 0. 96-1. 08 (2. 70) 欠損 2222 ， 肖宋 1208 24. 54 24. 89 20. 61 20. 74 1.08~1. 17 3. 53 背九 3420 
10 纂書 北宋 1086 24. 42 24. 46 1.21~1.49 2. 98 3444 
］］ 唐 621 23. 86 23. 96 20. 56 20. 70 0. 93~1. 06 2. 42 3446 
12 6枚癒着 3453 
13 唐 621 24. 01 20. 46 (I. 86) 欠損 3454 
14 纂書 北宋 1078 25. 08 24. 85 18. 13 18. 77 1. 04~1. II 3. 36 3455 
15 欠損 3419・a 
16 欠損 3419・b 
17 欠損 34]9• C 
18 S Kl09 細‘’‘‘寸匹 22. 72 (2.40) 欠損 2446 

第145図 出土銭貨(14)
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.. , ，，，，•マ' ． 

16 

辺物否サ 辺朽否サ 烹ば呈-大間爵白芯秘守T.. 元J文白しu"註泥辿選●名,汽H 門行省内 古体 通名 初鈷年 鈷抒囚,_, 銭抒⑱ ,~, 内抒IC1inl 内仔Wllml 銭厄fnl >tnl"I 葡考

整理番号
I S Kl09(上層） 北宋 1004 24. 36 24. 62 19. 81 (2. 41) 欠損 560 
2 真書北宋 1038 25.01 24.99 19.25 19.65 1.21~1.31 3.45 565 
3 23. 90 23. 77 o. 80~0. 94 2. 01 567 
4 S KllO(上層） 築書北宋 1038 23. 49 23. 56 18. 85 18. 81 I. ll ~ I. 28 2. 85 411 
5 S Klll(上層） 北宋 1017 24. 21 24. 27 19. 53 19. 53 I. 08~1. 24 3. 05 414 
6 唐 621 25. 40 25. 11 [2. 89] 3073・a 
7 唐 621 3073・b 

(845) 
8 S Kll6(上層） 24.14 24. 29 1.13~1.29 3. 20 407 ， S Kll8(上層） 北宋 1004 24. 73 24. 76 20. 16 19. 54 I. 23~1. 30 3. 57 405 
10 築書 北宋 1038 24. 24 24. 31 19. 42 18. 76 0. 98~1. 10 2. 26 406 
11 
S K l2222438 1 (((上上上層層層）） ） 

真書 北宋 1068 23. 93 24. 03 20. 21 20. 05 1.00~1.07 2. 61 429 
12 S Kl 真書 北宋 1056 23. 75 23, 97 19, 87 19. 92 1. 25~1. 37 3. 32 543 
13 S Kl 23. 19 23. 57 18.04 18. 33 1.12-1.31 3.12 441 
14 S Kl 25. 85 25. 81 [2. 41] 3320 
15 フ吉葦自 北宋 1068 24.44 24. 66 20. 17 20. 25 I. 23~1. 53 3. 78 3321 
16 26. II 25. 85 (2. 08) 欠損 3322 
17 分楷 北宋 1111 24. 76 24. 86 20. 60 20. 83 1.11~1.28 (2. 36) 欠損 3326 
18 S Kl29 25. 70 26. 44 [5. 68] 3346 

第146図出土銭貨(15)
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遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I S Kl29 [3.04] 3347 
2 S Kl30 26. 00 25. 99 [4. 50] 3353 
3 3354 
4 25. 02 25. 00 1.15~1.44 (I. 66) 欠損 3355 
5 24. 38 24. 48 [3.14] 3356 
6 行書 北宋 1078 24. 39 24. 35 18. 68 19. 04 o. 94-1. 13 2. 31 3357 
7 S Kl32 25. 18 (2. 35) 欠損 3375 
8 25. 36 25. 00 1.51-1.62 [3. 27] 3376 ， 欠損 3377 
10 S Kl33 21.04 (0. 90) 欠損 3385 
］］ S Kl36 25. 10 25. 08 [3.09] 3304 
12 欠損 3305 
13 24. 19 24. 08 [2. 65] 3306 
14 判 24. 73 24. 57 1. 48~1. 69 [2. 88] 3307 
15 S Kl40 判 24. 95 (2.15) 欠損 3300 
16 皇 真書 北宋 1038 24. 33 24. 01 20. 02 19. 93 I. 08~1. 25 3.00 3301 
17 S Kl41 判 25. 17 24. 57 1.07~1. 17 [2. 36] 3340 
18 S Kl43 判 欠損 3365・a 

第147図出土銭貨(16)
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遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 銭径(B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[!Dlil] 量目[g] 備考 整理番号
I S Kl43 欠損 3365・b 
2 S Kl46 行書 北宋 1078 26. 18 26. 28 18. 79 18. 87 0. 98~1. 27 3. 27 2991 
3 北宋 976 23. 25 23. 59 0. 85~1. 20 3.17 2992 
4 SX02粘丑模1ロック 唐 621 24. 51 24. 57 20. 90 21. 33 I. 00~1. 10 (2. 24) 欠損 689 
5 SXOI 纂書 北宋 1111 24. 78 24. 51 20. 22 20. 14 I. 44~1. 55 3. 60 1287 
6 S E04 プ 行書 北宋 1086 25. 40 20. 38 (2.15) 欠損 1788 
7 元 纂書 北宋 1086 24. 41 24. 37 20. 50 20. 24 1.18~1.27 3. 24 1789 
8 寛 日本 1636 24. 48 24. 55 19. 69 19. 83 I. 34~1. 38 4.14 古寛永 2507 ， 寛 日本 1636 24.34 24. 20 19. 49 19. 63 I. 56~1. 68 4. 53 古寛永 2508 
10 23. 28 24. 10 I. 25~1. 45 2. 07 2682 
II 北宋 1094 2086・a 
12 欠損 2086・b 
13 S I 01 纂書 北宋 1078 24. 86 24. 85 20. 75 19. 89 0. 95~1. 27 2. 79 3531 
14 S E02 纂書 北宋 1078 25. 09 25. 09 19. 20 19. 20 1.01~1.29 2. 59 3582 

第148図出土銭貨(17)
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遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I 撹乱5 簗書 北宋 1068 24. 62 24. 53 20. 17 o. 98~1. 16 3. 26 295 
2 I層 行書 北宋 1101 25. 31 25. 31 20. 00 19. 97 1.17~1.38 (2. 96) 欠損 21 
3 北宋 1009 25. 28 25. 24 18. 08 17. 98 1.09~1.19 3. 44 82 
4 行書 北宋 1101 25. 09 25. 17 17. 98 18. 51 1.02~1.19 2. 88 126 
5 22. 92 (I. 27) 欠損 134 
6 行書 北宋 1101 23. 70 23. 94 18. 60 18.40 I. 28-1. 56 3. 69 150 
7 北宋 1009 24. 88 25. 07 18. 43 18. 58 o. 96-1. 02 2. 84 152 
8 北宋 1009 20. 91 21. 29 18. 95 18. 51 0. 98-1. 12 I. 77 167 ， II層上面 北宋 1009 25. 29 25. 37 18.31 18. 36 0. 89~1. 17 3. 30 218 
10 北宋 1004 24. 92 24. 79 20. 52 20. 52 I. 10~1. 34 2. 66 221 
］］ 行書 北宋 1086 24. 78 24. 96 18. 29 18. 29 1.21~1.32 2. 93 239 
12 欠損 241 
13 23. 40 23. 57 0. 85~0. 87 I. 94 245 
14 欠損 261 
15 纂粛 北宋 1038 24. 06 24. 66 1.19~1.28 3. 51 265 
16 築書 北宋 1086 23. 77 (I. 55) 欠損 272 
17 m層 築書 北宋 1032 25. 67 25. 81 20. 49 20. 08 I. 28~1. 45 5. 02 1053 
18 五 後漢 24 欠損 3467 

第149図出土銭貨(18)
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遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目[g] 備考 整理番号
I m層 行書 北宋 1086 24. 88 24. 96 18. 66 18. 72 1.01~1.35 3. 70 1872・a 
2 縁書 北宋 1086 24. 53 25. 80 17. 75 17. 61 1.12~1.25 3. 71 1872・b 
3 纂書 北宋 1086 25. 17 25. 14 19. 60 19. 60 1.19~1.42 3. 99 ]872・C 
4 真書 北宋 1068 24. 45 24. 24 20. 22 20. 50 o. 89~1. 00 2. 63 1872・d 
5 簗書 北宋 1038 24. 26 24. 24 19. 37 18. 90 o. 79~1. 18 2. 40 1872・e 
6 纂書 北宋 1038 24. 00 (2. 83) 欠損 1872・f 
7 北宋 1009 25. 20 25. 18 18. 28 17. 91 1.18-1.26 3. 67 1872・g 
8 北宋 1107 25. 38 25. 36 22. 14 21. 89 I. 42-1. 47 3. 26 1872・h ， 包含層（上層） 唐 845 23. 62 23. 73 18. 42 19. 17 I. 34~1. 65 3. 51 背廣 337 
10 23. 48 23. 97 0. 76~0. 94 2. 04 338 
］］ 24. 02 23. 37 0. 94~1. 16 2. 68 342 
12 纂書 北宋 1101 24. 48 24. 74 18. 52 18. 89 0. 93~1. 15 (2. 79) 欠損 378 
13 分楷 欠損 439 
14 真書 北宋 1023 24. 54 24. 71 19. 44 19. 65 1.15~1.34 2. 75 469 
15 纂粛 北宋 1032 20. 09 20. 50 I. 58 1045 
16 北宋 1017 25. 34 25. 30 19. 91 19. 94 o. 95~1. 08 3. 01 1565 
17 築書 北宋 1068 23. 45 23. 41 18. 90 I. 32~1. 36 3. 70 1566 
18 ． ■ 簗書 1567 

第150図出土銭貨(19)

-201 -



... 
L 霊公 .. 

: 

..... ,!',-・ ' 

2 
3 

-, 
コ←

., r ... 
. " 

4 5 6 
， 

/ 

煕．

I• 
.)  

7 8 ， 
7'" ． r 

ふ`
. " . ＄ 

全皿 ，笥

” 

ヤ”
蒻

i 

＂霰

10 11 ? 

12 

•" ，墨

ー＂ヽ·•. ・' 

蜀

・ ~w• <忍". ., ,, 

13 
14 

15 

I 遭況
．＂必. " 

16 17 18 

（原寸大）

遺物番号 遺構番号 銭貨名 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 呻 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I 包含層（上層） 23. 85 [I. 59] 欠損 1582 
2 縁書 北宋 1068 25. 02 25. 27 20. 48 20. 52 1.00~1.37 2. 96 2128 
3 欠損 2140 
4 皇宋 簗書 北宋 1038 24. 89 25. 04 I. 37~1. 65 3. 86 2998 
5 包含層 行書 北宋 1086 24. 53 25. 53 19. 81 20. 30 1.02~1. 19 2.15 1183 
6 25. 94 25. 66 [3. 52] 3249 
7 25. 17 19. 54 (I. 93) 欠損 3251 
8 23. 23 23. 62 [2. 98] 3252 ， 行書 北宋 990 23. 91 (2. 02) 欠損 3253 
10 25. 62 24. 71 [3. 38] 3256 
］］ 草書 北宋 995 25. 01 25. 05 [3. 32] 3259 
12 24. 64 24. 58 [3. 90] 3260 
13 25. 15 24. 29 1.18~1.39 2. 50 3267 
14 纂書 北宋 1038 23. 88 23. 93 1. 04~1. 27 I. 77 3270 
15 欠損 3277 
16 能 24. 10 24. 31 1.11~1.33 2.05 3297 
17 能 25. 62 26. 05 [3. 77] 3687 
18 元賓 簗書 北宋 1101 23. 66 18. 75 (I. 41) 欠損 3693 

第151図出土銭貨(20)
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遺物番号 遺構番号 書体 国名 初鋳年 銭径(A)[mm] 鉗 (B)[mm] 内径(C)[mm] 内径(D)[mm] 銭厚[mm] 量目 [g] 備考 整理番号
I 地点不明 23. 61 24. 03 [I. 98] 3801 
2 唐 621 24. 00 23. 89 20. IO 20. 09 o. 94~1. 09 2. 22 3822 
3 簗書 北宋 1038 25. 15 25. 10 20. 16 I. 23-1. 41 2. 75 3823 
4 行書 北宋 1094 23. 55 24. 48 18. 95 18. 68 I. 13-1. 27 2. 78 3824 
5 纂書 北宋 1038 25. 13 25. 47 20. 59 20. 54 I. 03~1. 20 3. 71 3832 
6 其書 北宋 1064 24. 17 24. 26 19. 38 19. 37 I. 13~1. 32 3. 20 3837 
7 至和 纂書 北宋 1054 23. 93 23. 98 18. 79 19. 12 I. 27~1. 46 3. 68 3847 
8 判読 3848 ， 判読 3849 
10 元祐 纂書 北宋 1086 24.84 24. 90 20. 19 20. 47 1.21~1.38 3. 36 3852 

第152図出土銭貨(21)
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5. 考察

≪土器・陶磁器について≫(第4表）

第145次調査では，調査面積357.5団のうち，中世の土器・陶磁器が1,885点（破片数），個体数にし

て27.22個分（口縁部個体数）が出土している（第4表）。単位面梢当たりの出土量は，破片数で Irrl 

当たり5.27点にも達している。これは過去の十三湊遺跡調査でも突出した出土量となっている。

第145次調査区は旧十三小学校校舎に隣接した北側の畑地に位脱している。調査地区は十三湊を大

きく南北に分断する「大土塁」の北側に位置しており，「土塁北側地区」と呼称した地点に当たる。

この地区では，すでに数次にわたる発掘調査が実施されており，遺構の時期変遷や遺物の検討が加

えられている（青森県市浦村教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室 2000)。しかし，遺構や

遺物の検討については，すでに細部で不整合な点が多数生じている。さらに十三湊遺跡の他地区の成

果との比較検討も不十分であり，再検討しなければならないと考えている。これまでに十三湊遺跡の

発掘調査が広い範囲で行われているにも関わらず，各調査地区の遺構や遺物の成果を十三湊全体の中

でどのように位置づけるかなど，詳細な検討は十分ではない。つまり，各地区ごとの比較検討や具体

的な遺構や遣物の詳細な検討を行わなければ，十三湊研究が成り立たない段階に入っているのであ

る。

しかし，以上のように把握しているものの，今回もまた時間的な余裕がなく，次年度以降の本報告

作成の段階で検討していきたい。そこで，ここでは第145次調育で出土した土器・陶磁器の成果につ

いて概観したい。

【土器・陶磁器から見た年代観】

まず，在地土器の生産が行われていない当該地域においては，搬入される貿易陶磁や国産陶磁の年

代によって，遺跡や遺構の年代を推し量らなければならず，年代決定が非常に難しい状況にあると言

わねばならない。

さて，土塁北側地区での遺構の形成時期は， 13世紀後半代まで遡るものと想定しているが，実際の

ところ， 13世紀後半代のまとまった一括性のある遺物を伴った遺構は存在していない。つまり，古い

時期の遺構からは，遺物がほとんど出土しないのである。従って，あくまで遺構の新旧関係から遺構

の時期変遷を想定して求めた年代に過ぎないのである。

また，耐久性のある貿易陶磁などは生産から流通・廃棄に至る使用期間（年代幅）の問題を抱えて

いる。例えば，今回の調査では白磁玉縁碗（白磁IV類）や青磁鏑蓮弁文碗が散発的に出士している。

それぞれ，前者は12世紀後半代，後者は13世紀後半代,..._,14世紀代の実年代が求められようが，実際に

今回の調査で，白磁玉縁碗は15世紀前半代に廃絶したSI 02竪穴遺構の埋土から出土しているのであ

る。これは SI 02竪穴遺構の廃棄の際に白磁〖縁碗が混入した可能性が想定できるが，白磁頂縁碗が

長期に使用されていた可能性も考慮する必要があろう。このように貿易陶磁，或いは壷・甕．瓶類と

いった貯蔵具には耐久性があるため，かなりの使用期間（年代幅）を念頭に入れて骰く必要がある。

さて，前置きが長くなったが，土塁北側地区では，遺物量が豊富になるのは14世紀後半以降であり，

これは瀬戸や珠洲の流通景の増大が直接反映されていると言っても過言ではない。言うまでもなく，
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遺構に伴う士器・陶磁器も14世紀後半以降のものであり，前述のように，それ以前の古い時期の遺構

から遺物を伴うことは非常に少ない状況にある。

今回の調査では新旧関係で最も新しいと考えられる遺構に火事場整理と思われる一括廃棄土坑が多

数発見されている。詳細は下記の【一括資料の検討】の項を参照していただきたい。

結論的には，これら一括廃棄土坑から出土する陶磁器の中で，年代観・編年が細分されている瀬戸

の出土遺物の時期を検討したところ，年代的に見て下限となるのは藤澤編年の古瀬戸後 I・II期の資

料であり，しかも二次被熱を受けたものがまとまって出土していることが明らかとなっている。

つまり，古瀬戸後 I・II期の段階に，この土塁北側地区で大規模な火災を受けて，その後，火事場

整理を行うための廃棄土坑を穿ったものと理解することができる。

その後，古瀬戸後III期段階の遺物は半分以下に減少し，古瀬戸後W期（古）段階にはほとんど瀬戸

製品が出土しなくなる。つまり，生活域として土地利用が行われなくなったことが理解できる。

【土器・陶磁器の組成と内容】（第4表・第153・154図）

ここでは，発掘調査によって出土した中世土器・陶磁器をまとめて分析し，中世十三湊における

「土塁北側地区及び領主館周辺地区」の様相として捉えてみたい。

第4表は土器・陶磁器を生産地による種類・器種別組成を破片数と個体数で示したものである。

一般に土器・陶磁器の組成比を扱う場合には破片数が多く用いられているので，ここでも同様に破片

数での検討を行っていきたい。なお，参考までに個体数の換算には，口縁部計測法による計鼠分析を

行い，組成比を算出している。口縁部計測法については宇野隆夫氏による方法を参考とした（宇野

1981・1992)。

まず，貿易陶磁には中国陶器・青磁・白磁・青白磁・高麗青磁で構成され，全体の17.2%を占める。

国産陶磁には瀬戸・珠洲・査器系・瓦質土器・土師器で構成され，全体の82.8%を占める。全体で

貿易陶磁よりも国産陶磁の方の比率が圧倒的に多いことが分かる。特に食膳具において貿易陶磁（青

磁・白磁など）よりも瀬戸製品の比率が圧倒的に高いことは明らかである。土器・陶磁器の年代観は

上記で示したとおり，南北朝・室町期の14世紀後半,.....,15世紀前半でまとまっている。この時期に貿易

陶磁の比率が低い背景を考慮すれば， 1368年の明国による海禁政策の影響が大きく，日本に輸入され

る貿易陶磁の流通量が激減したことが考えられる。しかし，十三湊遺跡• 町屋地区 (14世紀末,...__,15世

紀前半）の成果と比較してみると，食膳具において瀬戸製品よりも貿易陶磁の比率が高くなっている。

つまり， 15世紀になると早くも明の海禁政策の影響が緩み，貿易陶磁の流通量が増大していったもの

と考えられる。

以下，個別に見て行きたい。

中国陶器には天目碗（唐物天目）・茶入・褐釉壷（菓茶壷）・鉄釉小壷がある。このような茶道具と

しての用途を持つ高級品が一定量出土している。すでに茶の湯の風習が広まっていたことを意味する

ものである。

青磁には碗が圧倒的に多く，そのなかでも龍泉窯系青磁碗D1類とする端反無文碗が多数を占めて

いる。また，青磁には香炉・花瓶などの座敷飾りとして用いる特殊な用途の高級品も出土している。

白磁には碗・皿がある。白磁碗は白磁碗C群とする端反碗が多数を占めるほか，白磁IV類の玉縁状
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口縁碗が 1個体分出士している。皿は白磁皿D群の丸皿で占められる。

青白磁には梅瓶1個体分が出土している。高麗青磁には碗のほか，やや大振りな鉢が出土している。

それぞれ，黒と白の象嵌が施されている。

瀬戸は碗・皿・盤・壷瓶類の施釉陶器が多数出土している。第153図の破片数比率では全体の23.5%,

第154図の個体数比率では全体の51.0%に達している。また，瀬戸の詳細は【瀬戸製品について】の

項を参照していただきたい。

珠洲は壷・甕．揺鉢があり，全体の31.9%を占める。壷にはT種（叩き壷）， R種（ロクロ壷）， K

種（研磨壷）が出土している。揺鉢の出土量は最も多い。また，捕鉢の口縁部の特徴は，型式的変化

を捉え易く，時期区分の指標となっている。そこで，主に口縁形態と体部の特徴から，以下のとおり，

5形態に細分することができる。

(1類）口縁部を外傾面取りして，無文とするタイプ。体部はやや内湾。器壁やや薄い。

(2類）口縁部を外傾面取りして，無文とするタイプ。体部は直線的。器壁やや厚い。

(3類）口縁部を水平面取りして，無文とするタイプ。体部は直線的。器壁やや厚い。

(4類）口縁部を内傾面取りして，無文とするタイプ。体部は直線的。器競やや厚い。

(5類）口縁部を内傾面取りして，櫛目波状文が入るタイプ。体部は直線的。器競やや厚い。

上記の分類は，珠洲の吉岡編年（吉岡 1994)に従えば， (1類）は珠洲III期， (2,...._,4類）は珠洲

w期， (5類）は珠洲V期の範疇に含まれるものと考えられる。実際に分類別の出土量を算出してい

ないが， (4類）が圧倒的に多いものと思われる。なお，遺物観察表において，捕鉢の口縁部分類を示

している。

荒器系陶器は越前・信楽が含まれる。越前は甕・壷・揺鉢の順に出土量が多い。越前の甕は，口縁

部が「受け口」及び「N字状」口縁のタイプが出上している。揺鉢もわずかに認められる。信楽は壷

が多数出土しており，葉茶壷としての用途が考えられる。

瓦質士器は大型品の火鉢・風炉のほか，捕鉢が出士している。瓦質士器の棚鉢は，これまでの十三

湊遺跡の調査ではほとんど出土することがなかったが，今回の火事場整理の廃棄に伴う SE09井戸か

らまとまって出土しており，すでに十三湊遺跡の最終時期に流通することが明らかとなった。

土師器は中世後期の手づくね及びロクロ成形の皿（かわらけ）が出土している。手づくねは，「京

都系かわらけ」と呼称されるもので， S I 02竪穴遺構の埋土から出土している。
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第4表 145次調査 中世土器・陶磁器の種類・器種別組成表

種類 器 種 破片数

中国陶器天目碗 6 

壷 90 
茶入 I 

小計 97 [5.2%] 

青磁 碗 139 

皿 8 

盤 2 

花瓶 3 

香炉 2 
坪 2 

不明 I 

小計 157 [8.3%] 

白磁 碗 23 

皿 32 
梅瓶 I 

不明 I 

小計 57 [3.0%] 

青白磁 皿 I 

梅瓶 6 

小計 7 [0.4%] 

高麗青磁碗 4 

鉢 2 

小計 6 [0.3%] 

瀬戸 天目碗 66 
碗類 131 

皿類 57 

盤類 27 
鉢類 14 

壷・瓶類 112 

その他 28 
不明 ， 
小計 444 [23. 5%] 

珠洲 壷R種 32 
壷k種 I 

壷T種 31 

甕 6 
壷・甕 187 

すり鉢 345 

小計 602 [31.9%] 

姿器系 壷 248 

甕 75 
壷・甕 35 
すり鉢 I 

小計 359 [19.1%] 

瓦質土器火鉢 60 

風炉 8 
火鉢・風炉 34 

すり鉢 18 
小計 120 [6.4%] 

土師器 皿 36 [1.9%] 

総計 1885 [100. 0%] 

第153図 145次調査

個体数
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中世土器・陶磁器の構成比（破片数）

第5表 145次調査瀬戸製品の器種別組成表

種類 器 種 破片数 個体数

碗類 天目碗 64 2. 28 

（鉄釉） 小天目碗 2 0.18 
小計 66 [14.9%] 2, 46 [17.6%] 

碗類 平碗 129 3. 23 

（灰釉） 浅碗 2 0. 21 

小計 131 [29.5%] 3, 44 [24.6%] 

皿類 縁釉小J]][ 28 I. 24 
折縁小皿 ， 0. 67 

折縁中皿 2 0,09 

卸皿 14 0. 38 
豆皿 3 I. 54 
皿

゜小計 57 [12.8%] 3. 92 [28.0%] 

盤類 折縁深皿 7 0.18 
卸目付大皿 2 0. 07 
直縁大皿 I 

゜盤類 17 

゜小計 27 [6.1%] 0, 25 [1.8%] 

鉢類 碗型鉢 3 

゜柄付片口 3 0.18 
すり鉢型小鉢 4 0, 16 

小鉢 4 0. 09 
小計 14 [3.2%] 0. 43 [3.1%] 

壷・瓶類梅瓶 4 0, 94 

その他

総計

荒器系
3.7% 

仏花瓶 I 

尊式花瓶 I 

花瓶 4 

瓶子 40 

四耳壷 23 

壷瓶類 39 
小計 112 [25.2%] 

袴腰形香炉 5 

筒形香炉 2 

仏供 19 

桶 2 

小計 28 [6.3%] 

不明 ， [2.0%] 
444 [100. 0%] 

第154図 145次調査
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I. 24 
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【瀬戸製品について】（第5""'7表・第155図）

瀬戸製品の年代観については，生産地における細かな編年がすでに確立しており，在地土器のない

当該地域では，瀬戸製品が年代の指標になっている。ここでは藤澤良祐氏の古瀬戸編年及び分類（藤

澤 1982・1991・1995)に従って，瀬戸製品を概観していきたい。

まず，第5表の種類別の破片数比率を見た場合，灰釉の碗類が29.5%で，全体の3割近くを占める。

次に壷・瓶類が25.2%,皿類が12.8%,鉄釉の碗類（天目碗）が14.9%と続く。ただし，個体数で見

た場合には，皿類が28.0%,壷・瓶類が13.5%となり，比率が逆転する。言うまでもないが，大振り

な壷・瓶類が破損した場合，おのずと破片数が増えるのに対して，小ぶりな皿類が破損した場合には，

前者に比べて，破片数が少ないことが理由である。

また，碗類では鉄釉の天目碗が全体の14.9% (破片数66点），灰釉の平碗・浅碗は全体の29.5%(破

片数131点）の比率で，およそ l対2の割合で出土している。

次に器種ごとの時期別出土量を見ていきたい。第7表によれば，天目碗は古瀬戸後1期から出現し，

後III期までの製品が見られる。そして，天目碗のピークは後II期となっている。次に，平碗は古瀬戸

中田"-'N期が 1点あるものの，やはり後 I期からの出現と捉えたほうが良いだろう。また，後III期ま

での製品が見られ，後II期にピークがある。このように平碗と天目碗の時期別の出土量やピークがほ

とんど同じ傾向と言って良いだろう。また，皿類の中で最も出土量の多い縁釉小皿では，後 1期から

出現し，後w期古段階までの製品が出土している。その中で，縁釉小皿のピークは後 I・II期となっ

ている。また，皿類の中では，折縁小皿や折縁中皿がやや古く，古瀬戸中W期まで遡る製品が出土し

ている。なお，言い忘れたが，瀬戸窯では時期によって生産されている器種が異なっている。しかし，

前期様式から普遍的に生産されている卸皿を見た場合，やはり後 I期からの出現であり，縁釉小皿・

天目碗•平碗と連動していることが分かる。つまり，本調査区における瀬戸製品の流通量の中心が，

後I""'後II期にあると言っても差し支えないであろう。

一方，壷・瓶類とした四耳壺・梅瓶・瓶子は，主に酒器として利用されたものと推されるが，古瀬

戸前期～中期様式にかけて量産された樅種である。今回の調査によって，四耳壺では前IV期 (13世紀

後葉）に比定される 1個体分が出土している。しかし，この四耳壺は SK36とした火事場整理のため

の廃棄土坑 (15世紀前半代に比定）からまとまって出土しており，約150年ほどの長い使用期間（年

代幅）を想定しなければならない状況が明らかとなった。

このように壷・瓶類は，碗1II1類と明らかに生産年代による時期差があるわけだが，今回の一括資料

の検出で明らかなように，消費地においては，時期差のある壷・瓶類や碗皿類が同時に使用されてい

たことが明らかとなった。

また，後 I・II期に比定される仏供が2個体分， S I 02・S K22から出土しており，大変珍しい。

仏供は密教法具の 1つで，仏に供養するための仏飯器と考えられており，特殊品である。

次に瀬戸製品のなかには，二次的な被熱を受けた資料が多数認めることができる。そこで，時期別

の被熱資料の出土量を算出した。第6表及び第155図によると，瀬戸製品には，古瀬戸前W期～後w

期古段階までの製品が出土している。そのなかで，後 I・II期 (14世紀後葉""'15世紀前菓）に出土量

がピークに達する段階で，最も被熱資料が多くなっていることが分かる。なお，後III期には遺物量が

激減し，後w期古段階にはわずかに確認される程度となっている。
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第6表 145次調査瀬戸製品の時期別・被熱資料の出土量

時 期 二次被熱あり 二次被熱なし 人ロ 計 時期別の比率

前w期 12 10 22 4.95% 

中I,....., II期 4 

゜
4 0.90% 

中II期

゜
2 2 0.45% 

中III-IV期 27 7 34 7.66% 

中w期 6 1 7 1.58% 

中期 30 14 44 9. 91 % 

後 I期 13 16 29 6. 53% 

後 I,...._, II期 32 56 88 19. 82% 

後II期 40 60 100 22. 52% 

後11,......,m期 7 ， 16 3.60% 

後III期 8 20 28 6. 31 % 

後III,..__,IV古期 2 3 5 1. 13% 

後w古期

゜
4 4 0.90% 

後期 14 36 50 11. 26% 

不明 1 10 11 2.48% 

人ロ 計 196 248 444 100. 00% 

第155図 145次調査 瀬戸製品の時期別・被熱資料のグラフ
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【一括資料の検討】

今回の調査によって，火事場整理のために角礫を一括廃棄した集石土坑が多数検出された。その中

から，被熱を受けた土器・陶磁器が多数含まれている。さらに同一遺構内で，陶磁器の接合関係が多

く認められることから，一括廃棄した資料と判断することができた。

ここでは， S K 36・S K 4 7・S K 22・S K 08・S E 09から出土した土器・陶磁器を一括資料として

取り上げる。

まず， S K36では，同一個体である瀬戸の四耳壺 (13点）や査器系陶器壷（信楽壷 ・69点）の破片

がまとまって出土しており，かなりの復原が可能となった。また，年代の指標となる瀬戸の藤澤編年

によれば，古瀬戸後 I·II 期を下限とする天目碗• 平碗・浅碗・卸皿が出土しており，しかもその多

くが被熱を受けている。

S K47では，やはり同一個体と思われる中国鉄（褐）釉壷 (2個体分か?・38点）や荒器系陶器壷

（信楽壷 ・58点）の破片がまとまって出土している。後述する接合関係によって， S K47はSK36と

ほぼ同時期に廃棄された可能性が高い遺構であることが明らかになった。また，瀬戸製品には，やは

り古瀬戸後 I・II期を下限とする平碗・折縁小皿・折縁深皿・盤類が出土しており，しかもその多く

が被熱を受けている。

S K22では，土器・陶磁器の出土量はそれほど多くないが， S I 02 (上層）と接合関係を持つ瀬戸

の仏供が2個体分出土しているのが注Hされる。やはり，強い被熱を受けているが，接合後は略完形

となった。また，瀬戸製品には，古瀬戸後1I1期とする折縁小皿が 1 点あるものの，天目碗• 平碗• 仏

供といった器種のすべては，古瀬戸後 I・II期を下限としている。

S KOSでは，多数の土器・陶磁器が出土しているが，接合後に略完形になるものはなかった。

瀬戸製品には，古瀬戸後1I1期とする盤類 l点，後II"'III期の平碗 l点，後 I"'II期の盤類2点が出土

している。また，珠洲が多数出土しており，掴鉢の口縁部に櫛目波状文が入るタイプが一定量出土し

ている。

S E09上層からは，土器・陶磁器が多数出土している。略完形に近いものも多く，角礫や炭化物と

共に折り重なって出土している。瀬戸の瓶子，珠洲の壷・掴鉢，瓦質土器の揺鉢といった接合によっ

て復原されるものが多い。なお，瀬戸製品には，やはり古瀬戸後 I・II期を下限とする平碗が出土し

ている。また，瀬戸製品には被熱を受けたものが多い。

以上，個別に遺構一括資料を見てみると，次のようなことが明らかとなってきた。

まず， SK36・SK47・SK22・SE09の一括資料は，古瀬戸後 I・II期 (14世紀後菜"'15世紀前葉）

を下限とする時期に，士器・陶磁器などの生活道具が焼失するほどの大規模な火災に見舞われた。そ

の後，広範囲にわたって火事場整理が行われた結果，大量の角礫と共に焼失した土器・陶磁器を廃棄

した集石土坑が掘られるようになったと考えることができる。

また， SKOSは古瀬戸後III期の瀬戸製品と口縁部に櫛目波状文をもつタイプの珠洲捕鉢（珠洲V期）

が出土しており，前者よりもやや後出の時期の可能性も考えられるが，ほぼ同時期と見て大過ないで

あろう。
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【士器・陶磁器の接合関係】（第156"'159図•第 8 表）

ここでは，遺構間の接合資料を検討することによって，遺構の同時期性を探ることが可能と考えら

れる。また，これによって今後，遺構の配憫や構成といった空間構造の把握にとって参考となるであ

ろう。

そこで，接合関係のある資料はすべて第8表に記載している。その中で，主要な遺構間の接合資料

を第156"'159図に示した。ここでは，個々の接合資料について解説する余裕がないので，特に重要と

思われる事例について紹介してみたい。

接合番号 No.26 (第156図）

白磁玉縁碗 (8点接合）

接合遺構： S I 02・S K 124・S K 13・S K65 

概要： S I 02の埋土内での接合が多く，周辺の SKl3・S Kl24からも出土している。また， 30mも

離れた SK65からも出土している。 SI 02は15世紀前半代の竪穴遺構であり，その埋土から12

世紀後半の生産年代をもつ白磁玉縁碗が出土している。つまり，白磁玉縁碗が長期にわたって

使用されていたことを示唆している。また，白磁玉縁碗の内面には，使用痕が特に顕著となっ

ている。

接合番号 No.20 (第156図）

青磁碗 (7点接合）

接合遺構： S I 02 (上層） ・SX 02・S I 03・S E 06 

概要： S I 02とSI 03の竪穴遺構の埋上から出土したものが接合している。両者の竪穴遺構には，あ

まり時期差がなく構築された可能性が考えられる。

接合番号 No.4 (第156図）

中国壷 (6点接合）

接合遺構： S K36・S K47 

概要： S K47からまとまって出土しており，一括廃棄されたものであろう。なお，隣接する SK36か

らも出土している。

接合番号 No.35 (第157図）

瀬戸天目碗 (IO点接合）

接合遺構： S I 02 (上層） ・SK22 

概要：瀬戸天目碗は SI 02 (上層）から多数出土し， S K22との接合関係をもつ。 SI 02とSK22は

切り合っているため， S K22を穿った際に混入したものか，或いは両者の遺構にはそれほどの

時間差がなく，埋め戻された可能性が考えられる。
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接合番号 No.58 (第157図）

瀬戸仏供 (II点接合）

接合遺構： S I 02 (上層） ・SK22 

概要：瀬戸仏供は SI 02 (上層）から多数出土し， S K22との接合関係をもつ。前述した接合番号No.

35瀬戸天目碗と同じ接合関係の出土状況が追認できる。

接合番号 No.57 (第157図）

瀬戸仏供 (4点接合）

接合遺構： S I 02 (上層） ・SK22 

概要：瀬戸仏供は SI 02 (上層）と SK22の間に接合関係をもつ。ちなみに接合番号No.58の瀬戸仏供

とは別個体である。また，前述した接合番号No.35瀬戸天目碗，接合番号No.58瀬戸仏供と同じ接

合関係の出土状況が追認できる。

接合番号 No.66 (第157図）

瀬戸瓶子 (15点接合）

接合遺構： S E07・S E09 

概要： 15点のうち14点は SE09からの出土であり，一括廃棄されたことが明らかである。また，その

他 l点は， S E07から出土している。

接合番号 No.74・75 (第157図）

瀬戸四耳壺 (3点十 9点接合）

接合遺構： S K 36・S K 48・S P 164・S I 02 (上層）

概要： 9点接合が上半部， 3点接合が下半部である。上半と下半での接合はないが，同一個体である

可能性が高く，瀬戸四耳壺は 1個体分しか出土していないので，接合資料として記載した。

瀬戸四耳壺はSK36からまとまって出土しており，一括廃棄されたことが明らかである。また，

隣接する SK48・SP 164のほか， 12m離れた SI 02 (上層）からも出土している。

接合番号 No.85 (第158図）

珠洲壺 (IO点接合）

接合遺構： S I 02 (上層） ・SE06・S E09 

概要： S E09からの出土が多く，一括廃棄されたことが明らかである。また， S I 02 (上層）やSE

06からも出土している。
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接合番号 No.84 (第158図）

珠洲壺 (3点接合）

接合遺構： S I 03・S E09 

概要：接合番号No.85の珠洲壺と同一個体の可能性が高いが， ここでは別記した。 SE09とSI 03との

間で接合関係を持つ。

接合番号 No.115 (第158図）

珠洲揺鉢 (IO点接合）

接合遺構： S K56・S K60 

概要： S K56とSK60は，それぞれまとまって珠洲擢鉢が出士しており，接合関係が認められる。

接合番号 No.162 (第159図）

瓦質土器捕鉢 (8点接合）

接合遺構： S E 09・S E 07・S K 03 

概要： S E09からまとまって出土しており，一括廃棄されたことが明らかである。また，隣接したS

E07からも出土している。

接合番号 No.156ほか（第159図）

資器系陶器壷 (8点接合＋多数）

接合遺構： S K36・S K47・S K48 

概要： S K36からの出土が多く，一括廃棄されたことが明らかである。また，隣接したSK47・SK 

48からも出土しており，それぞれ近い時期に廃棄された可能性が高い。
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□ f✓ 接合番号 No.26 
白磁玉縁碗 8点接合
接合遺構： S102, SK124 

SK13, SK65 

接合番号 No.18 
高麗青磁碗 4点接合
接合遺構： SK22, SE03 

n

’
_

—
ー
ー

ー

接合番号 No.3 
中国壺 2点接合
接合遺構： SD14, SK47 

/'交＼”＇， ミヽ /1 

L -〉/(
'.,-/ !) 

接合番号 No.5 
中国壺 2点接合
接合遺構： SKlOO, SPl 73 

亡二こ二cc-―---J

接合番号 ltl.7 
中国壺 2点接合
接合遺構： SKlOO, SP94 

接合番号 No.13 
中国壺 6点接合
接合遺構： SK36, SK47, SKlOO, SP194 
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接合番号 No.10 
中国壺 2点接合
接合遺構： SK36, SP171 

接合番号 No.4 
中国壺 6点接合
接合遺構： SK36, SK47 

接合番号 No.6 
中国壺 2点接合
接合遺構： SK36, SK60 

゜←「TT―

[

＼

い
い
口
’
}

干 一年
（縮尺1/240)

※黒丸が遺物の出土位置を示す。

第156図 中世陶磁器における遺構間の接合関係 (1)
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接合番号

瀬戸卸皿

2点接合 ； 
接合遺構： SK07 -~ ニ=・ーご―ン

SK152 

No.56 

接合番号ぬ3s ,~ ~--=--n 
瀬戸天目碗 尺'----f
10点接合 二＝ゴ ／

--' 

←ー＇
接合遣構： SI02 (上層） → 

SK22 
、名」

接合番号ぬ53
瀬戸折縁小皿

4点接合
接合遺構： SK13 

SK22 
SE06 
SI03 

接合番号

瀬戸仏供

11点接合
接合遺構： SI02 

SK22 

ltJ.58 

ニ ーご戸

'¥,- 」/

＼三＝二／← -_[ _ _J 

接合番号

瀬戸仏供

4点接合
接合遺構： SI02 (上層）

SK22 

ぬ57 、

文、三—三
＼ ここ~~

接合番号

瀬戸瓶子

15点接合
接合遺構： SE07 

SE09 

接合番号

瀬戸平碗

2点接合
接合遺構： SK47, SE09 

No.49 

接合番号

瀬戸瓶子

2点接合
接合遺構： SE09, SK36 

No.65 

接合番号

瀬戸瓶子

4点接合
接合遺構： SK36 

SK47 

No.60 

芍窃沿,をンシ

¥ _ t ~-/? 
\一— 戸＿＿
一
---- ; 

州 ，・I 1-―-―ー←一釦
（縮尺1/240)

※黒丸が遺物の出土位置を示す。

＼ ニ―□~.:__ _: —接合番号
＼＿ 三 ／瀬戸平碗

3点接合
接合遺構： SK16 

SK30 

No.38 

□□ ／ 
／
ーー
／
 

/I
 
ー
I/ 
ー

第157図

接合番号

＼― -二土—― ―ー／， 瀬戸平碗

口三—/3点接合
-,CC= 接合遺構： SI02, SI03 

しーニ己— - =1

~ ~jl 

No.45 

接合番号

瀬戸平碗

3点接合
接合遺構： SK22 

SI02 

No.47 

接合番号 No.31 
瀬戸天目碗

2点接合
接合遺構： SI02, SI03 

接合番号

瀬戸平碗

3点接合
接合遣構： SX02, SE07 

SI02 

No.46 

二ロ'<,-~~·- ,, -~z 
No.66 
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接合番号 No.74・75 
瀬戸四耳壺

3点十9点接合
接合遣構： SK36 

SK48 
SP164 
SI02 (上層）

ロ 巴；
接合遺構： SK48 

SK69 

No.43 

中世陶磁器における遺構間の接合関係 (2)

-216 -



~ 

TT1<接合番号 No.86 
珠洲壷 2点接合
接合遺構： SK30, SP44 

接合番号 No.81 
珠洲壷甕 2点接合
接合遺構： SK13, SK30 

□/ 
接合番号 No.88 
珠洲壷R種 3点接合
接合遺構： SK14, SK16, SP261 

接合番号 No.103 
珠洲揺鉢

接合遺構： SI02, SE09 

r7 接合番号 No.120 
珠洲揺鉢

接合遺構： SE07, SI03 

接合番号 No.84 
珠洲壷 3点接合
接合遺構： SE09, SI03 

接合番号 No.85 
珠洲壷 10点接合
接合遺構： SI02 (上層），

SE06, SE09 

／／
 

乃
I

接合番号 No.117 
珠洲播鉢 2点接合
接合遺構： SK58, SK79 

0 8m 
r, 1111 I I f 

（縮尺1/240)

※黒丸が遺物の出土位置を示す。

接合番号 No.115 
珠洲揺鉢 10点接合
接合遺構： SK56, SK60 

第158図 中世陶磁器における遺構間の接合関係 (3)
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接合番号 No.130 
歪器系陶器壺甕3点接合
接合遺構： SK13, SE06 

ロご'"',l_三 j
戸、一~ー. —-- , 

し□
接合番号 No.178 
石製品砥石2点接合
接合遺構： SK146, SD14 

接合番号 No.122 
姿器系陶器甕3点接合
接合遺構： SK23, SK96 

¥i 

＼
ぃ
ぃ

い
｀ヽ、＼、ロ

接合番号 No.139 
姿器系陶器壺2点接合
接合遺構： SK47, SP171 

~ I /" 

＼三・ 1こニー／
接合番号ぬ128
姿器系陶器甕4点接合
接合遺構： SI02, SX02 

接合番号ぬ129
姿器系陶器壺6点接合
接合遺構： SE09, SI03 

-
¥
 

□

¥
 

接合番号 No.162 
瓦質土器捕鉢8点接合
接合遺構： SE09, SEO?, SK03 

＼
 

接合番号 No.156ほか
姿器系陶器壺同一固体片が多数

接合逍構： SK36, SK47, SK48 

,,,-~~ 三〗ー＿ ＿―=-一［三
接合番号 No.171 
瓦質土器風炉2点接合
接合遺構： SE09, SK97 

0 8m 
I―←「TTT  - I ,.. I 

（縮尺1/240)

※黒丸が遣物の出土位置を示す。

第159図 中世陶磁器における遺構間の接合関係 (4)
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第8表十三湊遺跡 145次調査遺物接合台帳

接合番号 遺物番号 種類 器種 遺構 X Y L 備 考

I 
269 中国 天目碗 包含層 76. 42 18. 02 2. 90 

1436 76. 42 18. 02 2. 434 

2 
1723 中国 蛍 S K49 76. 44 17, 98 2. 232 

1724 76. 44 17. 98 2. 245 

3 
2037 中国 壷 S Dl4 76. 52 18. 04 2. 299 第156図参照

2656 S K47 76. 48 18, 04 2. 153 

1379 中国 壷 S K47 76. 48 18. 04 2.419 第156図参照

2714 76. 50 18. 04 I. 966 

4 
2908 76. 50 18. 02 2. 133 

2911 76. 48 18. 08 2. 112 

1943 S K36 76. 46 17, 98 2.477 

3804 地点不明

5 
2932 中国 壷 S KIOO 76. 52 17. 98 2. 129 第156図参照

3151 S Pl73 76. 48 18. 02 I. 802 

6 
1238 中国 ~ 碑 S K36 76. 44 17. 98 2. 491 第156図参照

2825 S K60 76. 46 17, 68 I. 974 

7 
1412 中国 壷 S P94 76. 48 18. 02 2. 409 第156図参照

3109 S KIOO 76. 52 17. 98 2.076 

8 
127 中国 壷 包含層 76. 52 18. 02 2. 921 

2735 S K47 76. 50 18. 02 I. 930 
2383 中国 壷 S K47 76. 50 18, 04 2. 365 ， 2732 76. 48 18. 04 I. 984 
2734 76. 50 18. 02 I. 940 

10 
1215 中国 壷 S K36 76. 46 18, 00 2.472 第156図参照

3235 S Pl71 76. 50 18. 02 2. 400 

11 
2660 中国 壷 S K47 76. 50 18. 02 2. Ill 

2766 S KIOO 76. 52 17. 96 2. 030 

12 
1874 中国 ~ 亜 包含層 76. 50 17. 98 2.419 

2389 S K47 76. 48 18, 02 2. 385 

1240 中国 壷 S K36 76. 46 17. 98 2. 49 第156図参照

1361 S K47 76. 50 18. 02 2. 505 

13 
2556 76. 48 18. 02 I. 913 
2733 76. 50 18. 04 2. 083 

2227 S KIOO 76. 52 17, 96 2.377 

2635 S Pl94 76. 48 18. 00 I. 711 
1235 中国 壷 S K36 76. 44 17. 98 2. 468 

14 1236 76. 44 17, 98 2. 464 

1237 76. 44 17. 98 2. 471 

15 
2381 中国 壷 S K47 76. 50 18, 02 2. 317 

2771 76. 48 18. 04 2. 005 

16 
594 青白磁 枡 S I 02(上層） 76. 42 18. 26 2. 333 

2428 S I 02 76. 44 18, 24 2.077 

17 
3414 高関青磁 鉢 S Kl07 76. 54 17. 88 I. 952 
3448 76. 56 17. 88 I. 912 

251 閥麗青磁 碗 包含層 76. 48 18. 20 2. 702 第156図参照

18 
255 76. 44 18. 14 2. 973 

2088 S K22 76. 46 18, 24 I. 907 

2537 S E03 76.34 18. 38 0.673 

19 
713 青磁 花瓶 S KOS 76. 42 18.44 2. 341 

714 76. 42 18.44 2.350 

498 青磁 碗 S I 02(上層） 76.38 18. 28 2.358 龍泉窯系青磁碗01類，第156図参照

901 S X02粘土廃棄 76. 46 18, 20 2. 336 

902 ブロック 76. 46 18. 20 2. 366 

20 903 76. 46 18. 20 2. 366 

1578 S I 03 76. 46 18. 20 2. 293 

3135 S Kl3 76. 46 18, 36 I. 725 

3163 S E06 76. 46 18. 30 I. 647 

21 
717 青磁 碗 S KOS 76. 40 18.44 2. 261 

3481 S I 01 一括取り上げ

22 
1629 青磁 皿 S K23 76. 50 18. 14 2. 437 

2129 包含層 76. 44 18, 16 2. 266 

23 
1212 白磁 碗 S K36 76. 46 17. 98 2. 534 

1213 76. 46 17. 98 2. 541 

24 
232. b 白磁 碗 包含層 76.38 18, 24 2. 725 

1505 S Kl52 76. 44 18. 22 2. 296 

1019 白磁 碗 S K22 76. 44 18. 24 2. 440 

25 1020 76. 44 18. 24 2. 421 

1021 76. 44 18. 24 2. 396 
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接合番号 遺物番号 種類 器種 遺構 X Y L 備 考

433 白磁 碗 包含層 76.38 18. 34 2. 404 白磁玉縁状口縁碗（白磁w類），第156図
536 S Kl24(上面） 76. 42 18. 32 2. 342 参照

537 S I 02(上層） 76. 42 18. 32 2. 321 

26 
1117 S I 02 76.38 18. 24 2.050 

1156 76. 44 18. 30 2. 112 

1159 76. 44 18. 30 2. 033 

2483 S Kl3 76. 44 18. 34 2. 110 

2808 S K65 76. 50 17, 80 2.072 

5 白磁 皿 包含層 76. 40 18. 50 2. 508 

327 S DOI 76.36 18. 50 2. 397 

27 3495 S I 01 一括取り上げ

3496 

3497 

28 
3337 瀬戸 天目碗 S Kl41 76. 60 17. 52 2.457 後m期
3338 76. 60 17. 50 2. 407 

233 瀬戸 天目碗 包含層 76. 40 18. 26 2. 698 後 I・II期

29 624 S I 02(上層） 76. 40 18. 26 2. 371 

814 76. 46 18, 22 2. 289 

30 
182 瀬戸 天目碗 包含層 76. 48 17. 74 2. 930 後m期
2075 S KS! 76. 46 17. 74 2.477 

31 
2349 瀬戸 天目碗 S I 03 76. 44 18, 20 2. 126 後II期．二次被熱，第157図参照

3055 S I 02 76.38 18. 28 I. 667 

32 
1017 瀬戸 天目碗 S K22 76. 46 18. 22 2. 404 後期

2109 S I 03 76. 48 18. 22 2. 128 

33 
1844 瀬戸 天目碗 S K22 76. 44 18. 26 2. 174 後II期

1995 76. 46 18, 24 I. 998 

1754 瀬戸 天目碗 包含層 76. 56 17. 58 2. 483 後II期

34 1755 76. 56 17. 58 2. 511 

3281 76. 56 17. 56 2. 428 

526 瀬戸 天目碗 S I 02(上層） 76. 40 18. 26 2. 393 後II期，二次被熱，第157図参照

532 76. 40 18, 30 2. 233 

585 76. 42 18. 26 2.356 

590 76. 42 18. 26 2.352 

35 
593 76. 42 18. 26 2. 371 

597 76. 42 18. 26 2. 303 

601 76. 42 18, 24 2. 316 

811 76. 46 18. 22 2. 282 

1845 S K22 76. 46 18. 26 2. 182 

1996 76. 44 18, 26 2. 040 

36 
3289 瀬戸 小天目碗 包含層 76. 52 17. 60 2. 400 後m期，二次被熱
3818 地点不明

37 
199 瀬戸 平碗 包含層 76.32 18. 50 2. 778 後II期

3501 S I 01 

1011 瀬戸 平碗 S K22 76. 42 18, 24 2. 260 後II期，第157図参照

38 1120 S I 02 76. 40 18. 26 2. 065 

1131 76. 42 18. 24 2. 120 

40 瀬戸 平碗 包含層 76. 46 18. 28 2. 445 後II期，二次被熱

39 42 76. 46 18. 28 2. 522 

3810 地点不明

2093 瀬戸 平碗 S K69 76. 50 17. 86 2.356 後II期

40 2094 76. 48 17. 86 2. 347 

2803 76. 50 17, 86 2. 200 

41 
622 瀬戸 平碗 S I 02(上層） 76. 40 18. 26 2. 339 後II期

644 76. 42 18. 26 2. 333 

42 
608 瀬戸 平碗 S I 02(上層） 76. 42 18. 24 2. 293 後II期

1138 S I 02 76. 42 18. 24 2. 043 

43 
2405 瀬戸 平碗 S K48 76. 44 18. 02 2. 191 後II期，第157図参照

2804 S K69 76. 50 17, 86 2. 202 

44 
1478 瀬戸 平碗 S KOS 76. 44 18.42 2. 011 後II・ill期

3500 S I 01 

766 瀬戸 平碗 S Kl6 76.32 18, 50 2. 283 後II期．二次被熱，第157図参照

45 767 76.32 18. 50 2. 314 

769 S K30 76.30 18. 50 2. 392 

904 瀬戸 平碗 S X02粘土廃棄 76. 48 18. 16 2. 393 後II期．二次被熱，第157図参照
ブロック

46 
1274 S E07 76.38 18. 16 2. 208 

1342 S I 02 76. 42 18. 28 I. 932 
1602 瀬戸 平碗 S I 03 76. 44 18, 16 2. 367 後 1期，二次被熱，第157図参照

47 2350 76. 44 18. 20 2. 140 

2968 S I 02 76. 40 18. 22 I. 968 
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1341 瀬戸 平碗 S I 02 76. 44 18. 26 2. 178 後 I・II期

48 2438 76. 42 18. 28 2. 177 

3621 撹乱4

49 
921 瀬戸 平碗 S E09 76. 42 18. 08 2. 427 後 II期，第157図参照

1355 S K47 76. 50 18. 04 2. 405 

50 
219 瀬戸 平碗 包含層 76. 42 18. 34 2. 616 後 II期，二次被熱

546 S Kl24(上面） 76. 44 18. 32 2.250 

51 
2601 瀬戸 縁釉小皿 S K07 76. 40 18, 50 I. 701 後 II期

3502 S I 01 

52 
318 瀬戸 縁釉小皿 S K07 76. 40 18. 52 2. 360 後w古期
319 76. 42 18. 52 2.375 

794 瀬戸 折縁小皿 S Kl3 76. 46 18. 34 2. 293 後m期，二次被熱，第157図参照

53 
1579 S I 03 76. 46 18, 20 2. 040 

1638 S K22 76. 44 18. 26 2. 138 

3162 S E06 76. 46 18. 30 I. 791 
2331 瀬戸 折縁小皿 包含層 76. 42 18. 18 2. 116 中IV期，二次被熱

54 2548 S K47 76. 50 18. 02 I. 843 
2713 76. 50 18, 02 2. 008 

55 
996 瀬戸 卸皿 S E09 76. 42 18. 08 2.273 後期

1000 76. 42 18. 06 2. 283 

56 
1013 瀬戸 卸皿 S Kl52 76. 44 18, 24 2. 423 後期，第157図参照

2602 S K07 76. 40 18. 50 I. 665 
235 瀬戸 仏供 包含層 76. 42 18. 28 2. 691 後 I・II期，二次被熱，第157図参照

57 
578 S I 02(上層） 76. 42 18. 28 2. 312 

586 76. 42 18. 26 2.379 

1997 S K22 76. 46 18, 26 I. 989 

524 瀬戸 仏供 S I 02(上層） 76. 40 18. 28 2. 411 後 I・II期，二次被熱，第157図参照

529 76. 40 18. 26 2. 332 

556 76. 44 18. 28 2. 336 

595 76. 42 18. 26 2. 312 

602 76. 42 18, 24 2. 391 

58 809 76. 46 18. 22 2. 283 

810 76. 46 18. 22 2. 267 

812 76. 46 18. 22 2. 282 

1132 S I 02 76. 42 18. 24 2. 155 

1012 S K22 76. 44 18, 26 2.354 

1639 76. 44 18. 26 2. 195 

963 瀬戸 瓶子 S E09 76. 42 18. 08 2. 430 中ill・N期，二次被熱

986 76. 40 18, 08 2.413 

59 987 76. 40 18. 08 2. 392 

988 76. 40 18. 10 2. 392 

1288 76. 42 18. 10 2. 178 

1226 瀬戸 瓶子 S K36 76. 44 17. 98 2. 545 後期，第157図参照

60 
1227 76. 44 17, 98 2. 545 

1375 S K47 76. 48 18. 04 2.419 

1550 包含層 76. 48 18. 08 2.525 

61 
1304 瀬戸 瓶子 S E09 76. 42 18. 08 2. 001 中期，二次被熱

1309 76. 42 18. 08 2. 292 

62 
2836 瀬戸 瓶子 S KIOO 76. 52 17, 98 2. 176 中ill・IV期

3712 地点不明

63 
161 瀬戸 瓶子 包含層 76. 52 18. 00 2. 921 後期

1876 76. 52 18, 00 2. 488 

64 
1311 瀬戸 瓶子 S E09 76. 42 18. 08 2. 308 中ill・N期

1313 76. 40 18. 08 2.329 

65 
1310 瀬戸 瓶子 S E09 76. 42 18. 08 2. 300 中 I・II期，二次被熱，第157図参照

1519 S K36 76. 48 18. 00 2. 410 

920 瀬戸 瓶子 S E09 76. 42 18. 08 2.373 中ill・N期，二次被熱．第157図参照

989 76. 42 18, 10 2. 388 

1280 76. 42 18. 08 2.277 

1282 

1306 76. 42 18, 08 2.078 

1307 76. 42 18. 08 2. 082 

1315 76. 40 18. 08 2. 316 

66 1316 76. 40 18. 08 2. 336 

1448 76. 42 18. 08 2. 284 

1449 76. 40 18, 08 2.324 

1450 76. 40 18. 08 2. 314 

1452 76. 42 18. 08 2. 292 

1486 76. 42 18. 08 2. 312 

1487 76. 42 18. 08 2.270 

2685 S E07 76.38 18, 16 I. 878 中ill・IV期，井戸枠内
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67 
133 瀬戸 壷瓶 包含層 76. 50 18. 00 2. 965 中ill・N期，二次被熱

1922 S K49 76. 42 17. 98 I. 914 

68 
2645 瀬戸 梅瓶 S K47 76. 48 18. 02 2. 221 中ill・IV期，二次被熱

2716 76. 48 18. 02 2. 048 

69 
140 瀬戸 枡 包含層 76. 52 17. 96 2. 960 中II期

2774 S K47 76. 48 18. 02 I. 874 

70 
990 瀬戸 壷瓶 S E09 76. 42 18. 08 2.414 中期

991 76. 42 18, 08 2. 399 

71 
1933 瀬戸 壷瓶 S K36 76. 44 17. 98 2. 395 中期，二次被熱

1934 76. 44 17. 98 2. 369 

72 
30 瀬戸 四耳壺 包含層 76. 42 18. 28 2. 434 月u!V期

2315 S K36 76. 46 17. 98 2. 314 

679 瀬戸 四耳壺 S X02粘土廃棄 76. 42 18, 14 2.415 前W期

73 ブロック

2489 S E07 76.36 18. 16 I. 690 
514 瀬戸 四耳壺 S I 02(上層） 76.38 18. 24 2. 291 前1V期，二次被熱，第157図参照

74 1670 S K36 76. 46 18. 00 2. 233 

1863 S Pl64 76. 52 18, 00 2.454 即IV期．第157図参照

135 瀬戸 四耳壺 包含層 76. 48 17. 98 2. 960 前w期，二次被熱，第157図参照
1386 S K48 76. 44 18. 02 2.359 

1666 S K36 76. 46 18. 00 2. 247 

1667 76. 46 18. 00 2. 269 

75 1722 76. 46 18, 00 2. 281 

1928 76. 48 17. 98 2. 435 

1930 76. 46 17. 98 2. 447 

2190 76. 46 17. 98 2. 385 

3714 地点不明

76 
970 珠洲 壷甕 S E09 76. 42 18, 08 2.425 

1300 76. 42 18. 08 2. 299 

77 
2071 珠洲 壷・甕 S KS! 76. 46 17. 72 2.375 

2812 76. 46 17, 74 I. 698 

78 
982 珠洲 壷甕 S E09 76. 42 18. 08 2.459 

1298 76. 42 18. 08 2. 331 

79 
196 珠洲 壷甕 包含層 76.36 18. 36 2. 735 

835 S K26 76.34 18. 36 2. 157 

80 
2530 珠洲 壷甕 S KlO 76. 44 18,46 2.077 

3626 撹乱4

81 
827 珠洲 壷甕 S K30 76.30 18. 50 2.417 第158図参照

3217 S Kl3 76. 46 18. 34 I. 914 
960 珠洲 壷・甕 S E09 76. 42 18. 08 2.450 

961 76. 42 18, 08 2. 438 

966 76. 42 18. 08 2. 427 

971 76. 42 18. 10 2. 386 

975 76. 42 18, 08 2. 407 

82 977 76. 42 18. 08 2. 429 

978 76. 42 18. 08 2. 386 

1290 76. 42 18. 08 2. 360 

1291 76. 42 18. 08 2. 369 

1293 76. 42 18, 08 2. 386 

1299 76. 42 18. 08 2. 332 

806 珠洲 壷甕 S KOS 76. 42 18.42 2. 343 

83 
1999 76. 42 18.44 I. 928 
2003 76. 42 18.42 I. 971 
2526 76. 42 18,42 I. 806 

997 珠洲 壷 S E09 76. 42 18. 08 2. 313 第158図参照

84 998 76. 42 18. 08 2.370 

2105 S I 03 76. 48 18. 22 2.075 

539 珠洲 壷 S I 02(上層） 76. 42 18, 30 2. 248 第158図参照

962 S E09 76. 42 18. 08 2. 438 

967 76. 42 18. 08 2.424 

969 76. 42 18. 08 2. 393 

85 
984 76. 42 18. 08 2. 388 

992 76. 42 18, 08 2.427 

1294 76. 42 18. 08 2. 385 

1295 76. 42 18. 08 2. 398 

1296 76. 42 18. 08 2. 392 

3095 S E06 76. 44 18. 32 2. 647 

86 
760 珠洲 壷 S K30 76.30 18, 52 2. 384 第158図参照

781 S P44 76.34 18. 50 2. 410 
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335 珠洲 壷R種 包含層 76.38 18. 40 2. 362 

87 
336 76.38 18. 40 2. 368 

350 S DOI 76.38 18. 36 2. 164 

3090 76.38 18. 36 2.076 

763 珠洲 壷R種 S Kl6 76.32 18. 48 2. 382 第158図参照

88 775 S P261 76.30 18. 48 2. 241 

3437 S Kl4 2. 107 

89 
307 珠洲 壷R種 包含層 76. 40 18, 04 2. 642 

308 76. 40 18. 06 2. 665 

90 
721 珠洲 壷R種 S KOS 76. 42 18.44 2. 346 

722 76. 42 18.44 2. 271 

91 
1004 珠洲 壷R種 包含層 76. 40 18. 06 2.273 

3595 S K03 一括取り上げ

92 
289 珠洲 壷R種 S IOI-Pl 76. 42 18. 48 0.874 

3516 S I 01 一括取り上げ

93 
106 珠洲 掴鉢 包含層 76. 44 18. 00 2. 976 

271 76. 44 18. 00 2. 949 

2034 珠洲 擢鉢 S Dl4 76. 46 18, 04 2. 244 

94 3153 76. 40 18. 04 2. 066 

3213 76. 48 18. 04 I. 795 

95 
3107 珠洲 擢鉢 S KIOO 76. 52 17, 98 2.057 

3108 76. 52 17. 98 2.053 

1192 珠洲 擢鉢 S K36 76. 48 18. 00 2. 499 

96 1194 76. 48 18. 00 2. 468 

1195 76. 48 18. 00 2.455 

97 
1515 珠洲 擢鉢 S K36 76. 48 18, 00 2.417 

1926 76. 48 18. 00 2. 407 

98 
1664 珠洲 擢鉢 S K36 76. 44 18. 00 2.328 

2281 76. 48 18. 00 2.273 

99 
2283 珠洲 擢鉢 S K36 76. 46 17. 98 2. 237 

2284 76. 46 17, 98 2. 308 

408 珠洲 擢鉢 S KllO(上面） 76.36 18. 36 2. 133 

100 1627 包含層 76. 44 18. 08 2. 360 

3071 SKllO(上面） 76.36 18. 36 I. 997 

IOI 
504 珠洲 擢鉢 包含層 76.36 18. 26 2. 241 

3466 S I 02 76. 42 18, 26 I. 517 

60 珠洲 擢鉢 包含層 76. 42 18. 18 2. 536 

102 73 76. 48 18. 12 2. 489 

3195 S P251 76. 48 18, 10 I. 910 

103 
1447 珠洲 播鉢 S E09 76. 42 18. 08 2. 302 第158図参照

3112 S I 02 76. 40 18. 28 I. 934 

1091 珠洲 擢鉢 S KOS 76. 40 18.42 2. 104 

104 1092 76. 42 18.42 2. 179 

1093 76. 42 18,42 2. 188 

105 
710 珠洲 播鉢 包含層 76. 50 18. 10 2.472 

1729 76. 50 18. 10 2. 269 

106 
1083 珠洲 擢鉢 S K08 76. 40 18.44 2. 112 

3806 地点不明

107 
2638 珠洲 擢鉢 S E07 76.38 18, 16 0. 604 

3577 S E02 一括取り上げ

108 
168 珠洲 捕鉢 包含層 76. 52 17. 84 2. 782 

3585 S E08 崩落土

3212 珠洲 擢鉢 S Dl4 76. 48 18. 04 I. 744 

109 
3214 76. 48 18. 04 I. 795 

3215 76. 48 18. 04 I. 827 

3216 76. 48 18. 04 I. 792 

110 
1445 珠洲 擢鉢 S E09 76. 40 18. 08 2. 225 

1446 76. 40 18, 08 2.275 

Ill 
719 珠洲 掴鉢 S KOS 76. 42 18.42 2. 345 

2238 76. 42 18.44 I. 815 

112 
3328 珠洲 掴鉢 S Kl28 76. 62 17, 52 2. 344 

3329 76. 60 17. 52 2. 409 

113 
47 珠洲 擢鉢 包含層 76. 40 18. 22 2. 502 

3519 S I 01 一括取り上げ

114 
2163 珠洲 擢鉢 包含層 76. 46 18. 08 2. 318 

2164 76. 46 18, 08 2. 318 
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1803 珠洲 擢鉢 S K56 76. 58 17. 68 2. 234 第158図参照

1804 76. 58 17. 68 2. 287 

1805 76. 58 17. 68 2.256 

1840 76. 52 17. 64 2. 289 

115 
1824 S K60 76. 48 17. 68 2. 464 

1825 76. 48 17. 68 2.454 

1826 76. 48 17. 68 2.476 

1827 76. 48 17, 68 2. 465 

1828 76. 48 17. 68 2. 484 

3666 撹乱7 一括取り上げ

116 
1069 珠洲 擢鉢 S KOS 76. 42 18.42 2. 196 

1473 76. 42 18.42 2.055 

117 
2867 珠洲 擢鉢 S K79 76. 56 17, 72 I. 946 第158図参照

3018 S K58 76. 58 17. 72 I. 793 
1800 珠洲 捕鉢 S K56 76. 58 17. 68 2.323 

118 1801 76. 58 17. 68 2. 318 

1802 76. 58 17. 68 2. 303 

119 
650 珠洲 擢鉢 S Kl23 76. 42 18, 34 2. 095 

3084 76. 42 18. 34 2. 001 

120 
2344 珠洲 捕鉢 S I 03 76. 42 18. 18 2. 097 第158図参照

2590 S E07 76.38 18, 16 I. 381 

121 
214 究器系 甕 包含層 76.36 18. 36 2. 690 信楽

444 S P30 76.34 18. 34 2. 170 

256 羞器系 甕 包含層 76. 50 18. 14 2. 915 越暉，第159図参照

122 1630 S K23 76. 50 18. 14 2.457 

2208 S K96 76. 56 17, 86 2.353 

123 
981 究器系 甕 S E09 76. 42 18. 08 2. 396 越前

3182 76. 42 18. 08 I. 875 

124 
842 梵器系 甕 S E07 76. 40 18. 16 2. 237 越暉

873 76. 40 18. 16 2. 202 

500 査器系 甕 S I 02(上層） 76.38 18, 28 2. 237 越訓

125 1115 S I 02 76.38 18. 26 2. 083 

1121 76. 40 18. 26 2. 051 

126 
516 姿器系 甕 S I 02(上層） 76.38 18. 24 2. 141 越叫

2960 S I 02 76.38 18. 26 I. 837 

127 
490 査器系 甕 S I 02(上層） 76.36 18, 28 2.253 越訓

517 76.38 18. 24 2.272 

573 資器系 甕 S I 02(上層） 76. 42 18. 28 2. 316 越皿第159図参照

128 
688 S X02粘土廃棄 76. 44 18, 20 2. 446 

907 ブロック 76. 44 18. 20 2.374 

2959 S I 02 76.38 18. 26 I. 788 
959 究器系 壷 S E09 76. 42 18. 08 2. 421 信楽，第159図参照

980 76. 42 18. 08 2. 396 

129 
1319 76. 42 18, 08 2. 380 

2352 S I 03 76. 44 18. 18 2. 201 

3012 76. 44 18. 18 2. 010 

3580 S E02 信楽

1172 査器系 壷・甕 S E06 76. 44 18. 30 2. 106 越皿第159図参照

130 3134 S Kl3 76. 46 18, 36 I. 708 

3218 76. 46 18. 36 I. 621 

131 
2461 強器系 壷・甕 S I 02 76. 40 18. 26 I. 817 トレンチ内

3053 76.38 18, 24 I. 735 

964 究器系 -碑 S E09 76. 42 18. 08 2. 441 越訓

132 976 76. 42 18. 08 2.423 

1317 76. 42 18. 08 2. 349 

1938 資器系 壷 S K36 76. 46 17. 98 2. 432 信楽

133 2174 76. 48 17. 98 2. 394 

3686 廃土中 信楽

134 
306 究器系 壷 包含層 76. 40 18. 04 2. 642 信楽

1409 S P94 76. 48 18. 02 2. 421 

1408 究器系 壷 S P94 76. 48 18, 02 2. 438 信楽

135 1413 76. 48 18. 02 2. 364 

1441 76. 48 18. 02 2. 436 

136 
2306 姿器系 壷 S K36 76. 46 17. 98 2. 283 信楽

2307 76. 46 17. 98 2. 240 

137 
387 究器系 壷 S E03 76.32 18, 38 2. 341 信楽

3526 S I 01 信楽

138 
2371 資器系 壷 S K47 76. 50 18. 04 2.375 信楽

1358 76. 50 18. 04 2.417 

139 
2720 査器系 ~ 碑 S K47 76. 48 18. 02 2. 097 信楽，第159図参照

3463 S Pl71 76. 50 18, 02 2. 394 
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1228 姿器系 壷 S K36 76. 44 17. 98 2. 445 信楽

140 2138 包含層 76. 46 18. 08 2. 383 

2927 S KIOO 76. 52 17. 98 2. 125 

141 
1230 究器系 -碑 S K36 76. 44 17. 98 2. 590 信楽

1937 76. 44 17. 98 2. 482 

1720 羞器系 壷 S K36 76. 46 18. 00 2. 229 信楽

142 2310 76. 46 17. 98 2. 331 

2313 76. 46 17, 98 2. 301 

1232 査器系 壷 S K36 76. 44 17. 98 2. 494 信楽

143 1936 76. 44 17. 98 2. 393 

2185 76. 44 17. 98 2. 339 

1527 査器系 ~ 碑 S K36 76. 46 18. 00 2. 413 信楽

144 1710 76. 44 17, 98 2. 271 

2225 S K97 76. 54 17. 88 2.358 

145 
2650 強器系 壷 S K47 76. 48 18. 02 2. 237 信楽

2984 76. 50 18. 02 I. 954 信楽
2726 資器系 -碑 S K47 76. 50 18. 02 I. 940 信楽

146 2985 76. 50 18, 02 2. 066 

2987 76. 50 18. 02 I. 932 
120 強器系 壷 包含層 76. 48 18. 02 2. 973 信楽

147 2553 S K47 76. 50 18, 02 I. 859 

2728 76. 50 18. 02 I. 976 

148 
1699 査器系 壷 S K22 76. 46 18. 24 2.024 信楽

1700 76. 46 18. 24 2.017 

2301 資器系 ~ 亜 S K36 76. 46 17. 98 2.256 信楽

149 2312 76. 46 17, 98 2.277 

2652 S K47 76. 48 18. 04 2. 192 

150 
1523 資器系 壷 S K36 76. 46 17. 98 2.418 信楽

2308 76. 46 17. 98 2.275 

151 
93 査器系 ~ 碑 包含層 76. 48 18. 06 3. 045 信楽

3850 地点不明

152 
2298 荒器系 壷 S K36 76. 48 17. 98 2. 302 信楽

2299 76. 48 17. 98 2. 304 

1671 姿器系 壷 S K36 76. 48 18. 00 2. 306 信楽

153 
1718 76. 46 18. 00 2. 225 

2180 76. 46 17, 98 2. 380 

2311 76. 46 17. 98 2. 311 

154 
475 資器系 壷 包含層 76.38 18. 30 2. 351 信楽

3403 S P54 76.34 18, 48 2. 099 

274・b 究器系 壷 包含層 76. 48 18. 02 2. 935 信楽

155 
1394 S K48 76. 46 18. 02 2. 399 

2675 S P95 76. 48 18. 02 2. 298 

2930 S KIOO 76. 52 17. 98 2. 102 

1395 究器系 壷 S K48 76. 44 18, 02 2.326 信楽，第159図参照

1396 76. 44 18. 02 2. 311 

1675 S K36 76. 46 18. 00 2. 265 

156 1682 76. 46 17. 98 2. 300 

2173 76. 48 18. 00 2. 332 

2303 76. 48 17, 98 2. 249 

2316 76. 48 17. 98 2. 239 

157 
613 土師器 皿 S I 02(上層） 76. 42 18. 22 2.323 

614 76. 42 18, 22 2. 305 

158 
816 土師器 皿 S I 03(上層） 76. 46 18. 24 2. 110 

817 76. 46 18. 24 2. 109 

815 土師器 皿 S I 02(上層） 76. 44 18. 22 2. 172 手づくね

159 
1125 S I 02 76. 40 18. 24 2. 067 

1126 76. 40 18. 24 2. 084 

1127 76. 40 18, 24 2. 080 

1128 土師器 皿 S I 02 76. 40 18. 24 2. 068 

160 2429 76. 44 18. 26 2.019 

2430 76. 44 18, 26 2. 071 

161 
999 瓦質土器 擢鉢 包含層 76. 40 18. 06 2. 319 

2107 S I 03 76. 44 18. 18 2.254 

1302 瓦質土器 擢鉢 S E09 76. 42 18. 08 2. 286 第159図参照

1303 76. 42 18. 08 2. 061 

1320 76. 42 18, 08 2.329 

162 
1444 76. 40 18. 08 2. 225 

1456 76. 40 18. 08 2. 334 

1457 76. 42 18. 08 2. 310 

2688 S E07 76.38 18. 14 I. 817 井戸枠内，第159図参照

3596 S K03 一括取り上げ
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接合番号 遺物番号 種類 器種 遺構 X Y L 備 考

163 
2491 瓦質土器 擢鉢 S E07 76. 40 18. 16 I. 594 
2609 76.38 18. 16 1.049 

164 
1608 瓦質土器 火鉢 包含層 76. 46 18. 14 2.477 

1609 76. 46 18. 14 2.412 

165 
2390 瓦質土器 火鉢 S K47 76. 50 18. 04 2. 338 

3688 廃土中

281 瓦質土器 火鉢・風炉 包含層 76. 52 17. 98 2. 882 

166 1193 S K36 76. 48 18, 00 2. 535 

2288 76. 48 17. 98 2. 244 

129 瓦質土器 火鉢・風炉 包含層 76. 52 18. 02 2. 960 

1189 S K36 76. 48 18. 00 2.458 

167 
1717 76. 46 18. 00 2. 381 

1719 76. 46 18, 00 2. 216 

2188 76. 48 17. 98 2. 314 

2291 76. 48 17. 98 2.258 

168 
1959 瓦質土器 火鉢 S K66 76. 50 17. 82 2. 244 

2980 76. 50 17. 82 2. 168 

169 
2407 瓦質土器 火鉢・風炉 S K48 76. 44 18, 02 2. 100 

2572 76. 46 18. 02 I. 739 

170 
34 瓦質土器 風炉 包含層 76.38 18. 28 2.459 

35 76.38 18, 28 2.458 

171 
1455 瓦質土器 風炉 S E09 76. 42 18. 08 2. 242 第159図参照

2218 S K97 76. 54 17. 90 2. 438 

2535 瓦質土器 風炉 S E03 76.34 18. 38 0. 682 

172 2536 76.34 18. 38 0. 681 

2538 76.34 18, 38 0. 638 

173 
1318 瓦質土器 火鉢・風炉 S E09 76. 40 18. 08 2.272 

1454 76. 42 18. 08 2. 284 

174 
1690 石製品 茶臼 S K36 76. 48 18. 00 2.273 

2194 76. 46 17. 98 2. 360 

2294 石製品 茶臼 S K36 76. 46 17, 98 2. 296 

175 2295 76. 46 17. 98 2. 304 

2296 76. 46 17. 98 2. 293 

176 
1541 石製品 茶臼 S K36 76. 44 18. 00 2. 368 

2297 76. 48 17. 98 2. 302 

177 
1180 石製品 砥石 S Kl09 76. 46 18, 28 2. 154 

2445 76. 46 18. 28 2. 034 

178 
2054 石製品 砥石 S Dl4 76. 46 18. 04 2. 232 第159図参照

2990 S Kl46 76. 46 18, 10 2. 062 

179 
2764 石製品 砥石 S K73 76. 52 17. 88 I. 652 
2946 76. 50 17. 88 I. 551 

1773 肥前陶器 擢鉢 S E04 76. 52 17. 68 2. 298 

180 1775 76. 54 17. 68 2. 288 

3574 一括取り上げ

1774 肥前陶器 皿 S E04 76. 54 17. 66 2. 316 

181 2636 76. 54 17. 66 I. 961 

2641 76. 52 17. 68 I. 463 

182 
1779 肥暉陶器 盤 S E04 76. 54 17. 68 2. 229 

3573 

183 
1770 肥前陶器 皿 S E04 76. 54 17. 70 2.252 

2082 76. 54 17. 70 2. 145 

184 
1778 肥前陶器 皿 S E04 76. 54 17, 68 2.274 

3570 崩落土

185 
2640 肥訓陶器 皿 S E04 76. 54 17. 68 1.350 

2683 76. 54 17. 68 0.674 

186 
1765 肥削陶器 皿 S E04 76. 54 17. 66 2. 336 

1766 76. 54 17. 66 2. 336 

1763 肥前磁器 碗 S E04 76. 52 17, 66 2.350 

187 3566 崩落土

3567 

19 肥暉磁器 香炉 包含層 76.38 18, 36 2. 449 

188 155 76. 56 17. 84 2. 782 

3816 地点不明
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III まとめと課題

十三湊遺跡は十三湖の西側に形成された南北方向に伸びる半島状の砂洲に立地している。今回の

145次調査は，市浦村大字十三字琴湖岳497-I番地に所在する。現在の十三集落は，半島の西側，前

潟に面した一帯に近世以来続く 「十三街道」（現在は県道「鰺ヶ沢一蟹田線」）に沿って南北に街区が

形成されている。調査地点は，集落から離れた半島の東側，ほぼ中央部に位置する1日十三小学校校舎

の北側に隣接する畑地である。調査区は東西45.5mX南北7.0m,面禎318.5rrlの畑地一筆分である。

そして，調査期間の後半には，さらに西側に東西6.0mx南北6.5m,面梢39rrlを拡張した（以下，「西

側拡張区」とする）。合計面積357.5rrlである。地目は畑地であるが，調査前は休耕地となっており，

雑草が生える流地であった。

市浦村教育委員会では，平成6年度から継続して，領主館地区（旧十三小学校周辺）の実態解明に

向けた学術調査を実施している。今回の調査は，館跡と推定された範囲の確認や内部構造の把握を目

的に，これまで小学校の校舎北側で面的な発掘調査を行ってきた地点から，さらに西側に隣接した地

点が設定された。

調査の結果，近世～近現代に相当する上面遺構と，その下層から検出された中世遺構に大別するこ

とができる。上面遺構は，畑地による耕作の影響と小学校の校舎解体と思われる撹乱が多く，近現代

の遺構及び撹乱が多い。そのなかで，近世の遺構は SE04とした井戸 (17世紀後半）が 1基確認され

ただけである。近世には畑の耕作以外は生活跡としての土地利用がほとんど行われていないことが明

らかとなった。

一方，中世遺構には，上坑（上壊墓を含む約120基），炉跡 (1基），竪穴遺構 (4基），井戸跡 (7

基），柵塀跡及び溝跡など多数の遺構が重複して検出され，活発な生活跡の様子が窺える。その他，

掘立柱建物を構成する多数の柱穴を検出しているが，調査面積が狭く，今回の調査では掘立柱建物の

構造等の把握まではできなかった。しかし，今回の調査によって， SK 36・S K 4 7・S K 22・S K 08・ 

S E09など火事場整理のために角礫を一括廃棄した集石土坑や井戸跡が多数検出され，注目に値す

る。その集石土坑から，被熱を受けた土器・陶磁器が多数含まれており，良好な一括資料を得ること

ができた。これらの一括資料によって明らかになったことは，古瀬戸後 I・II期 (14世紀後葉,...__,15世

紀前葉）の時期に，土器・陶磁器などの生活道具が焼失するほどの大規模な火災に見舞われたことで

ある。その後，広範囲にわたって火事場撒理が行われた結果，大量の角礫と共に焼失した上器・陶磁

器を廃棄した集石士坑が掘られるようになったものと推測できる。このように，一括資料の年代を詳

細に検討することによって，その特徴を明確にすることができたと考える。その歴史的背景について

も，若干の考察が可能と考えているが，もう少しの検討を加えて，後日の本報告に譲りたい。

一方，西側拡張区では， SAOIとした柵列跡が南北方向に渡って検出された。 SAOIは幅100cm,深

さ150cmを測る。両璧の立ち上がりも急である。底面に柱穴の痕跡も確認されているので，大規模な

柵列跡であると判明した。 SAOIは館跡の西側を区画する柵列の可能性が高いと考えられる。その理

由として，これまでに第9次調査で検出されたSDOI (実際は柵跡）とした南北方向に伸びる柵跡と

規模が類似しており，同時期に存在した可能性が高いからである。したがって，少なくとも館跡の範
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囲は， SAOlとS001 (第9次調査）の距離，つまり東西130mの規模である可能性が高くなった。し

かし，館跡と言っても，これまで検出された内部の細かな屋敷割りや井戸の配附などを考慮すると，

館跡と言うよりもむしろ屋敷跡と呼ぶべき景観が序々に明らかとなってきた。

最後に十三湊遺跡の発掘調査は，これまで学術調査及び開発行為に対応した緊急調査を含めると，

153次調査（地点）が実施されている（平成15年3月現在）。このように，調査成果が多岐にわたって

いるにもかかわらず未報告な調査成果もあって，十分に踏み込んだ議論が行われていない。今後は具

体的かつ詳細な遺構・遺物の検討を踏まえ，他地区の調査成果と比較検討していきながら，遺構の時

期変遷を含めた景観復原に努めていかなければ，もはや十三湊研究が成り立たない段階に入っている

と言えよう。
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1 写 真図版 I

調査区と周辺の地割（旧市浦村立十三小学校～神明宮） 東から （※左上の白枠部分が第145次調査区）





1. 調査風景 中世遺構の検出（北から）

3. 調査風景 中世遺構の検出（北東から）

5. 西側拡張区 上面遺構の検出（北西から）
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2. 調査風景 中世遺構の検出及び実測作業（北東から）

4. 調査風景 西側拡張区の中世遺構検出（北東から）

6. S I 01竪穴遺構 （近現代の遺構）（南から）
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-
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7. S E04近世井戸（北から） 8. S EOl近世以降の井戸（北から）



図
版
2

検
出
遺
構
写
真

(
2

1. S X02粘土・焼土廃棄ブロック 検出（西から） 2. S X02粘土・焼土廃棄ブロック青磁碗3点出土（北西から）

3. S X02粘土・焼土廃棄ブロック 刀子2点出土（北西から） 4. S X03粘土・焼土廃棄ブロック 検出（西から）

5. S X03粘土・焼土廃棄ブロック 断面層位（北西から） 6. S I 03竪穴遺構 完掘（南から）

7. S I 02竪穴遺構検出（南から） 8. S I 02竪穴遺構完掘（南から）
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1. S E03井戸検出（南から）

3. S E 03井戸完掘（南から）

5. S E06井戸断面層位（南東から）

2. S E 03井戸断面層位（西から）

4. S E03井戸 曲物内出土の瓦質土器・高麗青磁碗（西から）

6. S E 07井戸断面層位（東から）
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7. SE 11井戸完掘（南から） 8. S E08井戸断面層位（北西から）
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1. S E09井戸遺物一括出土状況・ 2回目検出（南から）

2. S E09井戸遺物一括出土状況・ 1回目検出・接写（北から） 3. S E09井戸遺物一括出土状況.3回目検出・接写（西から）

4. S E09井戸完掘（南から） 5. SE 10井戸断面層位（北から）
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1 . S K 22・S K 152土坑 2回目検出（南から）

2. S K22土坑断面層位（南東から）

口
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園＂層

4. S K23土坑遺物出土状況（南から）

3. S K22土坑完掘（南から）

5. S K54土坑検出（南西から）
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1. S K59土坑断面層位（東から）

3. S K64土坑断面層位（東から）

5. S K62土坑断面層位（西から）

2. S K81土坑断面層位（北西から）

4 . S K 60・S K 61土坑断面層位（北から）

6. S K96土坑断面層位（南西から）

7. S K68土坑鉄製品出土状況（北から） 8. S K146土坑断面層位（南から）
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1. S K36土坑検出（東から）

2. S K36土坑断面層位（南東から）

4. S K 107土坑検出（南西から）

3. S K36土坑完掘（東から）

5. S K 107土坑鉄製鉤・高麗青磁出土（西から）
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1. S X04炉跡集石検出状況（東から）

3. S K58土坑遺物出土状況（南東から）

2. S X04炉跡断面層位（南東から）

4. SK  13土坑検出（南から）

5. S K08土坑検出（北から）

7. SK128土坑検出（南から）

6. S K08土坑完掘（北から）
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8. SK  141土坑検出（東から）
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 1. S D14溝と周辺の遺構検出（南から）

2. S K48土坑検出（北から）

4. S K 47土坑検出（東から）

6. S D14溝底面出土の珠洲（西から）

3. S D14溝完掘（南から）

5. S K 47土坑断面層位（北から）
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7. S K66土坑検出（北から）



図
版
10

検
出
遺
構
写
真

10 

1. S K84土坑完掘（南から）

3. S K62土坑完掘（北から）

2. S K 103土坑鉄製刀子出土（東から）

4. S K67土坑検出（南から）

5. S D07溝完掘（南から） 6. S AOl柵塀断面層位（南から）



図
版
11

出
土
遺
物
写
真

1
)
 

1. 珠洲壺甕 2. 珠洲壺甕

3. 珠洲壺甕 4. 珠洲壺甕

5. 珠洲擢鉢 6. 珠洲擢鉢

7. 珠洲擢鉢 8. 珠洲擢鉢
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1. 珠洲摺鉢 2. 珠洲摺鉢

3. 珠洲摺鉢 4. 珠洲摺鉢

5. 珠洲壺・ 擢鉢 6. 姿器系陶器（信楽・越前） 壺

7. 姿器系陶器（信楽） 壺 8. 姿器系陶器（越前） 壺甕
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1. 姿器系陶器（信楽） 壺 2. 姿器系陶器（越前） 壺

ヽ

｀
 

3. 瓦質土器火鉢・風炉・摺鉢 4. 瓦質土器火鉢・風炉

直
1

篇
鼠
伊

量

5. 土製品（羽ロ・土錘）・石製品（石棒・ 石錘） 6. 銅製品（耳掻きほか）

7. 銅製品（磐ほか） 8. 銅製品（六器碗・皿・飾金具ほか）
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1. 鉄製品（刀子・小札） 2. 鉄製品（刀子・小札・皿）

3. 鉄製品（刀子・締金具ほか） 4. 鉄製品（刀子・総ほか）

.-" 

5. 鉄製品（火箸・ 刀子・鈴ほか） 6. 骨製品（中柄？・碁石）・玉

7. 石製品（砥石） 8. S E 04井戸出土の肥前陶磁



1. 石製品（茶臼）
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2. 瓦質土器（風炉．擢鉢）・珠洲甕

3. 鉄製品（鉤・刀子） ※保存処理済み 4. 鉄製品（皿・紡錘車・鉤？・火箸） ※保存処理済み
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出土銭貨 (1)~(3)表面 ※第132~134図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (1)~(3)裏面 ※第132~134図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (4)~ (6)表面 ※第135~137図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (4)~ (6)裏面 ※第135~137図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (7)~ (9)表面 ※第138~140図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (7)~ (9)裏面 ※第138~140図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (10)~ (12)表面 ※第141~143図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (10)~ (12)裏面 ※第141~143図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (13)~ (15)表面 ※第144~146図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (13)~ (15)裏面 ※第144~146図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (16)~ (18)表面 ※第147~149図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (16)~ (18)裏面 ※第147~149図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (19)~ (21)表面 ※第150~152図に対応。 （原寸大）
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出土銭貨 (19)~ (21)裏面 ※第150~152図に対応。 （原寸大）
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